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まえがき

対象読者

本書は，HP OpenVMS AlphaまたはHP OpenVMS I64 Integrityサーバ Version
8.4オペレーティング・システムのすべてのユーザを対象にしています。OpenVMS
Version 8.4のインストレーション，アップグレード，あるいはご使用の前にお読み
ください。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

• 第 1章は，OpenVMS Alphaオペレーティング・システムのアップグレードおよ
びインストレーションと，OpenVMS I64のインストレーションに関する注意事
項について説明します。

• 第 2章は，OpenVMSの関連製品のインストレーションおよびサポート情報につ
いて説明します。

• 第 3章は，OpenVMSオペレーティング・システムの一般的な使用に関する注意
事項について説明します。

• 第 4章は，特にOpenVMSのシステム管理に関する注意事項について説明しま
す。

• 第 5章は，OpenVMSシステムでのプログラミングに関する注意事項について説
明します。コンパイラ，リンカ，およびランタイム・ライブラリ・ルーチンを使
用する際の注意事項も含まれています。

• 第 6章は，OpenVMSオペレーティング・システムが実行されるハードウェアに
ついての情報と，OpenVMSのデバイス・サポートについての情報を示します。

• 付録 Aは，プロセッサ Alpha 21264 (EV6)を使用する際に非常に重要な，インタ
ーロックされたメモリ命令の正しい使用方法について説明します。

可能な限り，機能または製品名ごとに注意事項が分類されています。

本書に記載されている注意事項には，今回のリリースから適用されるものと，以前の
リリースから引き続き適用されるものが含まれています。各注意事項が最初に適用さ
れたバージョンが，項目タイトルとして (V8.2のように)示されています。または，古
い注意事項が更新された場合はそのバージョンが示されています (たとえば， V8.3に

xv



対する制限事項で， Version 8.4で修正されたものには，V8.4という見出しが付きま
す)。

次のような場合も，以前のバージョンの注意事項が記載されます。

• その情報がOpenVMSドキュメント・セットのどのマニュアルにも記載されてお
らず，その注意事項の内容がまだ適用される場合。

• 注意事項がマルチ・バージョンのOpenVMS Clusterシステムに適用される可能
性がある場合。
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1
OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグ

レードに関する注意事項

この章では，OpenVMS Version 8.4のインストールやアップグレードに必要な情報
について説明します。 Alphaおよび Integrityサーバのユーザに共通のトピックを最
初に説明し，その後の節で，特定のプラットフォームのユーザ向けに説明します。

OpenVMS Version 8.4のインストールまたはアップグレードの際には次のマニュア
ルをすべてお読みください。

• 『HP OpenVMS V8.4リリース・ノート[翻訳版]』 (本書)

• 『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』

• 『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』

ハードウェアに関する注意事項については第 6章，関連製品については第 2章を参照
してください。

注意

日本語OpenVMSのインストールに関しては，以下のドキュメントを参照し
てください。

• 『日本語OpenVMS V8.4リリース・ノート』

• 『日本語OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド』

1.1 弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

弊社では，OpenVMSオペレーティング・システム・ソフトウェアの最新版と，直前
のバージョンの製品について，ソフトウェアのテクニカル・サポートを行います。各
バージョンは，リリース日より 24カ月間，または次の次のバージョンがリリースさ
れるまでの期間 (いずれか長い方)，サポートされます。「バージョン」は，新しい機
能と拡張を含むリリースと定義されます。サポート方針としては，パッチ・キットや
メンテナンス専用のリリースは，この「バージョン」の定義に当てはまりません。

これらのガイドラインに基づいて，OpenVMSのバージョンごとに，OpenVMSオ
ペレーティング・システム・ソフトウェアの，現行バージョン・レベルのサポート
(標準サポート (SS))と旧バージョンのサポート (PVS)が行われます。OpenVMS

OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項 1–1



OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.1弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

Integrity， OpenVMS Alpha および OpenVMS VAX の最近のバージョンに対する現
在のサポート・レベルは，次の Web ページから入手してください。

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=a00058693en_us

オペレーティング・システムのサポート方針は，すべての OpenVMS メジャー・リリ 
ース，新機能リリース，および拡張リリースに適用されます。各リリースの定義は，
次のとおりです。

• メジャー・リリースには，根本的な新機能が含まれます。バージョン番号の整数
部分に，次に大きい数字が使用されます (例: 7.3-2から 8.2へ)。

アプリケーションへの影響: OpenVMSの内部インタフェースが変更されていま
す。大半のアプリケーションではバイナリ互換性が維持されますが，独立系ソフ
トウェア・ベンダ (ISV)は，新しいバージョンでテストを行い，場合によっては
新しいアプリケーション・キットをリリースする必要があります。アプリケーシ
ョン・パートナは，オペレーティング・システムの新しい機能を活用するため
に，新しいアプリケーション・キットをリリースすることもできます。

• 新機能リリースには，新機能，拡張機能，およびメンテナンス上の更新が含まれ
ます。バージョン番号の小数第 1位に，次に大きい数字が使用されます (例: 8.2か
ら 8.3へ)。

アプリケーションへの影響:このリリースでは，公開されたアプリケーション・プ
ログラミング・インタフェース (API)は廃止されません。ただし，重要な新機能
の追加や性能の向上により，OpenVMSの内部インタフェースが変更されている
ことがあります。マニュアルに記載されている APIを使用するアプリケーション
のほとんど (95%)については，新しいアプリケーション・キットは不要です。デ
バイス・ドライバとカーネル・レベルのアプリケーション (標準で規定されていな
い APIまたは説明されていない APIを使用するアプリケーション)については，
適合性テストが必要になることがあります。

• 拡張リリースには，既存の機能に対する拡張機能やメンテナンス上の更新が含ま
れます。バージョン番号のダッシュ (-)以降に，次に大きい数字が使用されます
(例: 8.2-1)。

アプリケーションへの影響:このリリースには，新しいハードウェア・サポート，
ソフトウェアの拡張機能，およびメンテナンス上の更新が含まれていますが，こ
の変更は公開された APIを使用するアプリケーションに影響を及ぼしません。
ISVでは新しいリリースをテストしたり，新しいアプリケーション・キットを作
成したりする必要はありせん。

• ハードウェア・リリースは，特定のハードウェア・サポートを含む次のリリース
が出されてから 12カ月間，現行バージョン・レベルでサポートされます。ハード
ウェア・リリースは，新しいハードウェアを購入いただいた場合にのみ送付され
ます。サービス契約だけの場合は，ご利用いただけません。

1–2 OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.1弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

OpenVMSの次の主な製品は，同時に出荷されたオペレーティング・システムのバー
ジョンと同じ期間だけ同じレベル (標準サポートまたは旧バージョンのサポート)でサ
ポートされます。

• HP DECnet (フェーズ IV)

• HP DECnet-Plus for OpenVMS

• HP OpenVMS Cluster Client Software

• HP OpenVMS Cluster Software for OpenVMS

• HP RMS Journaling for OpenVMS

• HP TCP/IP Services for OpenVMS

• HP Volume Shadowing for OpenVMS

• HP DECram for OpenVMS

これらの製品のサポート・サービスを依頼するには，個別のサポート契約が必要で
す。オペレーティング・システムのサポート契約には含まれていません。

1.2 アプリケーションの互換性

OpenVMSでは，公開された APIは，どのリリースでも一貫してサポートされます。
通常，公開された APIを使用するアプリケーションであれば， OpenVMSの新しい
リリースをサポートするために変更が必要になることはありません。廃止された API
は，マニュアルから削除されますが，OpenVMSでは引き続き APIとして使用でき
ます。

1.3 修正キットの入手方法

弊社製品の修正キットは， HP IT リソース・センタ (ITRC) からオンラインで入手で
きます。 ITRC パッチ・ダウンロード・サイトを使用するには，ユーザ登録とログイ
ンが必要です。すぺてのユーザが登録可能で，サービス契約は不要です。次の URL
で，登録とログインができます。

www2.itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do

また， FTP を使用して，次の場所からパッチを入手することもできます。

ftp://ftp.itrc.hp.com/openvms_patches

OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項 1–3

kubashim
取り消し線

kubashim
取り消し線



OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.4 Intel Itanium 9300ベース・サーバのサポートに関する情報

1.4 Intel Itanium 9300ベース・サーバのサポートに関する情報

V8.4

新しい Integrityサーバは今後提供される予定のアップデート・キットによってサポ
ートが可能になりますが，OpenVMS Version 8.4にはこれを可能にするための機能
が含まれています。

1.5 HP DECprint Supervisorのインストールに関する制限事項

V8.4

HP DECprint Supervisor (DCPS)のインストールの際，現在のディレクトリが CD
あるいはDVDメディア上のディレクトリになっていると，次のようなエラー・メッ
セージでインストールが失敗します。

%DCL-W-INVRANGE, field specification is out of bounds - check sign and size
%SYSTEM-F-IVLOGNAM, invalid logical name

この問題を回避するたくめに，作業ディレクトリをシステム・ディスクに設定してか
らキットをインストールしてください。

$ SET DEF SYS$SYSTEM
$ PROD INST /SOURCE=VM141$DKA1:[000000.DCPS_I64027.KIT] *

この問題は，HP DECprint Supervisor (DCPS)の将来のリリースで修正される予定
です。

1.6 ネットワーク・オプション

V8.4

OpenVMSでは，使用するネットワーク・プロトコルを柔軟に選択できます。
DECnetが必要な場合も， TCP/IPが必要な場合も，OpenVMSではネットワークに
とって最適なプロトコルあるいは複数のプロトコルの組み合わせを選択できます。
OpenVMSでは，弊社のネットワーク製品と他社製ネットワーク製品のどちらも使用
できます。

OpenVMS Version 8.4のインストール時に，サポートされている次のHPネットワ
ーク・ソフトウェアをインストールすることができます。

• HP DECnet-Plus Version 8.4 for OpenVMSまたはHP DECnetフェーズ IV
Version 8.4 for OpenVMS (2つのDECnet製品を同時に実行することはできませ
ん)

1–4 OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項



OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.6ネットワーク・オプション

DECnet-Plusには，DECnetフェーズ IV製品のすべての機能に加えて， TCP/IP
またはOSIプロトコルを介してDECnetを実行する機能も含まれています。

インストールの後でHPネットワーキング・ソフトウェアを構成したり管理したりす
る方法については， TCP/IP，DECnet-Plus，またはDECnetの各マニュアルを参照
してください。これらのマニュアルはOpenVMSのドキュメントWebサイトで参照
することができます。

OpenVMS Version 8.4へアップグレードした場合は， TCP/IP Services for
OpenVMS Version 5.7を使用する必要があります。

1.7 古いバージョンのOpenVMSと互換性のないディスク

V8.3

OpenVMSのインストール・プロシージャは，ターゲット・ディスクをボリューム拡
張付き (INITIALIZE/LIMIT)で初期化します。これにより， Version 7.2よりも前の
OpenVMSとのディスク互換性がなくなります。多くの場合，特に問題は発生しませ
ん。ただし，この新しいディスクを Version 7.2よりも前のOpenVMSにマウントす
る場合は，そのバージョンのオペレーティング・システムと互換性を持つように設定
しなければなりません。設定手順の詳細は，『HP OpenVMS V8.3インストレーショ
ン・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

これらの手順を実行すると，新しいシステム・ディスクの最小割り当てサイズ
(/CLUSTER_SIZEで定義)は，以前より大きくなることがあります。その結果，小
さなファイルが必要以上のスペースを専有するようになります。そのため，この手順
は， Version 7.2より前のOpenVMSにマウントしなければならないシステム・ディ
スクに対してのみ実行してください。

注意

ODS-5ディスクも， Version 7.2より前のOpenVMSとは互換性がありませ
ん。

1.8 HP DECwindows Motif for OpenVMS

V8.4

次の表に，HP OpenVMS 8.4オペレーティング・システムでサポートされている
DECwindows Motifのバージョンを示します。

OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項 1–5



OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.8 HP DECwindows Motif for OpenVMS

表 1–1 サポートされている DECwindows Motifのバージョン

OpenVMSのバージョン DECwindows Motifのバージョン

OpenVMS Integrity V8.4 DECwindows Motif for OpenVMS Integrity V1.7

OpenVMS Alpha V8.4 DECwindows Motif for OpenVMS Alpha V1.7

DECwindows Motifソフトウェアは，特定のバージョンのOpenVMSサーバおよび
デバイス・ドライバのイメージを必要とします。表 1–1に示すように，オペレーティ
ング・システム環境に適したバージョンのDECwindows Motifをインストールまた
はアップグレードするようにしてください。

以前のバージョンのDECwindows Motifのサポート情報については，『日本語HP
DECwindows Motif for OpenVMSリリース・ノート』を参照してください。

DECwindows Motifソフトウェアのインストールについての詳細は，『日本語HP
DECwindows Motif for OpenVMSインストレーション・ガイド』を参照してくださ
い。

1.9 アップグレード・パス

V8.4

OpenVMS Version 8.4へ直接アップグレード可能なアップグレード・パスは以下の
とおりです。

OpenVMS Alphaの場合:

Version 7.3-2から V8.4へ
Version 8.2から V8.4へ
Version 8.3から V8.4へ

OpenVMS Integrityの場合:

Version 8.2-1から V8.4へ
Version 8.3から V8.4へ
Version 8.3-1H1から V8.4へ

現在， OpenVMS Alpha Version 6.2x～ 7.3 を実行している場合は，まず Version 
7.3-2 にアップグレードした後， Version 8.4 にアップグレードする必要があります。
OpenVMS オペレーティング・システムのサポートの詳細については，次の Web サ
イトの表を参照してください。

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=a00058693en_us

1–6 OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
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これ以外のサポートされていないバージョンのOpenVMSを実行している場合は，以
前のバージョンのドキュメントに記載されているアップグレード・パスに沿って，複
数回のアップグレード作業を行わなければなりません。

クラスタの同時アップグレード
クラスタを一度にアップグレードする場合には，クラスタ全体をシャットダウンし
て，各システム・ディスクをアップグレードする必要があります。各コンピュータで
アップグレードおよびリブートが完了するまでクラスタを使用することはできませ
ん。各コンピュータがリブートされると，それぞれのコンピュータではアップグレー
ドされた新しいオペレーティング・システムが実行されます。

クラスタのローリング・アップグレード
クラスタのローリング・アップグレードを実行する場合は，各システム・ディスクを
個別にアップグレードします。この場合，新旧バージョンのオペレーティング・シス
テムを同じクラスタ内で同時に実行できます (混成バージョン・クラスタ)。ただし，
この場合システム・ディスクが複数必要になります。アップグレード中でないメン
バ・システムは使用可能です。

OpenVMS Alpha Version 8.4を含む混成バージョン・クラスタでサポートされる
OpenVMS AlphaとOpenVMS VAXのバージョンは，次のとおりです。

Version 7.3-2 (Alpha)
Version 7.3 (VAX)

クラスタ環境でアップグレードを行う場合，ローリング・アップグレードは
OpenVMS Alphaオペレーティング・システム Version 7.3-2からのアップグレ
ードをサポートします。クラスタ内にこの他のバージョンが存在する場合は，それら
のシステムがサポートされているバージョンにアップグレードされるまで，ローリン
グ・アップグレードは実行できません。

これらのバージョンとの混成クラスタをサポートするには， 1つあるいは複数の修正
キットをインストールする必要があります。詳細は，第 4.37.1項を参照してくださ
い。

注意

現在 1つのクラスタでは，アーキテクチャにかかわらず，一度に 2つのバー
ジョンのOpenVMSの実行のみがサポートされています。 1つのOpenVMS
Cluster内でサポートされるアーキテクチャは， 2つまでです。保証サポート
が提供されるのは，OpenVMS Integrity Version 8.4との組み合わせです。詳
細は，『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照し
てください。

OpenVMSオペレーティング・システムで保証サポートが提供される組み合わせ，移
行サポートが提供される組み合わせ，あるいはOpenVMS Alpha Version 8.4のイン
ストール/アップグレード手順，OpenVMS Integrity Version 8.4のインストール手
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順などの詳細は，『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』を参
照してください。

1.10 OpenVMS Integrityユーザ向けの注意事項

以下の注意事項は，OpenVMS Integrityシステムに適用されます。

1.10.1 ストレージ・コントローラ

V8.3

rx7620サーバ， rx8620サーバ，HP Integrity SuperdomeサーバなどのHP
Integrityサーバに対しては，HP sx1000チップセットで CPU，メモリ，および I/O
サブシステムを提供します。 sx1000チップセット・アーキテクチャでは，セル・コ
ントローラが 4個の CPUチップと結合されて，コンピューティング・セルを構成し
ています。セル・コントローラ・チップは， I/Oデバイスやオフ・セル・メモリへの
パスも提供します。

これらのサーバでは，さまざまな数の sx1000チップセット・セルを提供します。
rx7620は最大 2セル (8 CPU)， rx8620は最大 4セル (16 CPU)，また Superdomeは
最大 16セル (64 CPU)を提供します。

OpenVMS Integrity Version 8.3には， 2つの主要なストレージ・インターコネクト
があります。

• SCSIストレージ・タイプは，直接接続の外部ストレージ A7173A U320 SCSIア
ダプタの他，特定の Integrity Serverのコア I/Oに使用されるU320です。外部の
SCSIストレージとの接続については，ストレージ・シェルフとしてDS2100と
MSA30をサポートしています。

• 外部の Fibre Channelストレージとの接続には， dual-port 2GB Fibre Channel
Universal PCI-Xアダプタ (A6826A)を使用します。このアダプタは，OpenVMS
がサポートしている SANベースの Fibre Channelストレージのいずれとも接続で
きます。

SASベースのストレージは，OpenVMS Integrity Version 8.3-1H1以降でサポート
されています。

制限事項
以前のバージョンのOpenVMSをご使用の場合は，下記の重要な考慮事項にご注意く
ださい。

• U160アダプタ (A6829A)は，OpenVMS Integrity Version 8.3以降では公式には
サポートしていません。また， 2005年にこのアダプタのサポート期間は終了して
います。ただし，システムを現在の構成のままにしておく限り，このアダプタを
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既存のハードウェア用に使用することは可能です。アダプタを追加したり，別の
サーバに移行する場合は，U320タイプの SCSIアダプタが必要になります。

• Fibre Channelについては， AB232AまたはKGPSA-EA FCアダプタは
OpenVMS Integrity Version 8.3以降ではサポートされません。 Version 8.4
上でアプリケーションを実行する前に， A6826A FCアダプタにアップグレードす
る必要があります。

1.10.2 rx7620および rx8620での U160 SCSIのサポート

V8.3

rx7620や rx8620などのHP Integrityサーバには，コア I/OとしてシステムにU160
(SCSI)が内蔵されています。これらの SCSIコントローラから内部 SCSIディスクの
ラックへの内部接続 (システム・ボックスの前面にあります)がOpenVMSによってサ
ポートされます。内部ボックスには 2つの外部ポートもありますが，これらのポート
をケーブルで外部 SCSIラックに接続することはサポートされていません。

1.10.3 Integrityサーバでの System Event Log (SEL)のクリア

V8.3

HP Integrityサーバは，システム・コンソールのストレージ内に System Event
Log (SEL)を保存しており，OpenVMS Integrityサーバは自動的に SELの内容を
OpenVMSエラー・ログに転送します。コンソールから操作しているとき，正常なブ
ート処理中に BMC (Baseboard Management Controller) SELが満杯である旨のメ
ッセージが表示されることがあります。プロンプトに従って操作すれば，OpenVMS
は SELの内容を処理し，運用を継続できます。手動で SELをクリアしたい場合は，
EFIシェルのプロンプトで，次のコマンドを入力してください。

Shell> clearlogs SEL

clearlogs SELコマンドにより， SELの内容がクリアされます。このコマンドは，最
新のシステム・ファームウェア・バージョンで使用できます。

ご使用の IntegrityサーバにMP (Management Processor)が構成されていて，MP
コンソールと接続しているときに BMCイベント・ログの警告メッセージが表示さ
れた場合は，MPを使用して BMCイベント・ログをクリアすることができます。
Ctrl/Bを押して，MP>プロンプトを表示させます。MP>プロンプトで (メイン・メ
ニューから) SLを入力し， Cオプションでログをクリアします。

最新のシステム・ファームウェアをロードして使用することをお勧めします。システ
ム・ファームウェアのアップデートの詳細については『HP OpenVMS V8.4インスト
レーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。
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1.10.4 Integrityサーバ用のファームウェア

V8.3

OpenVMS Integrity Version 8.4は，最新のファームウェアがインストールされた各
Integrityサーバでテストされています。

エントリークラスの Integrityサーバに対しては，最新のシステム・ファームウェア
を使用することをお勧めします。エントリークラスの Integrityサーバにおけるシ
ステム・ファームウェアのアップデートについては，『HP OpenVMS V8.4インス
トレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください (rx7620， rx8620，あるいは
Superdomeをご使用の場合は，HPのカスタマーサポートにお問い合せください)。

表 1–2に，推奨するファームウェア・バージョンの一覧を示します。

表 1–2 エントリ・クラスの Integrityサーバ用のファームウェア・バージョン

システム
システム・
ファームウェア

BMC
ファームウェア

MP
ファームウェア

DHCP
ファームウェ
ア

rx1600 4.27 4.01 E.03.30 適用外

rx1620 4.27 4.01 E.03.30 適用外

rx2600 2.31 1.53 E.03.32 適用外

rx2620 4.29 4.04 E.03.32 適用外

rx4640 4.29 4.06 E.03.32 1.10

rx2660* 4.11 5.24 F.02.23 適用外

rx3600* 4.11 5.25 F.02.23 1.23

rx6600* 4.11 5.25 F.02.23 1.23

*ご使用の rx2660， rx3600あるいは rx6600で Intel Itanium 9100プロセッサを装
備している場合，表 1–2に示すバージョンよりも，少なくとも 1バージョン高いファ
ームウェアが必要になります。

セル・ベースのサーバでMPファームウェアのリビジョン・レベルを確認するに
は，MPコマンド・メニューにアクセスしてsysrevコマンドを実行する必要があり
ます。sysrevコマンドは，MPを持つすべてのHP Integrityサーバで利用すること
ができます。セル・ベースの Integrityサーバでは， EFIのinfo fwコマンドはMP
(Management Processor)ファームウェアのリビジョン・レベルを表示しません。

MPを持たないエントリークラスの Integrityサーバでファームウェア・バージョン
を確認するには，次の例のように， EFI (Extensible Firmware Interface)プロンプ
トでinfo fwコマンドを実行します。以下に例を示します。
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Shell> INFO FW

FIRMWARE INFORMATION

Firmware Revision: 2.13 [4412] 1

PAL_A Revision: 7.31/5.37
PAL_B Revision: 5.65
HI Revision: 1.02

SAL Spec Revision: 3.01
SAL_A Revision: 2.00
SAL_B Revision: 2.13

EFI Spec Revision: 1.10
EFI Intel Drop Revision: 14.61
EFI Build Revision: 2.10

POSSE Revision: 0.10

ACPI Revision: 7.00

BMC Revision: 2.35 2
IPMI Revision: 1.00
SMBIOS Revision: 2.3.2a
Management Processor Revision: E.02.29 3

1 システムのファームウェア・リビジョンは， 2.13です。

2 BMCのファームウェア・リビジョンは， 2.35です。

3 MPのファームウェア・リビジョンは， E.02.29です。

HP Integrity rx4640サーバには，アップグレード可能ファームウェアを備えた，
Dual Hot Plug Controller (DHPC)ハードウェアが含まれています。DHPCフ
ァームウェアの現在のバージョンを確認するには，次の例のように， EFIのINFO
CHIPREVコマンドを使用します。ホット・プラグ・コントローラのバージョンが表示
されます。 0100という表示は， Version 1.0を意味します。 0110という表示は，
Version 1.1を意味します。

Shell> INFO CHIPREV

CHIP REVISION INFORMATION
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Chip Logical Device Chip
Type ID ID Revision
------------------- ------- ------ --------
Memory Controller 0 122b 0023
Root Bridge 0 1229 0023

Host Bridge 0000 122e 0032
Host Bridge 0001 122e 0032
Host Bridge 0002 122e 0032
Host Bridge 0004 122e 0032

HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0005 122e 0032

HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0006 122e 0032
Other Bridge 0 0 0002

Other Bridge 0 0 0008
Baseboard MC 0 0 0235

EFIへのアクセス方法および使用方法については，『HP OpenVMS V8.4インストレ
ーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。詳細は，サーバに付属のハードウ
ェアのドキュメントを参照してください。

エントリークラスの Integrityサーバでファームウェアをアップグレードする方法に
ついては，『HP OpenVMS V8.4インストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照して
ください。 rx7620， rx8620，あるいは Superdomeでファームウェアをアップデー
トする場合は，HPのカスタマーサポートにご相談ください。

1.10.5 インストール DVDからのブート

V8.2

サポートする最小メモリ構成 (512MB)の Integrityサーバで，インストールDVDか
らブートすると次のようなメッセージが表示されます。

********* XFC-W-MemmgtInit Misconfigure Detected ********
XFC-E-MemMisconfigure MPW_HILIM + FREEGOAL > Physical Memory and no reserved memory for XFC
XFC-I-RECONFIG Setting MPW$GL_HILIM to no more than 25% of physical memory
XFC-I-RECONFIG Setting FREEGOAL to no more than 10% of physical memory
********* XFC-W-MemMisconfigure AUTOGEN should be run to correct configuration ********

このメッセージは，システム・キャッシュ (XFC)の初期設定で，インストール中
のキャッシュ処理を有効にするために， SYSGENパラメータのMPW_HILIMと
FREEGOALを正常に調整したことを意味しています。インストールは続行できま
す。
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1.10.6 USBまたは vMediaデバイスからのブート

V8.4

OpenVMS Version 8.4では%SYSTEM-I-MOUNTVERメッセージとUniversal
Serial Bus Configuration Managerメッセージが追加されており，USBあるいは
vMediaデバイスを使用して Integrityサーバをブートした場合にこれらのメッセージ
が表示されます。

このメッセージは無視してかまいません。

1.10.7 Small Memory Configurations Error Message

V8.4

OpenVMS Integrityシステムをネットワーク経由でブートする際，あるいは
Integrity VMのゲストOSとしてOpenVMSをブートする際，メイン・メモリから
メモリ・ディスクの割り当てを行います。

OpenVMS Version 8.4では，このメモリ・ディスクのデフォルト・サイズは 256 MB
ですただし，比較的メモリ・サイズが小さな古いシステムではこれだけのサイズを割
り当てることができず，次のようなエラー・メッセージが表示されます。

ERROR: Unable to allocate aligned memory
%VMS_LOADER-I-Cannot allocate 256Meg for memory disk. Falling back to 64Meg.
%VMS_LOADER-I-Memorydisk allocated at:0x0000000010000000

メッセージが表示された後，OpenVMSは代替手段として 64 MBだけを割り当て，
最初のブート時にいくつかの新しいドライバを除外します。代替手段がとられると，
それを示すフォールバック・メッセージが表示されます。他のエラー・メッセージを
伴わないでフォールバック・メッセージが表示された場合は，最初に表示されたエラ
ー・メッセージは無視できます。

1.10.8 HP DECwindows Motifに関する注意事項

HP DECwindows Motifに関する以降の注意事項は，OpenVMS Integrityユーザを
対象としています。

1.10.8.1 キーボードのサポート

V8.2

HP DECwindows Motif for OpenVMS Integrityでサポートされているキーボード・
モデルは， LK463 (Integrityサーバ用 AB552A)キーボードだけです。他のタイプの
キーボードもOpenVMS Integrity環境で動作する可能性がありますが，弊社では現
在それらはサポートしていません。
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1.11 OpenVMS Alpha向けの注意事項

以下の注意事項は，OpenVMS Alphaユーザに適用されます。

1.11.1 OpenVMS Alpha Version 8.4のファームウェア

V8.4

OpenVMS Alpha Version 8.4 は， Alpha Systems Firmware CD Version 7.3 に収め
られているプラットフォーム固有ファームウェアでテストされています。ファームウ 
ェア CD に含まれなくなった古いプラットフォームについては，最新のファームウェ
ア・バージョンで OpenVMS Alpha Version 8.4 がテストされています。 OpenVMS
をアップグレードする前に，最新のファームウェアにアップグレードすることをお勧
めします。

ファームウェアをインストールする前に，ファームウェアのリリース・ノートを参照
してください。 

1.12 Kerberos for OpenVMS

V8.3

Kerberosを構成または起動する前に，HP TCP/IPローカル・ホスト・データベース
をチェックし，ホスト名定義が短い名前 (たとえば， node1)と，完全修飾ドメイン名
(FQDN) (たとえば， node1.hp.com)のどちらかを確認してください。

ホスト名定義が短い名前の場合， TCPIP$CONFIGを実行して，定義を完全修飾名に
変更しなければなりません。

次の例に，ホスト名が短い名前である場合について示します。

$ TCPIP SHOW HOST/LOCAL NODE1

LOCAL database

Host address Host name

1.2.3.4 node1

以下のログは，ホスト名定義を FQDNに変更する方法の例です。
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$ @SYS$STARTUP:TCPIP$CONFIG

TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 1

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone

A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=node1, Active=node1

Configuration options:

1 - WE0 Menu (EWA0: TwistedPair 1000mbps)
2 - 1.2.3.4/21 node1 Configured,Active

3 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)

I - Information about your configuration

[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2

HP TCP/IP Services for OpenVMS Address Configuration Menu

WE0 1.2.3.4/21 node1 Configured,Active WE0

Configuration options:
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1 - Change address
2 - Set "node1" as the default hostname
3 - Delete from configuration database
4 - Remove from live system
5 - Add standby aliases to configuration database (for failSAFE IP)

[E] - Exit menu

Enter configuration option: 1

IPv4 Address may be entered with CIDR bits suffix.
E.g. For a 16-bit netmask enter 10.0.1.1/16

Enter IPv4 Address [1.2.3.4/21]:
Enter hostname [node1]: node1.hp.com

Requested configuration:

Address : 1.2.3.4/21
Netmask : 255.255.248.0 (CIDR bits: 21)
Hostname : node1.hp.com

* Is this correct [YES]:

"node1" is currently associated with address "1.2.3.4".
Continuing will associate "node1.hp.com" with "1.2.3.4".

* Continue [NO]: YES
Deleted host node1 from host database
Added hostname node1.hp.com (1.2.3.4) to host database
* Update the address in the configuration database [NO]: YES
Updated address WE0:1.2.3.4 in configuration database
* Update the active address [NO]: YES
WE0: delete active inet address node1.hp.com
Updated active address to be WE0:1.2.3.4

次に Eを 3回入力して， TCP/IP Servicesの構成メニューを終了し，DCL ($)プロン
プトに戻ります。

変更した結果を確認するには，次のコマンドを入力します。

$ TCPIP SHOW HOST/LOCAL NODE1

LOCAL database

Host address Host name

1.2.3.4 node1.hp.com

システム上で以前のバージョンのKerberosを構成したことがない場合や，上記のよ
うに TCP/IPホスト名定義を FQDNに変更した場合は，Kerberosを起動する前に
Kerberos構成プログラムを実行しなければなりません。

Kerberosを再構成するには，次のコマンドを入力します。

$ @SYS$STARTUP:KRB$CONFIGURE
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構成が正しい状態になった後，次のコマンドでKerberosを起動します。

$ @SYS$STARTUP:KRB$STARTUP.COM

詳細は，『Kerberos for OpenVMS Installation Guide and Release Notes』を参照
してください。

1.13 SYSTARTUP_VMS.COMの修正

V8.4

暗号化と SSLのためのスタートアップ・コマンド・プロシージ
ャは， VMS$LPBEGIN-050_STARTUP.COMプロシージャから呼
び出されるようになりました。暗号化および SSL製品がインス
トールされている以前のバージョンのOpenVMSシステムからの
アップグレードを行う場合は， SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
VMS.COMを編集して SYS$STARTUP:ENCRYPT_START.COMおよび
SYS$STARTUP:SSL$STARTUP.COMの呼び出しを削除してください。これに
より，これらのコマンド・プロシージャが 2回実行されるのを防ぐことができます。

1.14 Encryption for OpenVMS

V8.3

OpenVMSをインストールまたはアップグレードするときに， Encryption for
OpenVMSは独自の ENCRYPTコマンドとDECRYPTコマンドを作成します。
Encryption for OpenVMSは，自動的に起動されます (SSL for OpenVMSの自動起
動後)。 Encryption for OpenVMSについての詳細は，『HP OpenVMS V8.3新機能
説明書』を参照してください。

注意

OpenVMSの Version 8.3では， DCLコマンド DECRAMは，新しい
DECRYPTコマンドと矛盾するため削除されます (DECRYPTは， DECram
の起動に使用されている可能性のある， DECRAMの既存の定義を上書きしま
す)。 DECRAMコマンドを使用しているコマンド・プロシージャを， DCLの
フォーリン・コマンド形式を使用するようにアップデートする必要がありま
す。例を次に示します。

$ DECRAM == "$MDMANAGER"

この変更により影響があるのは， DCLコマンドでの使用だけです。これを除
き， DECram製品の使い方は，前と同じです。OpenVMS Alphaシステム上
に古いバージョンの DECramがある場合は，アップグレードする前にそれを
削除しなければなりません。第 1.15節を参照してください。
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1.15 HP DECram V3.nのアップグレード

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2およびOpenVMS Integrity Version 8.2以降，
DECramは System Integrated Product (SIP)として，OpenVMSオペレーティ
ング・システムとともに提供されます。OpenVMS AlphaシステムをOpenVMS
Version 7.3-2から Version 8.3へアップグレードする場合は，古いバージョンの
DECramを削除しなければなりません。詳細は，『HP OpenVMS V8.4インストレ
ーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

DECramの注意事項については，第 2.14節も参照してください。

1.16 LANCPデバイス・データベースの変換

V8.3

OpenVMS Version 7.3-2からOpenVMS Alpha Version 8.3へアップグレードすると
き，アップグレード後の最初の LANACPの実行で LANデバイス・データベースが
自動的に Version 8.3形式に変換されない場合は，この変換を実行する必要がありま
す。

データベースを変換するには，次の LANACPコマンドを入力してデバイス・データ
ベースを変換後 LANACPを停止させ，新しいデータベースで再起動できるようにし
ます。

$ LANCP
LANCP> CONVERT DEVICE_DATABASE
LANCP> SET ACP/STOP
LANCP> EXIT
$ @SYS$STARTUP:LAN$STARTUP

1.17 DECnet-Plusの新しいバージョンが必要

V7.3-2

インストールまたはアップグレードを行ってOpenVMS Alpha Version 7.3-2以降の
バージョンにするときには，DECnet-Plusの新しいバージョンもインストールしな
ければなりません。このインストールが必要な理由の 1つに， Version 7.3-2で導入
された， AUTOGENの動作の変更があります。

以前のバージョンの動作と異なり，DECnet-Plus for OpenVMS Version 7.3-2以降
では， AUTOGENが必要としているように，製品情報をNEWPARAMS.DATレコ
ードに格納するようになりました。 AUTOGENは，DECnet-Plusにこの変更が行
われていることを前提としているため， CLU$PARAMS.DATから「不正」レコー
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ドを削除する際に，警告を出力しません。 AUTOGENは，これらのレコードは古い
DECnet-Plusキットが作成したものなので，新しいDECnet-Plusキットが置き換え
るものと見なします。このため通常の状態では，OpenVMS Version 7.3-2以降のイ
ンストールまたはアップグレードの際に，動作に大きな違いは見られません。

ただし，他の製品がNEWPARAMS.DATレコードに製品情報を格納しない場合，
AUTOGENは，レポートと，ユーザの SYS$OUTPUTデバイスの両方に警告メッ
セージを出力します。これは， AUTOGENがこの製品情報を必要とするようにな
ったためです。この警告は， (製品名が付加されていないため) NEWPARAMS.DAT
にあるパラメータ割り当てを AUTOGENが受け入れられないことと，レコードが
CLU$PARAMS.DATに追加されないことを示します。レコードが追加されないた
め，期待されている追加や変更が SYSGENパラメータに行われず，リソースが足り
なくなる可能性があります。ソフトウェア製品の開発者とテスト者は，この要件を意
識しなければなりません。また，システム管理者にも関係する場合があります。

この新しい動作は，レイヤード・プロダクトのユーザと提供者の両方を守ることを目
的としています。

NEWPARAMS.DATと CLU$PARAMS.DATの説明は，『OpenVMSシステム管理
ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』の AUTOGENの章を参照してくださ
い。

1.18 アップグレード前にTIEキットの削除が必要

V8.2-1

Translated Image Environment (TIE) は OpenVMS Integrity Version 8.2-1 に統合
されました。詳細は， HP OpenVMS Systems Migration Software の Web サイトを
参照してください。

hp.com/go/openvms/products/omsais

OpenVMS Integrity Version 8.2 または Version 8.2-1 に TIE PCSI キット (HP-
I64VMS-TIE) のいずれかのバージョンをインストールしてある場合は， OpenVMS 
Integrity Version 8.3 にアップグレードする前に手動で TIE キットを削除する必要が
あります。

TIE 製品キットを削除するには次のコマンドを使用します。

$ PRODUCT REMOVE TIE

TIE 製品キット HP I64VMS TIE V1.0 は， OpenVMS Integrity Version 8.2-1 以降
のシステムにはインストールしないでください。
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1.19 代替デバイスや代替ディレクトリへのレイヤード・プロダクト
のインストールの失敗

V8.3

デフォルトでは，PRODUCT INSTALLコマンドはレイヤード・プロダク
トをシステム・デバイスのSYS$COMMONディレクトリ・ツリーにイン
ストールします。/DESTINATION=dev:[dir]修飾子を使用するか，論理
名PCSI$DESTINATIONを定義することで，レイヤード・プロダクトを代
替デバイスまたは代替ディレクトリにインストールすると，ファイ
ル[SYSLIB]DCLTABLES.EXE，[SYSHLP]HELPLIB.HLB，[SYSLIB]STARLET*.*のいずれ
かが見つからないことを示すエラー・メッセージが表示され，インストールに失敗す
ることがあります。その場合は， "Do you want to terminate? [YES]"という質問に
YESと答え，/NORECOVERY_MODE修飾子を使用してインストールを再試行してくださ
い。
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2
OpenVMSの関連製品に関する注意事項

この章では，OpenVMS関連製品について説明します。関連製品のインストール/ア
ップグレードに特に関連する事項については，第 1章を参照してください。

コンパイラ，リンカ，ランタイム・ライブラリ・ルーチンの使用に関する注意事項に
ついては，第 5章を参照してください。

2.1 関連製品のサポート

2.1.1 HP BASIC for OpenVMS

OpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降の変更により， V1.5Aより前のバージョン
の BASICでは，インストール中に BASIC$STARLETライブラリ・ファイルを作成
できません。

STARLETライブラリ・ファイルの構築を要求しなければ，以前のバージョンの
BASICをOpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降の上にインストールすることがで
きます。また，以前にインストールされた BASICコンパイラと，以前に作成された
STARLETライブラリ・ファイルは，古いOpenVMSシステムを Version 7.3-2およ
びそれ以降にアップグレードした後も動作します。

OpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降で動作しないのは， BASIC$STARLETライ
ブラリ・ファイルの作成だけです。 BASIC V1.5Aキットには， STARLETライブラ
リ・ファイルをOpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降上で正しく構築する拡張イ
ンストール・プロシージャが含まれています。

BASIC V1.6は，最新のコンソリデーテッド・レイヤード・プロダクト CDで入手で
きます。

2.2 HP TCP/IP Services for OpenVMS

V8.4

OpenVMS Version 8.4へアップグレードした場合， TCP/IP Servicesのバージョン
はHP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.7を使用する必要があります。詳細
は『HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.7 Release Notes』を参照してく
ださい。
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2.3 NetBeans Version 5.5.1で必要となる最新の JDK

V8.4

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity用のNetBeans Version 5.5.1は，
Java Platform, Standard Edition, Development Kit (JDK) v 1.4.2-x上での動作だ
けがサポートされます。

注意

NetBeans Version 5.5.1は JDK Version 6.0-1 for Integrityをサポートしませ
ん。

2.4 DFSマウントされたディスクへのアクセスの問題

V8.4

DFS経由でODS-5ディスクへアクセスする場合，クライアントからのパス指定に
MFDを含むとアクセスが失敗し，次の例に示すようなエラー・メッセージが表示さ
れます。パス指定にMFDを含まない場合は，アクセスは成功します。

次の例は，アクセス・ポイントがDKA100:[USERS]でクライアント・ディスクが
DFSC1001の場合の例です。

$ DIR DFSC1001:[000000] ! fails with the error message

%DIRECT-E-OPENIN, error opening DFSC1001:[000000]*.*;*
as input -RMS-E-DNF, directory not found
-SYSTEM-W-NOSUCHFILE, no such file

$ TYPE DFSC1001:[000000]file.dat ! fails with the error message 1

%TYPE-W-SEARCHFAIL, error searching for DFSC1001:[000000]file.dat
-RMS-E-DNF, directory not found
-SYSTEM-W-NOSUCHFILE, no such file

$ DIR DFSC1001:[SUBDIR] ! works as expected 2

1 file.datはUSERS.DIRの下にあるファイルです。

2 SUBDIRはUSERS.DIRの下にあるサブディレクトリです。

この問題は，DECdfs V2.4Bで解決されます。
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2.5 HP DCE for OpenVMSの制限事項 (Integrityのみ)

V8.4

OpenVMS Version 8.4では，InstallメニューからInstall or Upgrade Layered

Productsを選択してHP DCE for OpenVMS Version 3.2をインストールしようとす
ると，次のようなエラー・メッセージを表示して処理が失敗します。

%PCSI-E-ERROWNER, error in owner specification ’DCE$SERVER’
-SYSTEM-E-NORIGHTSDB, rights database file not found %PCSI-E-OPFAILED,
operation failed

回避策
DCEをインストールするには，OE DVDインストレーション・ディスク
をOpenVMSシステムにマウントし，DCE_I64032ディレクトリにある
DCE$INSTALL.COMプロシージャを実行します。

2.6 XML-C製品のZIPファイル

V8.3-1H1

OpenVMS for Integrityサーバの XML-C製品は， ZIPユーティリティでアーカイブ
された形態で自己解凍形式の実行可能ファイルが提供されます。 XML-Cのインスト
ール・マニュアルでは，この実行可能ファイルを使って製品をインストールする方法
が説明されています。インストールを開始する前に， ZIPファイルを解凍して実行可
能ファイルを取り出してください。

2.7 追加されたCMAPファイル

V8.2

次の新しい CMAPファイルが，OpenVMS Version 8.2国際化データ・キットで提供
されています。

DECKANJI2000
GB18030
ISO8859-1-EURO
UTF8-20
UTF8-30
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2.8 COBOL: I/O実行時診断とRMS特殊レジスタの変更

V7.3

OpenVMS Alpha Version 7.2で Extended File Supportが追加されたことにより，
OpenVMS Alpha Version 7.2以降での I/O実行時診断メッセージおよび RMS特殊レ
ジスタの処理が変わりました。特に， Version 7.2より前のバージョンのOpenVMS
では，長いファイル名により RMS$_FNMが発生しましたが，OpenVMS Alpha
Version 7.2以降のバージョンでは RMS$_CREが発生するようになりました。これら
の RMSに関する違いをサポートするために，新しいODS-5サポートを使用する必要
はありません。

2.9 COM for HP OpenVMS (Alphaのみ)

ここでは， COM for HP OpenVMSに関する注意事項について説明します。

2.9.1 COM for OpenVMSのサポート

V8.4

現在 COM Version 1.4 for OpenVMS は， OpenVMS Alpha Version 7.3-2 以降でサ
ポートされています。 COM for OpenVMS についての最新情報は次の Web サイトを
参照してください。

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=a00058693en_us

2.9.2 高負荷時に発生するアプリケーションのレジストリ・アクセス・エラー

V7.3-2

CTLPAGES値に 256以下の値を設定して， COM for OpenVMSアプリケーショ
ンを負荷の高い状態で実行した場合，Error accessing registry database, contact
system manager (0x000025fc)メッセージが出力されることがあります。この問題を回
避するには， CTLPAGES値に 512を設定してください。

2.10 サポートされるバージョンのDECdfs

V8.4

OpenVMS Version 8.4以降では， DECdfs Version 2.4Bが必要です。古いバージョ
ンのDECdfsを使用すると，エラー・メッセージが表示されます。

V8.3
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2.10サポートされるバージョンの DECdfs

OpenVMS Version 8.3および 8.3-1H1では，DECdfs Version 2.4Aが必要です。古
いバージョンのDECdfsを使用すると，エラー・メッセージが表示されます。

2.11 DECforms Web Connector Version 3.0 (Alphaのみ)

V7.3-1

DECformsがすでにインストールされている場合，DECforms Web Connector V3.0
をOpenVMS Version 7.3-1以降で実行するには，次のタスクを実行します。

1. 次の行を削除するか，コメント・アウトします。

$ @SYS$COMMON:[JAVA$122.COM]JAVA$122_SETUP.COM

上記の行は， FORMS$INSTALL_AREAディレクトリの次のコマンド・プロシー
ジャに含まれています。

• FORMS_SMGR_STARTUP.COM

• FORMS_WEB$STARTUP.COM

• FORMS_WEB_CONFIG.COM

2. すべてのプロセスに対して， Java™環境がシステム全体に設定されているか確認
します。システムの SYLOGIN.COMファイルに Java環境設定を追加することを
お勧めします。

3. ブラウザ・クライアントで Sun Java Plugin Version 1.2.2が使用されているか確
認してください (『SPD』および管理ガイドを参照)。

2.12 DEC PL/I: OpenVMSでのRTLのサポート

V7.3

OpenVMSオペレーティング・システムで配布される PL/I RTLと，Kednos
Corporationが所有し配布する新しい PL/I RTLの間には，互換性がありません。
OpenVMSオペレーティング・システムと同時に配布された旧バージョンが，より新
しいバージョンを上書きしてしまうことがあります。該当するイメージ・ファイル
は， SYS$LIBRARY:DPLI$RTLSHR.EXEです。

OpenVMSでは，DCLの ANALYZE/IMAGEコマンドで次のように表示されるバー
ジョンのファイルが配布されます。

Image Identification Information

image name: "DPLI$RTLSHR"
image file identification: "V4.0-6"
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OpenVMS Version 7.3以降にアップグレードする前に ANALYZE/IMAGEコマンド
を実行し，より新しいバージョンのDPLI$RTLSHR.EXEが存在する場合は，それを
コピーしておきアップグレード後に復元するか，あるいは後で PL/Iキットを再イン
ストールしてください。

第 5.35節の，関連する注意を参照してください。

2.13 FMSキット

V8.3

次の FMSキットのいずれか (またはより新しいバージョン)を OpenVMS Alphaおよ
びOpenVMS Integrityシステムにインストールできます。

フルキット: HPFMS025

実行時キット: HPFMSRT025

OpenVMS V8.2以降のシステム (Alphaおよび Integrity)では FMS V2.5がサポート
されます。

2.14 HP DECram

ここでは，DECramに関する注意事項について説明します。

注意

HP DECramについての詳細は，第 1.15節を参照してください。

2.14.1 DECramはOpenVMS Version 8.2以降に含まれる

V8.2

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityの Version 8.2以降，DECramは
System Integrated Product (SIP)としてOpenVMSオペレーティング・システム
に統合されて提供されます。ユーザは，DECramのライセンスを引き続き必要と
します。DECramドライバは， SYS$COMMON:[SYS$LDR]にあります。 Alpha
のユーザは，システム固有のディレクトリ ([SYSx.SYS$LDR])内に残っている
SYS$MDDRIVERイメージを削除する必要があります。 Version 8.2へアップグレ
ードする前にDECramの旧バージョンを削除する手順は，『HP OpenVMS Version
8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してください。
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旧バージョンのDECramをロードしようとすると，次のエラー・メッセージが表示
されます。

SYSTEM-W-SYSVERDIF, system version mismatch; please relink
No older versions of DECram are supported on OpenVMS Version 8.2.
DECram Version 2.5 will continue to be supported on VAX system only.

2.14.2 DECRYPT DCLコマンドとの競合

V8.2

Encryption for OpenVMS Alphaレイヤード・プロダクトでは，インストール時に専
用のDCLコマンドDECRYPTを生成します。DECRYPTは，DCLコマンドDECR
のデフォルトの定義を上書きしますが，これはユーザがDECramを呼び出すために
使用している可能性があります。

両方の製品がインストールされた場合，次のようなDCLフォーリン・コマンド・シ
ンボルを定義することによりDECramインタフェースにアクセスすることができま
す。

$ DECRAM == "$MDMANAGER"

2.15 HP DECwindows Motif for OpenVMS

ここでは，HP DECwindows Motif for OpenVMSに関する注意事項について説明し
ます。

2.15.1 新しいロケールの追加

V8.2

ローカライズされたDECwindows Motifソフトウェアが使用する次の新しいロケー
ルが，OpenVMS Version 8.2国際化データ・キットに追加されました。

iw_IL.utf-8 (ヘブライ，イスラエル，UTF-8)
ko_KR.utf-8 (韓国，UTF-8)
zh_CN.utf-8 (中国， PRC，UTF-8)
zh_HK.utf-8 (中国，香港，UTF-8)
zh_TW.utf-8 (中国，台湾，UTF-8)
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2.15 HP DECwindows Motif for OpenVMS

2.15.2 ユーザが作成したトランスポートはサポートされない

V7.3-2

DECwindows Motif Version 1.3 for OpenVMS Alphaでは，クライアント間交換
(ICE)プロトコル，低帯域幅 X (LBX)プロキシ・サーバ，および入力メソッド・サ
ーバのマルチスレッドおよび通信のニーズに応えて，DECwindows Motifのトラン
スポート・ライブラリが大きく変更されました。この結果，弊社は，DECwindows
Motif Version 1.3以降を実行しているシステムでの，ユーザ作成ネットワーク・トラ
ンスポートのサポートを中止しました。

既存のトランスポート (DECnet， TCP/IP， LAT，および LOCAL)はそのまま使用
でき，問題なく機能しますが，更新されたトランスポート・インタフェースに基づく
ユーザ作成トランスポートの設計および実装に対するサポートは今後行われません。
『VMS DECwindows Transport Manual』はアーカイブに入れられ，新しいライブ
ラリは公開されません。

ユーザが作成したトランスポートを実装し，そのトランスポートをDECwindows
Motif Version 1.5以降の環境に移行する場合は，移行戦略の作成方法について，弊社
のサポート担当者にお問い合わせください。

2.16 HP Secure Web Serverのサポート

V8.2

OpenVMS Alpha Version 7.3-2およびOpenVMS Version 8.2 (Alphaおよび
Integrity)は， Secure Web Server (SWS) Version 1.3-*をサポートする最後のリリー
スです。OpenVMS Alpha Version 7.3-2は， SWS Version 2.0をサポートする最後
のリリースです。

SWS Version 1.3-*および SWS Version 2.0の代替機能は， SWS Version 2.1です。
今後の SWSの新機能や機能拡張は， Apache 2.0.*オープン・ソース・コードをベー
スにした SWS 2.1で提供されます。

OpenVMS Alpha Version 7.3-2が PVS (Prior Version Support)の状態である限り，
SWS Version 1.3-*および SWS Version 2.0に対するサポートは継続します。また，
OpenVMS Version 8.2がサポートされている限り， SWS Version 1.3-*に対するサポ
ートは継続します。これらの SWSバージョンのサポートには，必要と判断された修
正パッチ，セキュリティ・パッチが含まれます。

2.17 HP Pascal for OpenVMS Alpha Systems

ここでは，OpenVMS Alphaシステム上のHP Pascalに関する注意事項について説
明します。
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2.17 HP Pascal for OpenVMS Alpha Systems

2.17.1 STARLETライブラリの作成には HP Pascal V5.8A (以降)が必要 (Alphaの
み)

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2の変更により， V5.8Aより前のバージョンの Pascalでは，
インストール中に STARLETライブラリ・ファイルを作成できません。

STARLETライブラリ・ファイルを作成してインストールするかという質問に
"NO"とこたえると，OpenVMS Version 7.3-2以降上に，以前のバージョンの Pascal
をインストールできます。また，以前にインストールされた Pascalコンパイラと，
以前に作成された STARLETライブラリ・ファイルは，古いOpenVMSシステムを
Version 7.3-2以降にアップグレードした後も動作します。

OpenVMS Version 7.3-2以降で動作しないのは， Pascalのインストールの，
STARLETライブラリ作成の部分だけです。 Pascal V5.8Aキットには， STARLET
ライブラリ・ファイルをOpenVMS Version 7.3-2以降上で正しく構築する拡張イン
ストール・プロシージャが含まれています。

Pascal V5.8Aは，最新のコンソリデーテッド・レイヤード・プロダクト CDで入手で
きます。

2.17.2 アップグレード後の HP Pascalのインストール (Alphaのみ)

V7.3

この注意事項は，すべてのバージョンのHP Pascalと，すべてのバージョンの
OpenVMS Alphaオペレーティング・システムにあてはまります。

OpenVMSのアップグレード後，HP Pascalを再インストールして，新しいバージョ
ンの STARLET.PASファイルと他の定義ファイルを作成し，アップグレード後のシス
テムと一致させなければなりません。

OpenVMSのアップグレード後にHP Pascalを再インストールしない場合でも，コ
ンパイラは正しく起動しますが， STARLET.PASファイルと他の定義ファイルに，
OpenVMSのアップグレードで提供される新しい定義や修正後の定義が含まれませ
ん。

2.18 I64システムでのWEBESおよびSEAのサポート

V8.3
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2.18 I64システムでのWEBESおよび SEAのサポート

最新版の WEBES (WEBased Enterprise Services) は，次の WEBES のホームペー
ジから入手できます。

h18000.www1.hp.com/support/svctools/
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kubashim
取り消し線



3
一般ユーザ向けの注意事項

この章では，OpenVMSオペレーティング・システムのすべてのユーザのための情報
をまとめます。一般に使用するコマンドとユーティリティに関する情報が含まれてい
ます。

オペレーティング・システムのこのバージョンで提供される新機能については，
『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』を参照してください。

3.1 AESTで変換したイメージの問題

V8.4

OpenVMS Version 8.4では， AEST V3.0で変換したイメージのいくつかが正しく機
能しません。将来のリリースで別途 TIE ECOキットを提供する予定です。

3.2 SYS$GETTIM_PRECシステム・サービス宣言

V8.4

FORTRANライブラリ FORSYSDEF.TLBには， SYS$GETTIM_PRECシス
テム・サービス宣言は存在しません。他のプログラミング言語とは違い，
FORSYSDEF.TLBは FORTRANコンパイラと共に提供され，サポートする最
も古いバージョンのオペレーティング・システムに対してビルドされています。将来
のリリースでは，サポートする最も古いバージョンのオペレーティング・システムに
対してビルドされた通常のライブラリと共に， SYS$GETTIM_PRECシステム・サ
ービス宣言を含んだOpenVMS Version 8.4ベースの FORSYSDEFライブラリを提
供する予定です。

3.3 F$GETSYI("RAD_CPUS")の問題

V8.4

セル・ローカル・メモリ (CLM)とインターリーブ・メモリ (ILM)が構成され， 64
CPUを装備したセル・ベースの Integrityサーバでは， F$GETSYI("RAD_CPUS")
の出力には，ベース RADのメンバとして 64番目の CPUが含まれません。

この問題は将来のリリースで修正される予定です。
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3.4 HP Code Signing Service for OpenVMS

3.4 HP Code Signing Service for OpenVMS

V8.4

OpenVMS Version 8.4以降では， PCSIおよび VMSINSTAL形式のキットはHP
Code Signing Service (HPCSS)を使用して署名されています。署名は別ファイルと
して提供されます。たとえば，DXDA053.Aには署名ファイルとしてDXDA053.A_HPCが添
付されます。OpenVMS V8.4以降では，オペレーティング・システムと共に提供さ
れるHPBINARYCHECKERを使用してキットの正当性確認が行なわれます。詳細は
『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』を参照してください。

3.5 SHOW FORWARD/USERでユーザ名の表示が切り捨てられる問
題

V8.4

SHOW FORWARD/USERを使用したワールドカード検索では，次の例のようにユー
ザ名の表示が 31文字になるよう切り捨てが発生します。

MAIL> set forward/user=1234567890123456789012345678901234567890123456789
01234567890123456789012345678901234567890 system
MAIL> sho forward/user=12345678901234567890123456*
Username Forwarding address
1234567890123456789012345678901 SYSTEM

この問題は将来のリリースで修正されます。

3.6 シンボリック・リンクの実装の変更

V8.4

OpenVMS Version 8.3で導入されたシンボリック・リンクが (Symlink)は，
OpenVMS Version 8.4で実装が改善されています。

3.6.1 論理名

V8.4

新しい symlinkの実装により，論理名をターゲットパス名の最初の要素として使用で
きます。

以下に例を示します。
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3.6シンボリック・リンクの実装の変更

$ CREATE /SYMLINK="/SYS$HELP/CC_RELEASE_NOTES.PS" RELNOTES.PS
$ DIR /SIZE /NOSYMLINK RELNOTES.PS

Directory SYS$SYSROOT:[SYSMGR]

RELNOTES.PS;1 209

Total of 1 file, 209 blocks.

3.6.2 DIRECTORYコマンドで Auditアラームが発生する問題の修正

V8.4

symlinkの以前の実装では，$DIRのようなコマンドでディレクトリをリストしよう
とした際に，指定先のファイルに対するアクセス許可をユーザが持っていない場合，
Auditアラームが発生していました。

DIRECTORYコマンドは，ファイルが symlinkであるかどうか判断するために
ファイル・ヘッダを読み取ります (すなわち，ファイル・アクセスを行います)。
このファイル・アクセスにより，ファイルへのアクセス許可を持たないユーザが
DIRECTORYコマンドを実行した場合， Auditアラームが発生していました。

この問題は，OpenVMS Version 8.4の新しい symlinkの実装，すなわち，ファイル
が symlinkの場合にディレクトリ・エントリのフラグ DIR$V_SPECIAL (以前の値は
DIR$V_NEXTREC)を 1に設定する，という方法で修正されています。

注意

OpenVMS Version 8.3で作成したシンボリック・リンクの互換性

OpenVMS Version 8.4で作成した SymlinkはOpenVMS Version 8.3でも動
作します。ただし，OpenVMS Version 8.3で作成した SymlinkはOpenVMS
Version 8.4では動作しません。

OpenVMS Version 8.3で作成したシンボリック・リンクをOpenVMS Version
8.4で動作するフォーマットに変換するためには，/REPAIR修飾子を指定して
ANALYZE/DISK_STRUCTURE (VERIFY)ユーティリティを実行します。

3.7 SHOW SYSTEM/STATE=MUTEXがプロセスを表示しない問題

V8.4

$ SHOW SYSTEM/STATE=MUTEXコマンドはMUTEX状態のプロセスを表示しません。

しかしながら，次のコマンドを実行することによりMUTEX状態のプロセスを表示す
ることができます。
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3.7 SHOW SYSTEM/STATE=MUTEXがプロセスを表示しない問題

$ SHOW SYSTEM

3.8 HP Secure Web Browser V1.1-12のインストール時の警告メッセ
ージ

V8.4

SeaMonkey Version 1.0はMozilla Version 1.8b1のコードをベースにビルドされて
います。すでに SWB Version 1.7-13がインストールされているOpenVMSサーバに
HP Secure Web Browser Version 1.1-12をインストールした場合，次のような警告
メッセージが表示されます。

%PCSI-W-VERLOW, you have selected a lower version of an
installed product
-PCSI-W-VERINS, the installation of product HP I64VMS CSWB V1.1-12
-PCSI-W-VERREM, will remove current product HP I64VMS CSWB V1.7-13

Do you want to continue? [YES]

これは， PCSIは新たにインストールする製品のバージョンはインストール済みの同
じ製品のバージョンよりも常に新しいことを想定していますが，最新の SWBのバー
ジョン番号がシステムにインストール済みのバージョンよりも低いために発生しま
す。

この警告メッセージは無視してかまいません。

3.9 Ctrl/Pの動作の問題

恒久的な制限事項

特定の Integrityサーバの構成では，コンソールで Ctrl/Pを押してもOpenVMSから
IPC (Interrupt Priority C)メニューが表示されません。 Ctrl/Pを使用する予定があ
る場合は，この機能が動作するかどうかテストしてください。

必要に応じて，以下の手順を実行することで Ctrl/Pの機能を回復させることができま
す。

1. SDAを実行して動作中のシステムを分析します。

$ ANALYZE/SYSTEM

2. CLUE CONFIGコマンドを使用して，システム上のアダプタを表示します。

SDA> CLUE CONFIG/ADAPTER
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3.9 Ctrl/Pの動作の問題

3. 表示の中で "Console Serial Line Driver"アダプタ (SRA:)を探します。

System Adapter Configuration:
-----------------------------
TR Adapter ADP Hose Bus BusArrayEntry Node GSIN iVec SCB
-- ----------- ----------------- ---- ----------------------- ---- ----------------
...

5 ACPI_IA64_I FFFFFFFF.8832E0C0 0 00 IA64_BUS
6 PCI FFFFFFFF.88342A80 9 00 PCI

FFFFFFFF.88342E58 0 0018 00DF 15F0
FFFFFFFF.88342F68 8 0018 00DF 15F0

...

Port Slot Device Name/HW-Id
---- ---- -----------------------

SRA: 0 Console Serial Line Driver
EWA: 1 A6865A (Fast Ethernet)

4. SRA:と同じGSIN (Global System Interrupt Number)を共用しているコントロ
ーラを特定します。この例では EWA:が該当します。

5. SDAを終了し，次のコマンドを入力します (EWAは正しいコントローラで置き換
えてください)。

$ SET DEVICE EWA0/PREFERRED_CPUS=’F$GETSYI("PRIMARY_CPUID")’

この手順が完了すると， Ctrl/Pが正しく機能するようになります。システムがリブー
トしたときに正しく動作するように， SYS$MANAGER:SYLOGICALS.COMを編集
して， SET DEVICEコマンドを追加することをお勧めします。 I/Oアダプタを追加
または削除すると，ふたたび Ctrl/Pが動作しなくなる可能性があります。その場合
は，上記の手順を再度実行してください。

システムをブートした時に XDELTAまたは System Code Debuggerがロードされ
ている場合， Ctrl/Pは影響を受けません。 Ctrl/Pを入力すると，次の例のように
XDELTAのプロンプトが表示されます。

Console Brk at 807CF3D2 on CPU 0

807CF3D2! cmp4.lt p0, p6 = 3F, r4 (New IPL = 3)

3.10 シリアル・ポートの名前

V8.3-1H1

OpenVMSでの列挙は，OpenVMSの汎用デバイス・タイプ命名規則に従って，デバ
イスに英字と番号を割り当てる作業です。シリアル・ポートの場合には，この列挙
は TTA0， TTB0，...のようになり，汎用シリアル・ポート・デバイスの場合には，
EFI Boot Managerまたは EFIシェル・プロンプトでシステムのプライマリ・コンソ
ールとして選択したシリアル・ポート・デバイスに対して，OPA0となります。
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3.10シリアル・ポートの名前

OpenVMS V8.2 では， Alpha ベース・システムの OpenVMS で確立された規則と前
例に従って，システム・シリアル・ポートを列挙してきました。 OpenVMS V8.3 で
は，これらの規則が破棄され，エンド・ユーザから見て一貫性のないポート命名規則
が使われるようになりました。特に， V8.2 から V8.3 へ移行する場合に顕著です。

OpenVMS V8.3-1H1 では， HP Integrity の OpenVMS V8.2 で確立された一貫性の
あるシリアル・ポート命名規則に戻りました。シリアル・ポートの名前を不必要に変
更しないためと， OpenVMS Alpha システムのポリシーに合わせるためです。シリア
ル・ポートは複数の機能をサービスする等の理由から，シリアル・ポートの名前は変
わる可能性があります。

プライマリ・コンソールとして選択したシリアル・ポートは，必ず OPA0 になりま
す。グラフィック・コンソールをプライマリとして選択した場合には，キーボードと
グラフィックス・ディスプレイで OPA0 が構成され，シリアル・ポートには TTA0， 
TTB0，... のような名前が割り当てられます。

Integrated Lights Out (iLO) Management Processer (MP) のシリアル・ポートは，
プライマリ・コンソールとして選択しない限り，シリアル・ポートとして接続され
ず，オペレーティング・システムからは表示されません。これは汎用的な使用には適
していません。汎用シリアル・ポートに必要なデータ・レートのサポートができない
ためです。これは大部分のシステムで，オプションのコンポーネントです。システム
に付属しているオプションのリストを確認してください。

プライマリ・コンソールとして選択できるシリアル・ポートには， iLO と Baseboard 
Management Console (BMC) の 2 つがあります。どちらをプライマリ・コンソール
として選択しても， OpenVMS では OPA0 と表示されます。そしてシステムに他のシ
リアル・ポートがある場合には， TTA0 または TTB0 と表示されます。次の表に，略
語とその定義を示します。

略語 定義

MP iLO MPのシリアル・ポート。このコンポーネントはシステムによってはオプ
ションです。

BMC BMCのシリアル・ポート。このコンポーネントはすべてのシステムが備えて
いるわけではありません。

AP 補助ポート。 16550互換の補助シリアル・ポート。すべてのシステムが備え
ているわけではありません。

VGA グラフィック・コンソール。 iLO-MPのオプションのコンポーネントです。
システムに VGAオプションが付属していない場合には， PCIスロットのいず
れかにグラフィックス・オプションをインストールすることで，この機能が利
用できます。

NA 該当なし。

NC OpenVMSではシリアル・ポートとして構成されません。
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略語 定義

NS サポートされていません。

次の表に，この節でふれた背面パネルの図の参照先を示します。

プラットフォーム 背面パネルの図

rx1600， rx1620

rx2600， rx2620

rx4640

rx3600， rx6600

rx2660

rx8620

bl860c

bl870c

docs.hp.com/en/AB430-96004/ch03s03.html#i1021437 

docs.hp.com/en/AD117-9003A-ed2/AD117-9003A-ed2.pdf 

docs.hp.com/en/A9950-96009/A9950-96009.pdf

docs.hp.com/en/5991-8053-ed9/5991-8053-ed9.pdf 

docs.hp.com/en/5991-8053-ed9/5991-8053-ed9.pdf 

docs.hp.com/en/A7026-96037-en/A7026-96037-en.pdf 

docs.hp.com/en/5991-8053-ed9/5991-8053-ed9.pdf 

docs.hp.com/en/5991-8053-ed9/index.html

次の表に，上記のHP Integrityプラットフォームでのシリアル・ポート名を示しま
す。プライマリ・コンソールとして選択したデバイスには，必ずOPA0という名前が
付きます。

プラットフォ
ーム

プライマリ・コンソー
ル・ポート MP BMC AP VGA

rx1600
rx1620

MP (オプション)
BMC
VGA (オプション)

OPA0
NC
NC

TTA0
OPA0
TTA0

NA OPA0

rx2600
rx2620

MP (オプション)
BMC
VGA (オプション)

OPA0
NC
NC

TTB0
OPA0
TTB0

TTA0
TTA0
TTA0

OPA0

rx4640 MP
VGA (オプション)

OPA0
NC

NA NA OPA0

rx3600
rx6600

MP (オプション)
BMC
VGA (オプション)

OPA0
NC
NC

TTA0
OPA0
TTA0

OPA0

rx2660 MP
VGA (オプション)

OPA0
NC

NA TTA0
TTA0

OPA0

rx8620 MP
VGA

OPA0
NC

NA NA OPA0

BL860c MP
VGA

OPA0
NC

NA NA OPA0

BL870c MP
VGA

OPA0
NC

NA NA OPA0

3.11 古いファームウェアではVMS V8.3-1H1がシステム・イベン
ト・ログに書き込むメッセージを変換できない

V8.3-1H1
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3.11古いファームウェアでは VMS V8.3-1H1がシステム・イベント・ログに書き込むメッセージを変換できない

インストール時に， V8.3-1H1は新しいメッセージのシステム・イベント・ログへの
書き込みを開始します。システム・イベント・ログを表示するには， (大部分のシス
テムで)メインMPメニューからシステム・イベント・ログの表示を選択します (SL:
Show Event Logs)。

古いファームウェアでは，メッセージが，正しい "OS_OPENVMS_BUGCHECK"と
"OS_OPENVMS_SHUTDOWN"の代わりに， "IPMI Type-E0 Event"と変換されま
す。

以下に，古いファームウェアが動作しているシステムでのOS_OPENVMS_
BUGCHECKメッセージ (警報レベル*5 -クリティカル)の例を示します。

291 0 *5 0xB4801C9700E01B50 000000000019000C IPMI Type-E0 Event
30 Jul 2007 14:03:41

以下に，古いファームウェアが動作しているシステムでのOS_OPENVMS_
SHUTDOWNメッセージ (警報レベル 2 -情報)の例を示します。

296 0 2 0x54801C9900E01BD0 00000000001A000C IPMI Type-E0 Event
30 Jul 2007 14:22:06

新しいファームウェアでは， "IPMI Type-E0 Event"の代わりに， "OS_OPENVMS_
BUGCHECK"または "OS_OPENVMS_SHUTDOWN"が使われます。

3番目のメッセージ "OS_BOOT_COMPLETE"は，新しいファームウェアが動作して
いるシステムでは，異なる警報レベルになります。これは，OpenVMSにより，「情
報」または「レベル 2」に変更されました。

301 OS 0 2 0x548016E100E01B80 0000000000000001 OS_BOOT_COMPLETE
23 Aug 2007 14:25:44

新しいファームウェアでは， "T - View Mode Configuration Text"を選択すると，以
下のメッセージが表示されます。

MP:SL (+,-,CR,D, F, L, J, H, K, T, A, U, ? for Help, Q or Ctrl-B to Quit) >t .
.
.

Log Entry 301: 23 Aug 2007 14:25:44
Alert Level 2: Informational
Keyword: OS_BOOT_COMPLETE
OS Boot Complete
Logged by: O/S Kernel (Generic) 0
Data: Major change in system state - Boot Complete 0x548016E100E01B80 0000000000000001
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3.12 CRTL内のTZ関数

V8.3-1H1

論理名 TZやDCLシンボル TZは，特定の Cプログラムの時刻関連の関数で使われ
るタイムゾーンを定義するために， Cランタイム・ライブラリ (C RTL)で使われま
す。 (TZの完全な説明，その使用法，具体的な関数については， Cランタイム・ライ
ブラリのマニュアルの tzset( )関数の説明を参照してください。)

論理名 TZやDCLシンボル TZは，OpenVMS Version 7.3から， Cランタイム・ラ
イブラリで使われています。ただし， Version 8.3で一部変更されました。

Version 8.3より前では， TZにタイムゾーンとして無効な値を定義すると，タイムゾ
ーンには省略時の値であるローカルタイム (すなわち，システムの現在のタイムゾー
ン)が設定されました。OpenVMS 8.3リリースからは， TZに無効なタイムゾーンを
定義すると， Cランタイム・ライブラリの時刻関数は，UTC時刻を使用するように
なりました。

論理名 TZやDCLシンボル TZにタイムゾーンとして無効な文字列を定義すると， C
プログラムの実行時に予期しない動作が発生する可能性があることに注意してくださ
い。

3.13 InfoServerユーティリティとFDDI

V8.3-1H1

OpenVMSの InfoServerユーティリティを使って FDDIネットワーク・アダプタ経
由でクライアントをブートする機能はサポートされていません。

3.14 DCLコマンドのSET PASSWORDの新しい修飾子

V8.3-1H1

DCLコマンドの SET PASSWORDは，/PROMPT修飾子で， 2つの値
/PROMPT=FIXEDと/PROMPT=VARIABLEを受け付けるようになりました。
DCLコマンド・プロシージャで SET PASSWORDコマンドを使う場合には，
/PROMPT=VARIABLE修飾子は使わないでください。使った場合には動作は正常に
行われますが，障害ステータスが出た場合は，表示されるだけでDCLには返されま
せん。
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3.15 OpenVMS Freeware

V8.4

OpenVMS Freeware コレクションは， OpenVMS ユーザにさまざまなパブリック・
ドメイン・ソフトウェア，オープンソース・ソフトウェア，フリーウェア・パッケー
ジ，および HP が開発したソフトウェアおよびツールを提供します。

以前のバージョンの OpenVMS では，フリーウェア・コレクションは CD で提供して
いましたが， OpenVMS Version 8.4 以降は下記の URL の OpenVMS Freeware Web
サイトで提供します。

h71000.www7.hp.com/openvms/freeware/index.html

V8.3

OpenVMS Version 8.3 メディア・キットには， OpenVMS Freeware Version 8.0 
CD が付属しています。 Freeware CD には，アプリケーションの作成や， OpenVMS
システムの使用あるいは管理のためのフリー・ソフトウェア・ツールとユーティリテ 
ィが収録されています。

システムに Freeware CD をマウントし内容を表示するには， CD を CD ドライブに
挿入し，次のコマンドを入力します。

$ MOUNT/OVERRIDE=IDENTIFICATION ddcu:

このコマンドでは，ddcu:の箇所に， OpenVMS システム上の CD ドライブまたは
DVD ドライブのデバイス名を指定します。このデバイス名は OpenVMS システムご
とに異なります。

$ TYPE ddcu:[FREEWARE]FREEWARE_README.TXT

このファイルのコピーは， Freeware 8.0 ディストリビューションの各ボリュームに

も格納されており，TYPEコマンドや使い慣れたテキスト・エディタでその内容を参照
できます。

フリーウェアについての詳細は，FREEWARE_README.TXTファイルを参照してくださ
い。

適切なデバイスをマウントしたら，DIRECTORYやCOPYなどの標準の DCL コマン
ドを使用して，キット・ディレクトリに直接アクセスできます。各ディスク
の[FREEWARE]ディレクトリに，フリーウェアの要約を記述したテキスト・ファイ
ル，その他の資料があります。

[FREEWARE]FREEWARE.COM フリーウェア・メニュー・システム・インタフェー
スは， Freeware 8.0 ディストリビューションから削除されました。
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3.16 DCLコマンド

ここでは，DCLコマンドに関する注意事項について説明します。

3.16.1 OpenVMSグラフィック・コンソールでの SHUTDOWN.COM(Integrityの
み)

恒久的な制限事項

グラフィック・コンソール付きのOpenVMS Integrityサーバ・システムでは，
SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMによるシステムの停止は期待どおりに動作しませ
ん。 "SYSTEM SHUTDOWN COMPLETE"メッセージが表示された後システムは停
止せず，コンソール・キーボードでキーがタイプされるのを待ちます。しかし，まる
でリブートが要求されたかのようにリセットし続けます。ブートオプション・リスト
の最初のオプションが有効なブート・デバイスの場合は，OpenVMSシステムがリブ
ートされます。

3.16.2 MOUNTコマンドの制限事項

V8.4

異なるバージョンのメンバ・システムで構成されるOpenVMSクラスタでは，
OpenVMS Version 8.4システムからの/CLUSTERおよび/CACHE=[NO]DATA
によるボリュームのマウントが，以前のバージョンのOpenVMSでMOUNT-F-
BADPARAMのエラー状態で失敗します (%MOUNT-W-RMTMNTFAIL)。

ボリュームをマウントして状態で XFCを有効/無効にする方法については，『HP
OpenVMS V8.4新機能説明書』を参照してください。

3.16.3 SHOW LICENSE/CHARGE_TABLEでOpenVMSゲスト・システムのソケ
ット数を認識しない問題

V8.4

SHOW LICENSE/CHARGE_TABLEあるいは SHOW LICENSE/UNIT_
REQUIREMENTSコマンドは，次の例のように Integrity VM上のOpenVMSゲス
トに対してプロセッサ・ソケット数をゼロと表示します。この問題は，OpenVMSゲ
ストからホスト・システムのソケット数を認識するための適切なインタフェースが欠
けているために発生するものです。
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$ SHOW LICENSE/CHARGE_TABLE
OpenVMS I64/LMF Charge Information for node PERFVM
This is an _HP_ VMM(1.42GHz/6.0MB), with 8 cores active
This platform supports up to 0 processor socket(s)
Type: PPL, Units Required: 8 (I64 Per Processor)
Type: PCL, Units Required: 8 (I64 Per Core)

この制限事項は将来のリリースで修正されます。

3.16.4 DIAGNOSEコマンドはサポートされない

V8.2

DIAGNOSEコマンドは，OpenVMS Version 8.2ではサポートされません。

3.17 Open Source Tools CDでのDECmigrateの提供について

V8.2

OpenVMS Migration Software for VAX to Alpha (DECmigrate) は， OpenVMS 
Version 8.2 インストレーション・キットに含まれている Open Source Tools CD では
提供されていません。このソフトウェア・キットは OpenVMS Version 7.3-2 用のメ
ディアに含まれていました。以前のバージョンの OpenVMS 用のソフトウェアについ
ては，次の Web サイトから引き続き利用できます。

h71000.www7.hp.com/openvms/products/omsva/omsva.html

3.18 HP Secure Web Browser

ここでは，HP Secure Web Browserに関する注意事項について説明します。

3.18.1 必要メモリ量の増加

V7.3-1

OpenVMSワークステーションで，MozillaベースのHP SWBを使用している場合
は， 256 MB以上のメモリが必要です。ただし，処理を安定させるために，メモリを
512 MBにすることをお勧めします。
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3.18.2 ODS-2ディスク・ボリュームで発生するインストール・エラー (Integrityの
み)

V8.2

OpenVMS Integrity用HP SWB Version 1.4をODS-2ディスク・ボリュームにイン
ストールすると，次のように PCSIエラーとなります。

%PCSI-E-OPENIN, error opening
ODS2$DISK:[SYS0.SYSCOMMON.][CSWB.RES]SAMPLE^.UNIXPSFONTS.PROPERTIES;* as input
-RMS-E-FND, ACP file or directory lookup failed
-SYSTEM-W-BADFILEVER, bad file version number
%PCSI-E-OPFAILED, operation failed

Do you want to terminate?とプロンプトが出たら "NO"と答えることでインストール
を継続できます。インストールは正常に継続できます。

代替手段として，ODS-5ディスク・ボリュームにHP Secure Web Browserをイン
ストールすることもできます。

3.19 ドキュメントの訂正

ここではOpenVMSドキュメント・セット内の各種マニュアルの訂正と追加について
説明しています。

3.19.1 『HP OpenVMS Linker Utility Manual』の訂正

V8.4

3.19.1.1 HP C++ Examples

2.6.2項の 7番目のリスト項目に次のパラグラフを追加すべきです。

Note that on Integrity servers, you can use either the CXXLINK command or
invoke the OpenVMS Linker to combine your object modules into one executable
image. On OpenVMS Alpha, you must use the CXXLINK utility to link the
object modules into one executable image. On Integrity server systems, the
only benefit of using CXXLINK is that CXXLINK reports non-mangled names of
undefined multiply-defined. It does this by intercepting Linker diagnostics and
converting mangled names reported by the Linker to their original names, using
the information in the demangler database.
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3.19.2 『HP PCSI Utility Online help and Manual』: $PRODUCT REGISTER
VOLUMEの構文エラーの訂正

V8.4

HP PCSIユーティリティのオンライン・ヘルプは$PRODUCT REGISTER
VOLUMEコマンドの構文を次のように間違って定義しています。

$PRODUCT REGISTER VOLUME old-volume-label device-name

正しい構文は次のようになります。

$PRODUCT REGISTER VOLUME old-logvolnam device-name

3.19.3 『iCAP Release Notes』: GiCAPの機能は現在使用できない

V8.3-1H1

SYS$MANAGER:ICAP$CONFIG.COMを実行している際に， "Enter (Y)es to
configure this system with GiCAP support (N):"プロンプトに対して， "Y"と答える
と，以下のメッセージが表示されます。

HP OpenVMS Industry Standard 64

Global Instant Capacity on Demand (GiCAP) configuration utility

*** GiCAP functionality is not currently available ***

*** GiCAP will be enabled at a later date via an ECO kit ***

また， iCAP (Instant Capacity)のリリース・ノートにも，OpenVMS Integrity
Version 8.3-1H1でのGiCAPサポートについての説明があります。この機能は現在
は提供されていませんが，将来のアップデート・キットで提供される予定です。詳細
は，OpenVMSのWebサイトを参照してください。

3.19.4 『POLYCENTER Software Installation Utility Developer’s Guide』:
PRODUCTコマンドの訂正

V8.4

パラメータ・セクションのproducerの正しい説明は次のとおりです。

ソフトウェア製品の法的所有権者を示します。このパラメータでは，文字列をダブ
ル・クォートで囲っても囲わなくても構いません。
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3.19.5 『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』の訂正

V8.3

V8.2版の『HP OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』では， LIB$SET_
SYMBOLの文字列値が間違って記述されています。正しい値は以下のとおりです。

使用前に，文字列値から後続のブランクが取り除かれることはありません。文字列値
の最大値は 4096文字です。整数値は使用できません。 LIB$SET_SYMBOLは，整
数の CLIシンボルではなく文字列の CLIシンボルを設定するためのものです。

3.19.6 ドキュメントの訂正: LCKMGR_CPUIDシステム・パラメータ

V8.3

『OpenVMS Performance Management』では，システム・パラメータ LCKMGR_
CPUIDへのいくつかの参照が LOCKMGR_CPUのように記述されています。後者の
パラメータへの参照は正しくなく，これらはこのドキュメントの次回の改訂時に修正
されます。

3.19.7 MMG_CTLFLAGS:ドキュメントの訂正

V8.2

『OpenVMS Performance Management』では，MMG_CTLFLAGSシステム・パ
ラメータのビット 1の説明に間違いがあります。正しい説明は以下のとおりです。

"Reclamation enabled by out swapping processes that have been idle for longer
than LONGWAIT seconds. This occurs when the size of the free list drops
below the value of FREEGOAL."

3.19.8 『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』

『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』に対する変更と更新については，
第 4章を参照してください。

3.19.9 『HP OpenVMS Programming Concepts Manual』

『HP OpenVMS Programming Concepts Manual』では以下の点が訂正されていま
す。
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3.19.9.1 システム・ダンプの保存

V8.3

31.2項の「Writing a Privileged Routine (User-Written System Service)」の段落に
対して，以下の変更を行う必要があります。

「作成したプログラムは，保護されたイメージであるため，オペレーティング・シス
テムのプログラミング環境全体を自由に使用することはできません。モジュールにプ
レフィックス SYS$または EXE$がないかぎり，内部モードからモジュールを呼び出
すことは避けてください。特に， LIB$GET_VMや LIB$RET_VMは内部モードか
ら呼び出さないでください。OpenVMS RMSのルーチンは，エグゼクティブ・モー
ドから呼び出すことはできますが，カーネル・モードからは呼び出すことができませ
ん。」

LIB$GET_VMは間違いで，正しくは LIB$FREE_VMです。これらの LIBRTLルー
チンを直接呼び出すことも，これらのルーチンを現在または将来間接的に呼び出すル
ーチンを呼び出すこともできません。これには， LIBRTL内の他のルーチンや，ユー
ザモードの Cライブラリなどが含まれます。

3.19.10 『HP OpenVMS DELTA/XDELTA Debugger Manual』の更新

V8.3

HP DELTAデバッガがOpenVMS Integrity Version 8.2-1で利用可能になりまし
た。『HP OpenVMS DELTA/XDELTA Debugger Manual』が本リリースで改訂され，
OpenVMS IntegrityシステムでDELTAを利用するための情報が追加されました。

3.19.11 『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』: Librarianユーティリティの
訂正

以下のリリース・ノートは，OpenVMS Integrity Librarianユーティリティに関す
る訂正情報です。

3.19.11.1 /REMOVE修飾子の訂正

『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』の第 4.8.2.3項にある， Librarianの拡
張された /REMOVE修飾子についての説明は誤っています。正しい説明は次のとお
りです。

Integrity版 Librarianユーティリティでは，/REMOVE修飾子の機能が拡張されま
した。拡張された形式では削除するシンボルのモジュール・インスタンスを指定でき
るようになりました。拡張された/REMOVE修飾子では， LIBRARYコマンドに対し
て，オブジェクト・ライブラリのグローバル・シンボル・テーブルから 1つまたは複
数のエントリを削除するように要求します。
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3.19.11.2 ELFオブジェクト・ライブラリへのアクセスについての訂正

『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』の第 4.8.3.2項には誤った説明がありま
す。以下の文章はその項の説明を置き換えるものです。

ELFオブジェクト・ライブラリへのアクセス
OpenVMS Alphaオブジェクト，テキスト・モジュールなどは，シーケンシャル・
アクセス・モジュールですが， ELFオブジェクト・モジュールは，本質的に，ラ
ンダム・アクセス・モジュールです。ランダムにアクセスできるように， 1つの新
しいライブラリ・ルーチンが作成されました。このルーチンを使うと， ELFオブ
ジェクト・モジュールがプロセスの P2空間にマップされ，アプリケーションはラ
ンダム・アクセスのクエリを実行できるようになります。このマッピングから仮想
アドレス空間を解放するために，このマッピングを削除するための別のライブラ
リ・ルーチンも作成されました。これらの新しいルーチン (LBR$MAP_MODULEと
LBR$UNMAP_MODULE)は， ELFオブジェクト・ライブラリの処理にのみ使用で
きます。これらのルーチンは P2空間を参照するため，エントリ・ポイントは 64ビッ
ト・インタフェースです。

ELFオブジェクト・ファイルはランダムにアクセスされるものなので，次に示す操作
は ELFオブジェクト・ライブラリに対しては実行できません。

LBR$GET_RECORD
LBR$SET_LOCATE
LBR$SET_MOVE

ライブラリにモジュールを挿入する操作はシーケンシャル操作なので， ELFオブ
ジェクト・ライブラリに対して LBR$PUT_RECORDを実行することはできます。
ELFオブジェクト・モジュールはレコード単位にセグメント化されていないので，モ
ジュールをライブラリに書き込む際に， LBR$PUT_MODULEを呼び出すとき，ま
たは LBR$PUT_RECORDを最初に呼び出すときに，ディスク上でのモジュールのサ
イズを指定する必要があります。

オブジェクト・モジュールを挿入するために LBR$PUT_RECORDを使用する方法を
次の Cコードの例に示します。

bufdesc->dsc$a_pointer = &p0_buffer ;
bytes_to_transfer = module_size ;

while ( bytes_to_transfer ) {
transfer = MIN ( bytes_to_transfer ,

ELBR$C_MAXRECSIZ ) ;

bufdesc->dsc$w_length = transfer ;

status = lbr$put_record ( library_index ,
& bufdesc ,
& txtrfa ,

module_size ) ;
if ( (status & 1) == 0 )

break ;
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bytes_to_transfer -= transfer ;
bufdesc->dsc$a_pointer += transfer ;
} ;

if ( (status & 1) == 1 )
status = lbr$put_end ( library_index ) ;

LBR$PUT_RECORDを何度も呼び出さなくてよいように，新しいライブラリ・ルー
チン LBR$PUT_MODULEが作成されました。

3.19.12 『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』の訂正

V8.2-1

ここでは， Version 8.2の『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』に対する追加
と訂正を説明します。

3.19.12.1 『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』: LIB$CVT_DX_DXの丸め規則の明確
化

V8.2-1

『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』の LIB$CVT_DX_DXルーチンの説明で
は，「Guidelines for Using LIB$CVT_DX_DX」の下にある下記の段落に丸め規則
に関する具体的な説明を追加する必要があります。

結果は，常に， (切り捨てられるのではなく)丸められます。ただし，次に述べる状況
は例外です。精度や範囲が失われることは，変換先のデータ型やNBDS変換先のサ
イズによっては本質的に避けられないことに注意してください。変換先のデータ型の
せいで精度や範囲が失われてもエラーは表示されません。

この段落は次のように変更する必要があります。

結果は，常に， (切り捨てられるのではなく)丸められます。ただし，変換元と変換
先の両方がNBDSで，スケーリングが要求されていない場合は例外です。この場
合については，後述する規則で詳しく説明されます。 LIB$CVT_DX_DX は VAX_
ROUNDING規則を使用します。精度や範囲が失われることは，変換先のデータ型
やNBDS変換先のサイズによっては本質的に避けられないことに注意してくださ
い。変換先のデータ型のせいで精度や範囲が失われてもエラーは表示されません。
VAX_ROUNDING規則の詳細は， CVT$CONVERT_FLOATの説明を参照してくだ
さい。

3.19.13 『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』:プラットフォームの制限の明
確化

V8.2-1
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3.19ドキュメントの訂正

『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』では，以下のルーチンが Alphaと
Integrityサーバの両方で利用できると説明されていますが，これは誤りです。これら
のルーチンは Alphaでしか利用できません。

• LIB$GET_CURR_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_INVO_HANDLE

• LIB$GET_PREV_INVO_CONTEXT

• LIB$GET_PREV_INVO_HANDLE

• LIB$PUT_INVO_REGISTERS

また，『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』では， LIB$GET_UIB_INFOル
ーチンは I64でのみ利用できることを説明する必要があります。

I64でのみ利用できる呼び出しコンテキストと呼び出しハンドルに関連するルーチン
は，次のとおりです。

• LIB$I64_CREATE_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_FREE_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_CURR_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_CURR_INVO_HANDLE

• LIB$I64_GET_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_INVO_HANDLE

• LIB$I64_GET_PREV_INVO_CONTEXT

• LIB$I64_GET_PREV_INVO_HANDLE

これらのルーチンについての詳細は，『OpenVMS Calling Standard』を参照してく
ださい。

3.19.14 『OpenVMSシステム管理者マニュアル』: IPCコマンドの制限

V8.2-1

『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』の第 9.15節「IPC (割り込み優先順
位レベル C)の使用」では， I64とすべての Alphaで IPCコマンドを使用できると説
明していますが，これは誤りです。このドキュメントは訂正され，次の文章が追加さ
れました。

OpenVMS Versions 8.2と 8.2-1では，グラフィック・コンソールからブートした場
合には， I64システム，または ES47あるいはGS1280 Alphaシステムで IPCコマン
ドを使うことはできません。
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3.20 Version 8.2から Version 8.2-1へのネットワーク・アップデートの制限

3.20 Version 8.2からVersion 8.2-1へのネットワーク・アップデート
の制限

V8.2–1

OpenVMS Version 8.2-1は， Version 8.2から Version 8.2-1へのネットワーク・
アップデートをサポートしています。ネットワーク・アップデートはOpenVMS
Version 8.2でサポートされるシステム上のコア I/O LANカードを使用する形態だ
けがサポートされています。詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2–1 for Integrity
Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

また，ネットワーク・ブートにはハードウェア構成上の制限もあります。ネットワー
ク・アダプタの速度や二重モードの設定をコンソールから実行できる Alphaコンソ
ールとは異なり， Integrityサーバのコンソールとネットワーク・ブート・ドライバ
は自動ネゴシエーションしか実行できません。正常にネットワーク・ブートを実行す
るためには， Integrityサーバのブート・クライアントの最も近くにあるネットワー
ク・スイッチに自動ネゴシエーションを設定する必要があります。スイッチを自動ネ
ゴシエーションに設定しないと，ネットワーク・ブート・プロセスが完了しない可能
性があります。

3.21 同期データ・リンクの非サポート

OpenVMSは， Integrityサーバでは同期データ・リンク・ハードウェアをサポート
しません。

3.22 LANドライバから報告される二重モード不一致エラー

V8.3

二重モードの不一致状態は， LANデバイスが全二重モードで動作し，ケーブルの反
対側のデバイス (一般にはスイッチのポート)が半二重モードで動作している場合に起
こります。また，逆の場合にも不一致となります。二重モードの不一致状態の原因と
なる一般的なネットワーク構成エラーは，スイッチ・ポートの速度と二重設定をオー
トネゴシエーションに設定し， LANデバイスを全二重の固定設定とした場合に発生
します。この構成では，スイッチによるオートネゴシエーションにより，半二重モー
ドが選択され， LANデバイスは全二重モードに設定されるため，二重モードの不一
致が発生します。

二重モードの不一致が発生すると，通常，性能が低下します。また，オートネゴシエ
ーション処理について記述されている IEEE 802.3の規格では，二重モードが一致し
ないと，データが壊れる可能性があることが示唆されています。ほとんどの LANデ
バイスでは，二重モードの不一致による唯一の影響は性能の低下です。 LANデバイ
スによっては， CRCが正常な状態でパケット・データが壊れ， LANサブシステム
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でパケットの破壊が検出されないこともあります。そのようなデバイスとしては，
BroadcomベースのすべてのNICと，埋め込み LOMチップがあります。 Alphaシ
ステムでは，DEGPA，DEGXA， AlphaServer DS25上の BCM5703 LOM，デュ
アルポート BCM5704チップを使用したすべての実装が含まれます。 Integrityシス
テムでは， A6847A， A6725A， A9782A， A9784A， AB465A，および rx2600上の
BCM5701 LOM，その他のシステム上の BCM5703 LOM， A6794Aが含まれます。

以前のバージョンのOpenVMSから， LANドライバが二重モードの不一致状態を検
出しようとします。この状態になると， 1時間に一度コンソール・メッセージとエラ
ー・ログ・メッセージの警告を出力します。

OpenVMS Version 8.3では， Broadcomベースの LANデバイスでの，メッセージ
の頻度が 1時間に 1回から 36秒に 1回に増えました。 Broadcom以外の LANデバ
イスでは，頻度は 1時間に 1回のままです。また，これらのメッセージがよく見える
ように，このコンソール・メッセージがOPCOMおよび LANACPログ・ファイル
(SYS$MANAGER:LAN$ACP.LOG)に送られます。

この注記の目的は，二重モードの不一致を避けることの重要性を強調することです。
特に，この状態になると， Broadcomベースのデバイスでは検出されないデータ破壊
が発生します。

LANドライバは，デバイスのエラーを監視することで二重モードの不一致状態を検
出することに注意してください。検出は完全ではないため， LANドライバはこの状
態を「二重モードの不一致の可能性あり」と表します。このようなメッセージが表示
されたら，システム管理者やネットワーク管理者は， LANカウンタと LANデバイス
の設定を調べて，二重モードが不一致になっていないか確認してください。
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4
システム管理に関する注意事項

この章では，システムの保守と管理，性能の管理，ネットワーキングに関連する情報
をまとめます。

このバージョンで提供される新機能の詳細については，『HP OpenVMS V8.4新機能
説明書』を参照してください。

4.1 SYS$TIMEZONE_RULE論理名がハイフン (-)をカレット (^)に置
換

V8.4

OpenVMS Version 8.3-1H1以降，ハイフン文字 (-)をカレット文字 (^)に置換するよ
うに SYS$TIMEZONE_RULE論理名が修正されています。この変更は，DTSSをサ
ポートするために TDFで行なわれています。DTSSは一般的に使用されるUNIXの
GMT-Xタイムゾーン・ルールを処理することができず，タイムゾーン名と同一タイ
ムゾーン・ルール文字列をサポートしていません。

たとえば，GMT-1タイムゾーン・ルールは， SYS$TIMEZONE_RULE文字列
GMT-1を生成します。しかし，ルール・ファイル名とルール文字列がともにGMT-1
であるためDTSSは適切に機能しませんでした。

この変更をサポートするために， CRTLおよびDTSSコンポーネントも変更されま
す。

たとえば，この変更が行なわれる前のタイムゾーン論理名は以下のとおりでした。

"SYS$TIMEZONE_RULE" = "CET-1CEST-2,M3.5.0/02,M10.4.0/03"

変更の結果，タイムゾーン論理名は以下のようになります。

"SYS$TIMEZONE_RULE" = "CET^1CEST^2,M3.5.0/02,M10.4.0/03"

4.2 Virtualオプション付きでのライセンス処理

V8.4
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4.2 Virtualオプション付きでのライセンス処理

OpenVMS Version 8.4では， Virtualオプション付きのライセンス・ロードはゲス
ト・クラスタ・メンバに限定されています。非ゲストのOpenVMS Version 8.4シス
テムでは， Virtualオプション付きでライセンスをロードできません。

V8.4よりも古いバージョンのOpenVMSシステムがインストールされている
OpenVMSクラスタ・メンバでは， Virtualオプション付きでライセンスがロードさ
れます。 Virtualオプション付きでロードしてもゲスト・システムにおける動作には
悪影響を与えませんが，必要に応じて，ロード処理が行なわれないように/INCLUDE
あるいは/EXCLUDEを使用することをお勧めします。

Integrity VMにおけるOpenVMSゲストのライセンスについての詳細は，『HP
OpenVMS License Management Utility Manual』を参照してください。

4.3 iSCSIデモ・キット

V8.4

OpenVMS Version 8.4では， iSCSIデモ・キットはサポートされません。このキッ
トはOpenVMS Version 8.4では使用しないことをお勧めします。

4.4 Integrity VMにおけるOpenVMSゲストOS

OpenVMS Version 8.4はHP Virtualizationをサポートするため，HP Integrity
Virtual Machines (Integrity VM)上にゲスト・オペレーティング・システムとし
てインストールすることができます。 Integrity VM固有の制限事項については，
Integrity VM製品のドキュメントを参照してください。

この項では， Integrity VM上のOpenVMSゲストに関する既知の問題と制限事項に
ついて説明します。

4.4.1 シャットダウン動作の変更

V8.4

SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMをリブート指定無しで実行した場合，システム
は POWER_OFFオプションを使用します。ゲスト・ノードがクラスタ環境にある場
合， POWER_OFFオプションとともに REMOVE_NODEオプションを使用してク
ォーラムが調整されます。

このオプションが使用される結果として，仮想マシンがシャットダウンされます。こ
のため仮想コンソールでMPコマンド pc -onを使用するか，あるいはホストで次のコ
マンドを実行して，仮想マシンを再起動する必要があります。

# hpvmstart -P <<OpenVMS guest name>>
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4.4 Integrity VMにおけるOpenVMSゲストOS

4.4.2 OpenVMSゲストによる外付け I/Oデバイスのサポートに関する注意事項

V8.4

OpenVMSゲストは， CD/DVDドライブ，メディア・チェンジャー，テープ・デバ
イスなどの付属装置はサポートしません。テープ・デバイスを使用したい場合は，ク
ラスタ内のシステムに物理的に接続されたデバイスに TMSCPを利用してアクセスし
ます。

4.4.3 ネットワークおよびストレージ・インタフェースのサポート

V8.4

OpenVMSゲストは AVIO (Accelerated Virtual) I/Oインタフェースのみをサポート
します。

Integrity VMのコマンドをゲストに対して使用して VIOデバイスを構成してもこれ
らのデバイスはスタートアップ時に特に明確なエラーは示しませんが， VIOデバイス
はOpenVMSが稼動するゲストのサポート構成の範囲からは外れます。

4.4.4 HP-UXゲストとOpenVMSゲストでの同じ仮想スイッチの使用に関する制
限事項

V8.4

HP-UXゲストとOpenVMSゲストで同じ仮想スイッチを使用するように構成する
と，これらのゲスト間のネットワーク通信に失敗します。この問題はOpenVMSの将
来のリリースで解決されます。

この問題の回避方法は，HP-UXゲストとOpenVMSゲストで異なる仮想スイッチを
使用するように構成することです。

4.4.5 vNICsが構成されていない場合のOpenVMSゲストの既知の問題

V8.4

vNIC (Virtual Network Interface Card)が構成されていないOpenVMSゲストで
DECnetスタートアップの後で TCP/IPが起動された場合，クラッシュが発生しま
す。 vNICが少なくとも 1つ構成された状態でOpenVMSゲストを使用することをお
勧めします。

vNICが構成されていない場合に，OpenVMSゲスト上でDECnetあるいは TCP/IP
を個々に動作させることは可能です。
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4.5 HP Availability Managerに関する注意事項

V8.4

この節では，HP Availability Manager Version 3.1の既知の問題について説明しま
す。

• SYS$STARTUP:AMDS$STARTUP STOPコマンドでData Collectorを停止
し， SYS$STARTUP:AMDS$STARTUP STARTコマンドで再起動した場合，
OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityサーバでは，Data Analyzerのイ
ベント・ウィンドウには管理しているノードに関してイベントが何もポストされ
ません。

回避方法:

次のいずれかのコマンドを実行します。

• 次のコマンドでData Collectorを再起動します。

$ @SYS$STARTUP:AMDS$STARTUP RESTART

• 次のコマンドで Availability Manager Serverを再起動します。

$ AVAIL/SERVER

• 次のコマンドで Availability Manager Analyzerを再起動します。

$ AVAIL/ANALYZER

• Availability Manager Analyzerがすべてのリモート・ノードに対して "Path
Lost" PATHLSTイベントを報告した後，しばらく経過すると，データの表示が行
なわれなくなります。

回避方法:

この問題を解決するには，次のようなコマンドを入力して， SYSGENパラメータ
の LAN_FLAGSビットを 16に変更して通常の動作に戻します。

$ MC SYSGEN SET LAN_FLAGS 16

4.6 HP SIMによるOpenVMSのプロビジョニング

HP SIM Version 4.0によるOpenVMSのプロビジョニングには，以下の制限事項が
適用されます。
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4.6.1 OpenVMSゲストのプロビジョニングに関する制限

V8.4

Integrity VMにおけるOpenVMSゲスト・オペレーティング・システムのプロビジ
ョニングはサポートされません。

4.6.2 システム・ファームウェアに関する注意事項

V8.4

BL860cおよび BL870cサーバのシステム・ファームウェアのバージョンは 4.21以上
でなければなりません。 rx3600および rx6600サーバのシステム・ファームウェアの
バージョンは 4.11以上でなければなりません。

4.6.3 複数のサーバのプロビジョニング

V8.4

• InfoServerによるHP SIMプロビジョニングでは，同時に最大 8台のサーバのプ
ロビジョニングをサポートします。

• vMediaによるHP SIMプロビジョニングでは，一度に 1台のサーバしかプロビ
ジョニングできません。

4.6.4 HP SIM Central Management Serverからのプロビジョニング

V8.4

OpenVMSは，HP SIM Central Management Station，すなわちMicrosoft
WindowsがインストールされたHP ProLiantサーバからプロビジョニングできま
す。

4.6.5 InfoServerの名前の長さ

V8.3-1H1

プロビジョニングが正しく行なわれるためには InfoServerの名前は 12文字よりも短
くなければなりません。これは一時的な制限事項です。
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4.6 HP SIMによるOpenVMSのプロビジョニング

4.6.6 OpenVMS InfoServerと Integrityサーバが同一 LAN上に存在しなければなら
ないケース

V8.3-1H1

サーバ・ブレードのプロビジョニングでは，OpenVMS InfoServerと Integrityサー
バは同一 LAN上に存在する必要があります。

4.6.7 EFIファーム・ウェア

V8.3-1H1

BladeSystemの EFIファームウェアは V5.0以上でなければなりません。

4.6.8 Management Processor

V8.4

Management Processorは Advanced iLO2ファームウェアを実行していなければな
りません。

4.6.9 プロビジョニングによるOpenVMS TCP/IPの構成に関する既知の問題

V8.4

ターゲット・サーバで TCP/IPのサーバ・コンポーネント BIND， LPD，
LBROKERおよび SMTPを有効にするように選択している場合，プロビジョニ
ングによってOpenVMS TCP/IPを構成する際にはこれらを起動しないでください。

プロビジョニングによる TCP/IPの構成の後，手動でこれらのサービスを構成および
再起動することでこの問題に対処してください。

4.6.10 OpenVMS TCP/IPのプロビジョニングに関する制限事項

V8.4

プロビジョニングによるOpenVMS TCP/IPの構成には以下のような制限事項があり
ます。

• TCP/IPの構成では IPv4アドレスのみをサポートしています。 IPv6アドレスは
現在のところサポートしていません。

• エイリアスあるいはセカンダリ IPアドレスの構成はサポートしていません。

• ターゲット・サーバにおけるDHCPサーバ・コンポーネントの構成はサポートし
ていません。
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• プロビジョニングでは，ネットワーク・インタフェースの構成は各ターゲット・
サーバで 1つだけ可能です。

• HP TCP/IP Services for OpenVMSのオプション・コンポーネントの構成はサポ
ートしていません。

• プロビジョニングでは，論理 LANデバイスの設定および LANフェールオーバの
構成はサポートしていません。

4.6.11 AutoBootタイムアウト値の設定

V8.4

OpenVMSのプロビジョニングを行う場合，各ターゲット・サーバの AutoBoot
Timeout値は 5秒以上に設定されていなければなりません。このパラメータの設
定は， EFI Boot Managerメニューから実行できます。 (Boot Configuration ->

AutoBoot Configuration -> Set AutoBoot Timeout)

4.7 InsightソフトウェアによるOpenVMSの管理

V8.4

Insight ソフトウェアについての詳細は以下の Web サイトを参照してください。 

h71000.www7.hp.com/openvms/system_management.html

4.8 性能の強化

V8.4

OpenVMS V8.4では，以下のような性能の強化が行なわれています。

4.8.1 書き込みビットマップの拡張

V8.4

書き込みビットマップ (WBM)は，ミニマージおよびミニコピー操作の際に
OpenVMS Volume Shadowingが使用する機能です。ディスク上のどのブロック
に書き込みが行なわれたかを，クラスタ内の他のノードに伝えます。本リリースでは
以下のような変更が行なわれています。
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4.8性能の強化

4.8.1.1 WBM_MSG_INTパラメータの修正

V8.4

WBM_MSG_INTパラメータは，バッファード・モードのときに SetBitメッセージ
をどれだけ遅らせることができるか，その時間を示します。この時間間隔で SetBit
バッファが SetBitメッセージでいっぱいになっていなければ，メッセージが送信さ
れます。このパラメータ値の単位はミリ秒ですが，このタイマーが使用する換算係数
が 1桁間違っていました。以前は，WBM_MSG_INTの値が 10の場合，バッファー
ド・モードで 100ミリ秒の遅れという結果になっていました。本リリースでは，値
10が正しく 10ミリ秒の遅れを示すように修正されています。

4.8.1.2 WBM_MSG_UPPERおよびWBM_MSG_LOWERパラメータの修正

V8.4

WBM_MSG_UPPEは，シングル・メッセージ・モードで動作している場合に，バ
ッファード・メッセージ・モードに切り換えるかどうかを判断するためのしきい
値です。ある 100ミリ秒の間にWBM_MSG_UPPERを越える SetBit操作が行な
われた場合，メッセージング・モードはバッファード・モードに切り替わります。
WBM_MSG_UPPEのデフォルト値は 80です。

WBM_MSG_LOWERは，バッファード・メッセージ・モードで動作している場合
に，シングル・メッセージ・モードに切り換えるかどうかを判断するためのしきい値
です。ある 100ミリ秒の間にWBM_MSG_LOWERを下回る SetBit操作が行なわれ
た場合，メッセージング・モードはシングル・モードに切り替わります。デフォルト
値は 20です。

4.8.1.3 非同期 SetBitメッセージ

V8.4

1つのシャドウセットに対して複数のマスタ・ビットマップ・ノードを持つことが可
能ですが，これまでは， SetBitメッセージは複数のマスタ・ビットマップ・ノード
へ同期的に送信されていました。最初のリモート・マスタ・ビットマップ・ノードか
ら SetBitメッセージに対する応答を受け取ると，そのメッセージは次のマスタ・ビ
ットマップ・ノードへ送信されていました。そして，すべてのリモート・マスタ・ビ
ットマップ・ノードからの応答を受け取ると， I/Oが再開されていました。

本バージョンでは， SetBitメッセージはすべてのマスタ・ビットマップ・ノードへ
非同期的に送信されます。全てのマスタ・ビットマップ・ノードからの応答を受け取
ると， I/O操作が再開されます。これにより，書き込みビットマップ・コードによる
I/O操作の待機時間が短縮されます。
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4.8.1.4 シーケンシャル I/Oに対する SetBitメッセージの削減

V8.4

ディスクに対するシーケンシャルな書き込みが発生すると，リモート・ビットマッ
プのシーケンシャルなビットを設定する Setbitメッセージの送信が行なわれます。
WBMのコードは，ビットマップのどの場所に多くの前のビットが設定されているか
を認識するようになりました。これにより，シーケンシャルな書き込みが続く場合に
より少ない Setbitメッセージで済むようにWBMは追加ビットを設定します。シー
ケンシャルな I/Oが続くと想定すると， Setbitメッセージが 10分の 1ほどに低減さ
れ，シーケンシャル書き込みの I/Oレートが改善されます。

4.8.2 例外処理性能の改善 (Integrityのみ)

V8.4

OpenVMS Integrityサーバ・システムの例外処理に対していくつかの性能改善が行
なわれています。この変更により例外処理のオーバーヘッドが軽減されますが，例外
処理のすべてのケースで性能改善が見られるわけではありません。

OpenVMS Version 8.4は，デコードされたアンワインド・データをキャッシュしま
す。このキャッシュは，ユーザ呼び出しが可能な呼び出し標準ルーチンで例外処理の
際に使用されます。これらの呼び出し標準ルーチンは， C++のtry/throw/catchコンス
トラクトや C言語のsetjmp/longjmpコンストラクトなどのプログラミング言語コンス
トラクトを実装するために RTLでも使用されています。

予想外のエラーの場合， VMSシステム・パラメータKTK_D3を使用して，キャッシ
ュを一時的に無効にすることができます。デフォルト値の 0でキャッシュは有効に
なります。値 1でキャッシュが無効になります。この特別なパラメータKTK_D3は，
HPが提供するデバッグ/テスト・イメージで使用されます。この種のテスト・イメー
ジをシステムでご使用の場合は，デフォルト値の 0にリセットするようにしてくださ
い。

4.8.3 イメージの起動 (Integrityのみ)

V8.4

イメージを起動し実行中の間，ページング I/Oはそのイメージのページをメモリに保
管します。 Integrityサーバ・システムでは，実行されるコードがページに含まれて
いる場合，それらのページで Iキャッシュ・フラッシュを実行する必要があります。
このため，実際には実行されない多くのページで Iキャッシュ・フラッシュが発生す
ることになります。実行されないページでの Iキャッシュ・フラッシュを避けるた
め，本リリースでは，そのページで最初にインストラクションが実行される時に Iキ
ャッシュ・フラッシュが実行されるように変更されています。この変更により，実行
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されないページでの Iキャッシュ・フラッシュは行なわれず，全体的な性能の向上が
期待できます。

4.8.4 グローバル・セクションの作成と削除

V8.4

種々のタイプのグローバル・セクションの作成および削除の領域でオペレーティング
システムの性能が強化されています。この変更による利点として，大規模な SMPシ
ステムにおけるMP Synchの削減が期待できます。

4.8.5 Dedicated CPU Lock Manager

V8.4

Dedicated CPU Lock Managerは， 16個以上の CPUを持ちロッキング・レートが
非常に高いシステムにおいて使用される機能です。より高いレートでロッキング操作
が実行されるようDedicated CPU Lock Managerが改善されています。

4.8.6 Ctrl/Tアライメント・フォルト

V8.4

ターミナルで Ctrl/T操作を行うと，多数のアライメント・フォルトが発生しました。
この問題はOpenVMS Version 8.4では解決されています。

4.9 ACPIブート時のエラー・メッセージおよび警告メッセージ

V8.4

セルベースのシステム (rx8640あるいは rx7640など)では，OpenVMSのブート時
に次のようなメッセージが表示される場合があります。

ACPI Error (utmutex-0430): Mutex [1] is not acquired, cannot release [20071219]

一部のシステム (最新のプロセッサを搭載した rx2660など)では，電源管理機能が有
効になっているとOpenVMSのブート時に次のようなメッセージが表示される場合が
あります。

ACPI Warning (nseval-0250): Excess arguments - method [_OST] needs 3, found 7 [20080701]

これらのメッセージは無視してかまいません。将来のリリースで修正される予定で
す。
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4.10 Accountingユーティリティでの長いデバイス名のサポート

V8.4

長いデバイス名を処理できるように Accountingユーティリティが修正されていま
す。たとえば， TNA10000:やMBA1000:など，ユニット番号が 9999よりも大きな
端末 (TNA)，ユニット番号が 999よりも大きなMBAデバイス，あるいはその他のデ
バイス名など， 7文字以上のデバイス名を表示できるようになりました。

以前は，デバイス名が 7文字を越える場合は，任意の不定な文字が表示されていまし
た。 accounting.datファイルへの新しいレコードの書き込みには新しいアカウンティ
ング・レコード・バージョン (version4)が使用され， Accountingユーティリティで
これらの新しいレコードの読み取りおよび表示が可能です。

4.11 新しいシステム・パラメータPAGED_LAL_SIZE

PAGED_LAL_SIZEは，ページング動的プールのルックアサイド・リストで使用する
最大サイズをバイト数で設定します。

4.11.1 ページング・プールのルックアサイド・リスト

V8.4

ページング動的プールでルックアサイド・リストを使用することが可能になり，これ
によりシステム性能の向上が期待できる場合があります。この機能は SYSGENパラ
メータ PAGED_LAL_SIZEで制御され，デフォルトではこの機能は無効 (パラメータ
値 0)になっています。

可変ページング・プール・フリーリストで断片化が発生した場合，このルックア
サイド・リストの使用を有効にすることにより効果をもたらすことがあります。
SYSGENパラメータ PAGED_LAL_SIZEは，ルックアサイド・リストで使用する最
大サイズをバイト数で設定します。この最大サイズよりも大きなパケットは，可変ペ
ージング・プール・フリーリストから割り当てられます。 512バイトの値を使用する
と，論理名の作成と削除を集中的に実行するようなシステムで効果があることが確認
されています。

このパラメータを動的に変更して，必要に応じて機能を有効にしたり，調整したり，
あるいは無効にすることができます。機能を有効にした後，値を小さくすると，も
はやアクティブには使用されていないパケットがページング・プール・ルックアサ
イド・リストに存在する場合があります。これは，DCLの "Over-limit Lookaside
Blocks"や SDAのSHOW MEMORY/POOL/FULLコマンドで確認できます。これらのパケット
は以前使用されていましたが，今は新しい PAGED_LAL_SIZEよりも大きくなって
います。これらのパケットは，この SYSGENパラメータの値が増加するか，あるい
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はページング・プールの不足が発生してルックアサイド・リストからパケットが再要
求されると再び使用されます。

ルックアサイド・リスト上のパケットがページ・プールのほとんどあるいはすべてを
消費するような状況を防ぐために，ページ・プールのルックアサイド・リストはペー
ジ・ダイナミック・プールの最後の 4分の 1のパケットには使用されません。ペー
ジ・プール・メモリの不足が発生した場合，ルックアサイド・リスト上のパケットも
再要求されます。

デフォルト値 0でこの機能を無効にした場合，ページ・プールの動作は以前のバージ
ョンのOpenVMSと同じで，ページ・プール変数フリーリストからパケットの割り当
ておよび割り当て解除が行なわれます。

4.12 2 TBディスク・ボリュームのサポートに関する制限事項

V8.4

OpenVMS Version 8.4は最大 2 TBのディスク・ボリュームをサポートしますが，以
下のような制限事項があります。

• V8.4より古いバージョンのOpenVMSでは 1 TBよりも大きなボリュームはサポ
ートしておらず， 1 TBよりも大きなボリュームのマウントもサポートしていま
せん。間違って古いバージョンのOpenVMSにマウントしてしまうのを防ぐため
に，MOUNTの最新のパッチでは，そのようなシステムで 1 TB を超えるサイズ
のボリュームのマウントを明示的に許可していません。

• F$GETDVI( )レキシカル関数の項目MAXBLOCK， FREEBLOCKS，
EXPSIZE，および VOLSIZEはターゲット・ディスクのサイズに依存した
情報を返します。OpenVMS Version 8.4では，ターゲット・ディスクのサイズ
が 1 TBを超える場合，これらの F$GETDVI( )項目は負の値を返すことになり
ます。これは，DCLが 32-bit符号付き整数の計算および比較を行うためです。
F$GETDVI( )とこれらのタイプのアイテムコードを使用するコマンド・プロシー
ジャは， 1 TBよりも大きなボリュームを扱えるように修正する必要があります。

DCL整数表現の範囲を越える数値の処理については，『OpenVMS DCLディク
ショナリ』を参照してください。

4.13 SASテープ・ドライブの構成

V8.4

SASテープ・ドライブの命名および構成は， Fibre Channelテープ・ドライブの構
成に使用するのと同じコマンドで実行する必要があります。詳細は，『OpenVMS
Cluster構成ガイド』の Fibre Channelテープ・サポートの項を参照してください。
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4.14 外付けSASディスク・デバイスのネーミング

V8.4

Smart Arrayコントローラ以外で制御される外付けの SASドライブ
は，$3$DGA<UDID>として構成できます。<UDID>には LUNに対するユニー
クなデバイス IDを指定します。 SASデバイスと Fibre Channelデバイスを区別する
ために，外付け SASディスク・デバイス名にはアロケーション・クラス値 3を使用
するのに対し， Fibre Channelディスク・デバイス名にはアロケーション・クラス値
1を使用する点に注意してください。

4.15 外部認証

ここでは，外部認証に関する注意事項について説明します。外部認証はOpenVMS
Version 7.1で導入されたオプションの機能であり，この機能を利用すると，
OpenVMSシステムは外部のユーザ IDとパスワードを使用して，指定されたユーザ
を認証できます。外部認証の使用方法についての詳細は，『OpenVMSシステム・セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。

注意

外部認証ユーザに対する注意事項:

外部認証をサポートする SYS$ACM対応の LOGINOUT.EXEと SETP0.EXE
(SET PASSWORD)イメージを使用している場合，OpenVMS Version 8.4へ
のアップグレードを行うと SYS$ACM対応のイメージがリストアされます。

ACMELOGINキットのインストールについては SYS$HELP:ACME_DEV_
README.TXTを参照してください。

4.15.1 外部認証とパスワードのポリシー

V8.4

ユーザ認証には SYSUAF.DAT以外のソースに対する外部認証を使用し，カスタマ
イズしたパスワード処理のパスワード・ポリシーを使用している場合， Password
Policy共有イメージをインストールし， LOAD_PWD_POLICYシステム・パラメー
タを有効にした後に， ACME Serverを再起動する必要があります。

次のコマンドを使用して ACMEを再起動してください。

$ SET SERVER ACME_SERVER /RESTART
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4.15.2 OpenVMS Integrity外部認証サポート

V8.2

Advanced Server for OpenVMS V7.3A ECO4 (およびそれ以降)の製品キットには，
OpenVMS Cluster内の Integrityシステムに対するスタンドアロン外部認証ソフトウ
ェアが含まれています。

OpenVMS Integrityが動作しているOpenVMS ClusterメンバのノードでNT LAN
Manager の外部認証を可能にする場合は， Advanced Serverがインストールされて
いる AlphaシステムからOpenVMS Integrityメンバ・ノードへOpenVMS Integrity
スタンドアロン外部認証イメージをコピーする必要があります。 また， Advanced
Serverキットのリリース・ノートで説明されているように 正しくセットアップされ
ている必要があります。

4.15.3 DECterm端末セッションでの SET PASSWORDの動作

V7.2

DECterm端末セッションでは，ログインで使用する外部ユーザ名にアクセスするこ
とができないため， SET PASSWORD操作の際に外部ユーザ名を入力しなければな
りません。外部ユーザ名のデフォルトは，プロセスのOpenVMSユーザ名です。デフ
ォルトが適切でない場合 (つまり，外部ユーザ名と，それに対応するOpenVMSユー
ザ名が異なる場合)，正しい外部ユーザ名を入力しなければなりません。

次の例に，外部ユーザ名が JOHN_DOEであるユーザが開始した SET PASSWORD
操作を示します。マッピングされたOpenVMSユーザ名は JOHNDOEであり，これ
は SET PASSWORD操作で使用されるデフォルトです。この場合，デフォルトは正
しくないので，実際の外部ユーザ名がユーザによって指定されています。

$ set password
External user name not known; Specify one (Y/N)[Y]? Y
External user name [JOHNDOE]: JOHN_DOE
Old password:
New password:
Verification:
%SET-I-SNDEXTAUTH, Sending password request to external authenticator
%SET-I-TRYPWDSYNCH, Attempting password synchronization
$

4.15.4 ワークステーションではパスワードの有効期限切れは通知されない

V7.1

LAN Managerドメインでは，パスワードの有効期限が切れると，ログインすること
はできません。
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PCのユーザには，外部ユーザ・パスワードの有効期限が間もなく切れることが通知
されるので，有効期限が切れる前にパスワードを変更できます。ところが，外部認証
を使用してOpenVMSワークステーションからログインする場合，ログイン・プロセ
スは外部パスワードの有効期限が間もなく切れるかどうか判断できません。したがっ
て，パスワードの有効期限が設定されていて，ユーザの大半が PCを使用していない
サイトでは，ワークステーション・ユーザに対して外部認証を使用しない方が賢明で
す。

4.15.5 ACME_SERVERプロセスにおける制限事項 (Integrityサーバのみ)

本リリースでは， Integrityサーバでは 1つのスレッドのみがアクティブなので，
Integrityサーバでは SET SERVER ACME/CONFIG=THREAD_MAXコマンドは無
視されます。

注意

Integrityサーバではスレッドの数を増やさないでください。スレッドの数を増
やすと， ACME_SERVERプロセスがクラッシュし，ログインに失敗ことが
あります。

4.16 IPB (Itanium Primary Bootstrap)が有効なダンプ・デバイスの検
出に失敗する問題

V8.4

ダンプ・デバイス (DOSD)が別の接続済みのHBAに構成された PCIバス用のHP
PCIeコンボ・カードである AD221など，ブリッジされたデバイスを接続すると，ダ
ンプ・デバイスの PCIバス・ナンバリングのリナンバリングが行なわれ，有効なダン
プ・デバイスを見つけるのが困難になります。

回避方法
新しい I/Oカードに接続した後，ブート/ダンプ・オプションを確認してください。そ
の後，DUMP_DEVとブート・デバイス・リストをリフレッシュしてください。

4.17 SHUTDOWN.COMの変更

V8.4

SHUTDOWN.COMが修正されており，キュー・システムのシャットダウン・プロシージャ
SYSHUTDWN_0010.COMが存在すればこれを実行します。テンプレートには 3つ
のサンプル・ルーチンが含まれており，キュー・システムをより速くシャットダウン
および再起動あるいはフェールオーバすることができます。
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4.18 OpenVMS Clusterシステム

ここでは，OpenVMS Clusterシステムに関する注意事項について説明します。

4.18.1 Cluster over IP (IPクラスタ・インターコネクト)

HP OpenVMS Version 8.4では， Cluster over IP機能が拡張されています。この機
能は，業界標準の Internetプロトコルを使用して単一の LANあるいは VLANセグメ
ントを超えたクラスタ環境を構築するための機能を提供します。また，OpenVMSク
ラスタの耐災害性能を向上させるものでもあります。

この項では， Cluster over IPに関する既知の問題および制限事項について説明しま
す。

4.18.1.1 必要なソフトウェア

V8.4

Cluster over IPは，OpenVMS Alpha Version 8.4およびOpenVMS Integrity
Version 8.4上でのみ利用できます。 Cluster over IPは，HP TCP/IP Services for
OpenVMSの V5.7も必要とします。

4.18.1.2 Integrityサーバのサテライトノードとブートサーバは同一 LAN内に存在

V8.4

Cluster over IPを正常に初期化しクラスタに正しく参加するには， Integrityサーバ
のサテライト・ノードは，そのサテライト・ノードのブート・サーバと同じ LANに
存在しなければなりません。

サテライトのブート時に Cluster over IPを開始するには， Integrityサーバのサテラ
イト・ノードとそのサテライト・ノードのブート・サーバ間で LANクラスタ通信を
持つこととも必要になります。

4.18.1.3 Alphaサテライト・ノードではディスク・サーバとの LANチャネルを必要とする

V8.4

IPのみの環境では， Alphaサテライト・ブートは処理に失敗します。すなわち，
Alphaサテライトをブートする際，ブート・サーバを含むすべてのノードがクラス
タ通信の IPチャネルのみを使用している場合，次のメッセージを表示してサテライ
ト・ブートに失敗します。

cluster-W-PROTOCOL_TIMEOUT, NISCA protocol timeout %VMScluster-I-REINIT_WAIT,
Waiting for access to the system disk server

4–16 システム管理に関する注意事項



システム管理に関する注意事項
4.18 OpenVMS Clusterシステム

4.18.1.4 IPv6のサポート

V8.4

Cluster over IPでは，クラスタ通信インタフェースに対して IPv6型のアドレスはサ
ポートしていません。

4.18.1.5 DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)あるいはセカンダリ・アドレスのサ
ポート

V8.4

Cluster over IPでは，クラスタ通信に使用するアドレスはそのインタフェースの静的
なプライマリ・アドレスでなければなりません。さらに，クラスタ通信に使用する IP
アドレスとインタフェースは，フェールセーフ構成で使用されないようにしなければ
なりません。

4.18.1.6 複数の IPインタフェース構成

V8.4

同じデフォルト・ゲートウェイで複数の IPインタフェースを構成すると，いずれか
のインタフェースにおける通信の損失により CLUEXITSでクラスタ通信の中断が発
生する可能性があります。

4.18.1.7 ifconfigコマンドの使用

V8.4

クラスタ通信に使用するインタフェースがifconfigにより再起動されると，他のノー
ドに対するクラスタ通信の損失が発生し，ノードの CLUEXITも発生します。

4.18.1.8 複数のゲートウェイ構成

V8.4

Cluster over IPの構成情報は，ブート時の最初にロードされる構成ファイルに保管さ
れています。この構成情報には， TCP/IPが使用するデフォルト経路あるいはゲート
ウェイも含まれます。現在のところ構成ファイルにはデフォルト経路のみを入れるこ
とができ，ノードの起動時に使用されます。

4.18.1.9 ブロック転送 XMITの変更

V8.4

PEdriverは， LANインタフェース (BUS)と同様にクラスタ通信に使用する各 IPイ
ンタフェースをエミュレートします。 IPバスは下記に示すように Xchain_Disabled
属性を持ちます。これは， TCP/IPによって転送されるブロック転送パケットが，
PEdriverから TCP/IPバッファへコピーされることを意味しています。
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$ mc scacp show ip

NODEG PEA0 Device Summary 16-FEB-2009 12:29:15.92:

Device Errors + Mgt Buffer MgtMax Line Total Current
Device Type Events Status Priority Size BufSiz Speed Pkts(S+R) IP Address
------ ---- ------ ------ -------- ----- ------ ----- --------- -----------

IE0 184 Run Online 0 1394 0 N/A 1419711 15.146.235.222
XChain_Disabled

4.18.1.10 ダウンライン・ロードのための LANCP

V8.4

Cluster over IPの構成に関連する変更と Cluster over IPを有効にするための設定は
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMでのみ可能なので， Cluster over IPは， Alphaに
おけるダウンライン・ロードにはDECnetの代わりに LANCPを必要とします。この
制限事項は将来のリリースで解決される予定です。

4.18.1.11 デュプレックスの不一致

V8.4

ホスト・デュプレックスにおけるデュプレックス・モードの不一致，あるいは半二重
から全二重へのデュプレックス・モードの変更は， IPがクラスタ通信に使用された
ときに CLUEXITが発生する原因となります。 CLUEXITの発生を防ぐために，デュ
プレックスの不一致について確認することをお勧めします。

4.18.1.12 共有システム・ディスクのアップグレード

V8.4

共有システム・ディスク構成では，古いバージョンからOpenVMS Version 8.4へ
のアップグレードの際に，アップグレードを実行しているノードで Cluster over
IPが有効になります。他のノードについては，アップグレードの後に CLUSTER_
CONFIG_LANコマンド・プロシージャを実行して Cluster over IPを有効にしてく
ださい。

たとえば，システム PIPERおよびMARLINが共有システム・ディスクにそれぞれ
ルート SYS0および SYS1を持っているとします。ノード PIPERでアックプグレー
ドを実行した場合， PIPERでは Cluster over IPが有効になります。MARLINで
Cluster over IPを有効にするには， CLUSTER_CONFIG_LANコマンド・プロシー
ジャを実行してきださい。

この制限事項は，将来のリリースで取り除かれます。

4.18.1.13 拡張された CLUSTER_CONFIG_LANコマンド・プロシージャ

V8.4

Cluster over IPを構成するために CLUSTER_CONFIG_LANコマンド・プロシージ
ャが拡張されています。このコマンド・プロシージャを使用して Cluster over IPを
有効にし，クラスタ通信に IPを使用することができます。
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このコマンド・プロシージャを使用してクラスタにスタンドアロン・ノードを追加す
ると，次にようなメッセージが表示されます。

"IA64 node, using LAN for cluster communications. PEDRIVER will be loaded.
No other cluster interconnects are supported for IA64 nodes.".

Integrityサーバ・ノード上の構成プロシージャによってこのようなメッセージが表示
されるにもかかわらず， LANあるいは IPのどちらかあるいは両方をクラスタ通信に
使用することができます。ノードの属性がクラスタ・メンバに変更されると， LAN
はデフォルトで有効になります。 IPは， CLUSTER_CONFIG_LANコマンド・プロ
シージャによりオプションで有効にすることができます。 PEdriverは， LAN通信お
よび IP通信の両方に対してロードされます。

この CLUSTER_CONFIG_LANコマンド・プロシージャのメッセージは，将来のリ
リースで修正されます。

4.18.2 Integrity VMでのOpenVMS Clusterのサポート

V8.4

OpenVMS Integrity Version 8.4は， Integrity VM上でゲストOSとしてサポートさ
れます。OpenVMSゲストはクラスタ環境で構成可能です。

4.18.2.1 OpenVMSゲストのクラスタ・インターコネクト

V8.4

OpenVMSゲストは， LANあるいは Cluster over IP (IPCI)の両方でクラスタ内の
他のノードと通信できます。

4.18.2.2 Integrity VMクラスタ環境でのMSCPのサポート

V8.4

MSCPは，OpenVMSゲスト・システムで構成されるクラスタ環境で共有ストレー
ジ機能を提供するのに使用されます。

4.18.2.3 オンライン・マイグレーションのサポート

V8.4

クラスタの一部となっているOpenVMSゲストのオンライン・マイグレーションはサ
ポートされません。

4.18.3 混成プラットフォームのサポート

V8.2

• Integrityサーバを含む運用クラスタに VAXシステムを含めることはできませ
ん。 VAXシステムは，開発や移行を目的とするクラスタに含めることはできます
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が，クラスタ内に VAXシステムが存在するために問題が発生した場合は， VAX
システムと Integrityサーバのどちらかをクラスタから削除する必要があることを
理解した上で使用する必要があります。詳細は，OpenVMS Clusterソフトウェ
アの SPDを参照してください。

• 現時点では，Open VMS Clusterシステムの運用環境でサポートされるのは 2
つのアーキテクチャのみです。サポートされるクラスタ構成については，『HP
OpenVMSインストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

4.18.4 ポート割り当てクラスを使用したサテライト・システム

V8.2

デバイスの命名 (ポート割り当てクラスとも言います)を使用する Integrityサーバ・
サテライト・システムは，このリリースで正しく動作させるためには追加の手順が必
要です。サテライト・ブートのサーバ・ノードで，ファイル・デバイスを編集しま
す。

[SYSn.SYSCOMMON.SYS$LDR]SYS$MEMORYDISK.DAT

deviceはサテライトのルートを含むディスクで，nはサテライト・システムのルート
です。また，次の行をファイルに追加します。

SYS$SYSTEM:SYS$DEVICES.DAT, text

この場合は，ファイルの最上部にある "Do Not Edit"コメントを無視して構いませ
ん。 SYS$MEMORYDISK.DAT内のファイルのリストは，順序に依存しません。こ
の問題は，最終リリースで解決される予定です。

4.19 6メンバ・シャドウセットの混成クラスタにおける互換性

V8.4

OpenVMS Version 8.4は， Volume Shadowingの機能として拡張メンバーシップ機
能をサポートします。この機能により，シャドウセットで 3メンバよりも多く，最大
6メンバを持つことができます。この機能は，シャドウセットに 4番目のメンバが追
加されたときに有効になります。混成バージョンのOpenVMSクラスタにおいて，以
下のようないくつかの重要なポイントがあります。

• 拡張メンバーシップ・シャドウイング機能を使用するには，そのシャドウセット
をマウントするすべてのシステムでOpenVMS Version 8.4が稼動していなければ
なりません。
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• 拡張メンバーシップ・シャドウイング機能を使用してOpenVMS Version 8.4シス
テムにシャドウセットをマウントしようとした時に，そのシャドウセットがすで
にクラスタ内の以前のバージョンのOpenVMSシステムにマウントされている場
合， V8.4システムへのマウントは失敗します。

• 拡張メンバーシップ・シャドウイング機能を使用してOpenVMS Version 8.4シス
テムにマウントされているシャドウセットを拡張メンバーシップ・シャドウイン
グ機能をサポートしていない以前のバージョンのOpenVMSシステムにマウント
しようとすると，そのマウント処理は失敗します。

• 一旦シャドウセットで拡張メンバーシップ・シャドウイング機能が有効になる
と，たとえその後メンバ数が 4メンバよりも少なくなってもその特性は維持され
ます。その特性は，そのシャドウセットのマウントがクラスタワイドで外される
まで残ります。

• このシャドウセット機能はOpenVMS VAXではサポートされません。この機能を
有効にせずにOpenVMS AlphaあるいはOpenVMS Integrityシステムにシャド
ウセットをマウントしている場合は，このシャドウセットをOpenVMS VAXシス
テムにマウントすることができます。この互換性は仮想ユニット特性により維持
されます。

4.20 6メンバ・シャドウセットの下位互換性

V8.4

ストレージ制御ブロック (SCB)の新しい領域に拡張メンバーシップ・シャドウイン
グ機能のサポートに必要となる拡張メンバーシップ配列を保管します。このため，
コマンド行でメンバが指定されている場合 (すなわち最大 3メンバ)，あるいはメン
バが Index 0， 1，あるいは 2 (古い)スロットにある場合のみ，以前のバージョンの
OpenVMSシステムへの 6メンバ・シャドウセットのマウントが可能です。

以前のバージョンのOpenVMSでは，シャドウセットの再構築に使用され
る$MOUNT/INCLUDE修飾子は既存のメンバ・リストのみを見つけることが
でき， SCBの新しいメンバ領域は見つけることができません。このため， SCBの新
しい拡張メンバ領域のメンバはマウントしません。

4.21 WBEM ServicesおよびWBEM Providersに関する注意事項

ここでは，WBEMにおける既知の問題および制限事項について説明します。
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4.21.1 OpenPegasus 2.9ベースのWBEM Services for OpenVMS

WBEM Services for OpenVMS Version 2.9は， The Open Groupの Pegasusオー
プン・ソース・プロジェクトのOpenPegasus 2.9コード・ストリームをベースにし
ています。

4.21.2 OpenVMSゲストに対するWBEM Providersのサポート

V8.4

ゲストOSは仮想マシン上で実行されるので，OpenVMSゲスト上で実行中の
WBEM Providersは， CPU，メモリ，エンクロージャ，シャーシ，ファン，電源，
および管理プロセッサなどのWBEMインスタンス・データおよびイベントをサポー
トしません。これらは， VM Host OS上で実行中のWBEM Providersによってサポ
ートされます。

4.21.3 OpenVMS上でプロバイダをアンロードするには cimserver.exeを再起動す
る

cimprovider -rコマンドを入力した後は，プロバイダの置き換え処理を完了させるた
めに， cimserverを停止して再起動する必要があります (OpenVMSでは，動的にロ
ードされたイメージのアンロードはサポートしていません)。

4.21.4 コマンド行オプションは引用符で囲む

コマンド行オプションの大文字と小文字の区別を保持するには，次の例のように，必
ず引用符で囲んでください。
正:
$ cimmofl "-E" "--xml"
誤:
$ cimmof -E -xml

4.22 Monitorユーティリティの変更

OpenVMS Version 7.3-2以降，Monitorユーティリティ (MONITOR)にはいくつか
の変更が行われています。変更の大半は，記録ファイルのフォーマットの改良と，
クラス・データの追加に関するものです。これらの変更により，あるバージョンの
MONITORが収集したデータを他のバージョンで処理したときに，互換性の問題が発
生します。ここでは，これらの問題について説明します。
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4.22.1 Integrity VMにおけるゲスト・オペレーティング・システム

V8.4

OpenVMS Integrity Version 8.4は， Integrity Virtual Machines (Integrity VM)上
でゲスト・オペレーティング・システムとして動作することが可能です。OpenVMS
を Integrity VMシステム上のゲストとして実行している場合，Monitorユーティリ
ティはこのゲストが使用した総 CPU時間を示します。また，Monitorユーティリテ
ィは， Integrity VMによってゲストに割り当てられた総 CPU時間も示します。

これらの情報は，MONITOR MODESおよびMONITOR SYSTEM /ALLコマンドにより表示で
きます。システムがゲストとして実行中の場合は，上記のコマンドを実行すると
"Compatibility Mode"の代わりに "In use by Host"と表示されます。このフィール
ドは，他のゲストあるいは Integrity VMによって使用されており現在のゲストには
利用できない総 CPU時間として解釈されます。表示のスケールは，ホストに物理
的に搭載されている CPUの数ではなく，そのゲストで実際に構成されている vCPU
(Virtual CPU)の数をベースにします。

$ MONITOR MODES
OpenVMS Monitor Utility

+-----+ TIME IN PROCESSOR MODES
| CUR | on node VMSG7
+-----+ 5-FEB-2009 12:35:39.74

0 25 50 75 100
+ - - - - + - - - - + - - - - + - - - - +

Interrupt State |
| | | | |

MP Synchronization |
| | | | |

Kernel Mode |
| | | | |

Executive Mode |
| | | | |

Supervisor Mode |
| | | | |

User Mode 99 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
| | | | |

In use By Host 1 |
| | | | |

Idle Time |
+ - - - - + - - - - + - - - - + - - - - +

$ MONITOR SYSTEM/ALL
OpenVMS Monitor Utility

SYSTEM STATISTICS
on node VMSG9

5-FEB-2009 12:36:44.88

CUR AVE MIN MAX
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Interrupt State 0.00 0.12 0.00 0.33
MP Synchronization 0.00 0.00 0.00 0.00
Kernel Mode 0.00 0.06 0.00 0.50
Executive Mode 0.00 0.00 0.00 0.00
Supervisor Mode 0.00 0.00 0.00 0.00
User Mode 98.33 98.03 96.50 98.50
In use By Host 1.66 1.77 1.33 3.33
Idle Time 0.00 0.00 0.00 0.00
Process Count 25.00 24.72 24.00 25.00
Page Fault Rate 0.00 10.96 0.00 47.50
Page Read I/O Rate 0.00 0.96 0.00 3.16
Free List Size 46851.00 46945.54 46850.00 47105.00
Modified List Size 317.00 316.90 316.00 317.00
Direct I/O Rate 0.00 1.37 0.00 5.50
Buffered I/O Rate 1.00 2.68 0.66 9.83

注意

ゲストでMONITOR MODESおよびMONITOR SYSTEM /ALLコマンドを実行した時に表
示されるデータは，このゲストが仮想 CPUで消費した時間です。

4.22.2 MONITORデータのバージョン間での互換性

MONITORが収集するデータの本体はリリースごとに変更される可能性があるため，
あるバージョンで収集したMONITORデータを別のバージョンで必ず表示できると
は限りません。

リリース間での互換性の程度は，記録されているバイナリ・データをファイルから調
べるか (つまり，プレイバック)，他のクラスタ・ノードからの生データを調べるかに
より異なります。一般的に，記録されているデータをプレイバックする方法の方が，
生のリモート・データを監視する方法よりも互換性が高くなります。

4.22.3 記録ファイルからのデータのプレイバック

MONITORバイナリ・データが記録されている各ファイルは，MONITOR記録
ファイル構造レベル IDで識別されます。ファイルに対してDCLコマンドDUMP
/HEADER /PAGEを実行すると，この IDを表示できます。最近のいくつかの
MONITORバージョンと，それに関連する構造レベル IDを，次の表に示します。

オペレーティング・システムのバージョン
MONITOR記録ファイ
ル構造 ID

OpenVMS Version 7.3-2 (修正キットあり)1 MON32050

OpenVMS Versions 8.2, 8.2-1 (修正キットあり)1 MON01060

OpenVMS Version 8.3, 8.3-1H1, 8.4 MON01060

1これらの修正キットは，互換性を改善することのみを目的とした，推奨修正キットです。
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通常，単独のMONITOR記録ファイルをプレイバックするためには，構造レベル ID
の下 2桁が，実行中のMONITORのバージョンの下 2桁と一致しなければなりませ
ん。たとえば，OpenVMS Version 7.3-2を実行している場合は， Version 7.3-2のフ
ァイルはプレイバックできますが， Version 8.2のファイルはプレイバックできませ
ん。

ただし，MONITOR Version 8.2およびそれ以降は， "50"で終わる構造レベ
ル IDの記録ファイルを読み取るように特別に作成されています。さらに，
SYS$EXAMPLES内のMONITOR_CONVERT.Cというユーティリティは，
MONxx060ファイルをMON31050ファイルに変換します。これにより，変換後のフ
ァイルは， Version 8.2よりも前のバージョンで読み取ることができるようになりま
す。このプログラムの構築手順と実行手順については，MONITOR_CONVERT.Cを
参照してください。

ファイルのプレイバックが許可されている場合でも，ファイル内の一部のMONITOR
データ・クラスが利用できないこともあります。この現象は，新しいバージョンの
MONITORで作成されたファイルを，古いバージョンのMONITORでプレイバック
する場合に発生することがあります。

最後に，いくつかの記録ファイルからマルチファイル要約を作成するときには，すべ
てのファイルの構造レベル IDの 8文字すべてが一致しなければなりません。

4.23 新しいパラメータ

V8.3-1H1

本リリースでは，新しいGH_RES_CODE_S2パラメータをサポートします。このパ
ラメータは，常駐 64ビット S2スペースの常駐イメージ・コード粒度ヒント・リージ
ョンのサイズをページ単位で指定するのに使用します。

/SEGMENT=CODE=P2修飾子を指定してリンクしたイメージだけが，このリージ
ョンにコードを置くことができます。詳細については，『OpenVMS Linker Utility
Manual』および『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の INSTALLユーティリ
ティの説明を参照してください。

GH_RES_CODEには， AUTOGENおよび FEEDBACK属性があります。

4.24 SYS$LDDRIVERの制限事項

V8.2-1H1

SYS$LDDRIVER.EXEは，フリーウェアの擬似デバイス・ドライバです。これを
使うと，OpenVMSオペレーティング・システムで仮想ディスクが作成できます。
OpenVMS V7.3-1以降では，このドライバは SYS$COMMON:[SY$LDR]内に置か
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れ， CDRECORDまたは COPY/RECORDABLE_MEDIAを使った CDやDVDのマ
スタリングのためのソース仮想ディスクの作成をサポートしています。このフリーウ
ェアのドライバの使用はこの形式でのみサポートされています。これ以外での使用
は，下記のように規定された，フリーウェアの使用上の制限事項に該当します。

OpenVMS Freewareはそのままの状態で保証なしで提供されます。配布や再配布に
ついての制限はありません。弊社では，このソフトウェアについてのサービス，ソフ
トウェアの修正，および正常な動作に関する保証は行いません。

4.25 システム・パラメータCPU_POWER_MGMTのデフォルト値の
変更

V8.3-1H1

システム・パラメータ CPU_POWER_MGMTのデフォルト値が 1から 0 (すなわち
onから off)に変更されています。この変更により， IDLEからの中断あるいは CPU
の終了の遅延が改善されています。この値は，OpenVMSの将来のバージョンで再度
変更される可能性があります。

4.26 予約メモリ機能を使用するサテライト・システムのブート

V8.3-1H1

Integrityサテライト・システムで SYSMANの予約メモリ機能を使用するためには，
SYS$SYSTEM:VMS$RESERVED_MEMORY.DATAファイルのプロテクションが全
ユーザから READ+EXECUTEアクセス可能な状態でなければなりません。この設定
が行なわれていないと，サテライト・システムのブート時に次のような警告メッセー
ジが表示されます。

%VMS_LOADER-W-Warning: Unable to load file SYS$SYSTEM:VMS$RESERVED_MEMORY.DATA

サテライトに対するメモリ・リザベーションを追加するために SYSMANを実
行した後， SYS$MANAGER:CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行して，
VMS$RESERVED_MEMORY.DATAファイルに正しいプロテクションを設定してく
ださい。プロテクションを設定するには，クラスタ構成プロシージャのメイン・メニ
ューから次のメニューを選択してください。

3. CHANGE a cluster member’s characteristics.

「CHANGE」メニューから次のメニュー項目を選択します。

13. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.

What is the satellite name (leave blank to use a specific device and root)?
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メモリ・リザベーションを追加したシステムのサテライト名，あるいはサテライト・
ブート・デバイスと rootを入力します。将来のリリースでは SYSMANが修正されこ
の状況は発生しなくなります。

4.27 SCACPエラー・カウンタが再送エラーをレポートすることがあ
る

V8.3-1H1

システムの PEA0:デバイスが多数のエラーを表示する場合には，これらのエラーは
再送エラーであり，実際のエラーではありません。実際のエラーを確認するには，
SCACPユーティリティを使って PEA0チャネルで多数の再送が行われているか確認
し， LANCPユーティリティを使って， PEdriverが使っている LANデバイスで実
際のデバイス・エラーがあるか確認する必要があります。再送は行われているけれど
も，デバイス・エラーは発生していない場合には， PEA0:デバイス・エラーは再送
エラーであり，実際のエラーではない可能性があります。

4.28 Virtual Connect

ここでは Virtual Connectに関する注意事項について説明します。

4.28.1 フェールオーバと RECNXINTERVAL

V8.3-1H1

特に規模の大きいクラスタ環境の場合， Virtual Connect Managerのフェールオーバ
時間に余裕を持たせるために， RECNXINTERVALに省略時の値より 20は大きな値
を設定することが必要となります。

4.29 メディア使用前の INITIALIZE/ERASE

V8.3-1H1

ストレージ・メディアを初めて使用する前に，ストレージ・メディアに対してDCL
コマンド INITIALIZE/ERASEを実行することをお勧めします。このようにすること
で，別のオペレーティング・システムや診断ツールでそれまで使っていた古いデータ
を削除することができます。

このような古いデータがあった場合には，コンソール・コマンドの出力では，次の例
に示すように， 3つの疑問符 (???)で示されます。
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Shell> ls fs1:\

Directory of: fs1:\

00/00/07 19:16p 1,788,984,016 ???

00/00/80 12:00a 0 ???

2 File(s) 1,788,984,016 bytes

0 Dir(s)

この問題は，将来のリリースで修正される予定です。

4.30 Performance Data Collector for OpenVMS (TDC)

V8.4

OpenVMS Version 8.4をインストールすると， TDC_RT Version 2.3-20がインスト
ールされます。 TDC Version 2.3-20は，Multinetおよび TCPWare環境での評価は
行なわれていません。

4.31 システムのハングアップまたはクラッシュからの回復 (Integrity
のみ)

V8.2

システムがハングアップしたため，強制的にクラッシュさせたいときは，コンソール
から Ctrl/Pを押します。クラッシュ・ダンプの強制方法は， XDELTAがロードされ
ているかどうかによって異なります。

XDELTAがロードされている場合， Ctrl/Pを押すと，システムが XDELTAに入りま
す。システムは命令ポインタと，現在の命令を表示します。次の例のように，;Cを入
力することで XDELTAからクラッシュを強制できます。

$

Console Brk at 8068AD40

8068AD40! add r16 = r24, r16 ;; (New IPL = 3)

;C

XDELTAがロードされていない場合， Ctrl/Pを押すと，システムがプロンプ
ト‘‘Crash? (Y/N)’’で応答します。 Yを入力すると，システムがクラッシュします。こ
れ以外の文字を入力すると，システムでは何も起こりません。

4–28 システム管理に関する注意事項



システム管理に関する注意事項
4.32 Oracle 8iおよび 9iでの DECdtm/XA (Alphaのみ)

4.32 Oracle 8iおよび9iでのDECdtm/XA (Alphaのみ)

V7.3-2

DECdtm/XAを使用してOracle® 8i/9i XA準拠リソース・マネージャ (RM)のトラ
ンザクションを調整する場合は， XA switch (xaoswd)の動的登録は使用しないで
ください。動的登録をサポートしている Version 9.0.1.0.0のOracle共有ライブラ
リは，動作しません。必ず静的登録 XA switch (xaosw)を使用して，Oracle RMを
DECdtm/XA Veneerにバインドしてください。

DECdtm/XA V2.1 Gatewayは，クラスタ単位のトランザクション回復をサポートす
るようになりました。クラスタ単位のDECdtm Gateway Domain Logを使用するア
プリケーションのトランザクションは，単一ノード障害から回復できるようになりま
した。残りのクラスタ・ノードで実行されているゲートウェイ・サーバは，障害の発
生したノードの代わりに，トランザクション回復プロセスを起動できます。

4.33 デバイス・ユニットの最大数の増加

V8.2

以前のバージョンのOpenVMSでは， 10,000個を超えるクローン・デバイス・ユニ
ットを作成できませんでした。また，ユニット番号は， 9999の後は 0に戻っていま
した。このことは，メールボックスや TCPIPソケットなどの一部のデバイスにとっ
ては，制限事項となっていました。

OpenVMS Version 7.3-2からは，UCB$L_DEVCHAR2のDEV$V_NNMビットが
クリアされており，DEVICE_NAMINGシステム・パラメータのビット 2がクリア
されている場合，OpenVMSは最大 32,767個のデバイスを作成します。デバイス・
ドライバの変更は必要ありません。

しかし，最大のデバイス番号が 9999であるという前提でコーディングされているプ
ログラムやコマンド・プロシージャは，変更が必要になる場合があります。

4.34 EDIT/FDL:推奨バケット・サイズの変更

V7.3

OpenVMS Version 7.3より前のバージョンでは， EDIT/FDLの実行時に計算される
バケット・サイズ (最大バケット・サイズは 63)が，常に最も近いディスク・クラス
タのバウンダリに切り上げられていました。そのため，ディスク・クラスタ・サイズ
が大きい場合に，ファイルの元々のバケット・サイズは小さいが，バケット・サイズ
が必要以上に大きく切り上げられるという問題が発生することがありました。バケッ
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ト・サイズが大きくなるほど，レコードとバケット・ロックの争奪が増加し，性能に
大きく影響します。

OpenVMS Version 7.3以降では，推奨バケット・サイズを計算するためのアルゴリ
ズムが変更され，ディスク・クラスタが大きい場合に，より妥当なサイズが提案され
ます。

4.35 EFI$CPユーティリティ:使用は推奨できない

V8.2

OpenVMS EFI$CPユーティリティは，現在ドキュメント化されておらず，サポート
しないことになっています。このユーティリティは，使用しないでください。このユ
ーティリティ内で行われている一部の特権操作により，OpenVMS I64がブートでき
なくなることがあります。

4.36 Error Log Viewer (ELV)ユーティリティ: TRANSLATE/PAGEコ
マンド

V7.3-2

TRANSLATEコマンドで/PAGE修飾子を使用してレポートを参照している際にメッ
セージが通知された場合，表示が乱れることがあります。この問題を回避するには，
Ctrl/Wを使用して，表示をリフレッシュします。

メッセージが通知された直後に Ctrl/Zを押すと，プログラムが突然終了します。この
問題を回避するには，通知されたメッセージを越えてスクロールした後に Ctrl/Zを押
します。

4.37 クラスタ互換性パッチ・キット

V8.3

OpenVMS Version 8.2-1システムを既存のOpenVMS Clusterシステムに導入する場
合は，事前に旧バージョンのOpenVMSで動作しているシステムにいくつかのパッ
チ・キット (修正キット)を適用する必要があります。これらのキットは特定のバージ
ョンに対応していることに注意してください。

表 4–1にリストしたバージョンは，動作が保証された (warranted)構成でサポートさ
れます。動作が保証された構成についての詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2–1
for Integrity Servers Upgrade and Installation Manual』を参照してください。
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表 4–1 に，パッチ・キットを必要とする機能とパッチ・キットのファイル名をリ
ストします。各パッチ・キットには対応する readme ファイルが付属しています。 
readme ファイルの名前はパッチ・キットの名前にファイル拡張子.README を付加
した形式になっています。

パッチ・キットは次の Web サイトからダウンロードすることができます。または，
弊社のサポート担当に連絡して，ご使用中のシステムに適したメディアに格納された
パッチ・キットを入手してください。

www2.itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do

注意

パッチ・キットは必要に応じて定期的に更新されます。必ず，機能ごとの最
新のパッチ・キットを使用してください。バージョン番号はキットの readme
ファイルに記載されています。各キットの最新バージョンは，Webサイトで
提供されているバージョンです。

表 4–1 クラスタ互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ・キットのファイル名

OpenVMS Alpha Version 7.3-2

ここにリストされているパッチ・
キットを除く大部分のパッチ・キ
ットを含むアップデート・キット

VMS732_UPDATE-V0600

C RTL VMS732_ACRTL-V0100

ドライバ VMS732_DRIVER-V0200

PCSI VMS732_PCSI-V0100

OpenVMS Alpha Version 8.2

VMS82A_UPDATE-V0200

DECnet-Plus for OpenVMS
Alpha ECO1

DNVOSIECO01_V821

OpenVMS I64 Version 8.2

VMS82I_UPDATE-V0200

1ご使用中の構成でこのソフトウェアを使用している場合には，このキットが必要です。

4.37.1 クラスタの互換性のために必要なパッチ・キット

V8.2
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OpenVMS Version 8.2 (またはそれ以降の) システムを既存の OpenVMS Cluster シ
ステムに導入する前に，以前のバージョンの OpenVMS を実行しているシステムに，
パッチ・キット (修正キットとも呼ばれます) を適用しなければなりません。 Fibre 
Channel， XFC，または Volume Shadowing を使用している場合は，追加のパッ
チ・キットも必要です。これらのキットは，各バージョンに固有のものです。

表 4–2 に示されているバージョンは， warranted サポート構成でも， migration サ
ポート構成でもサポートされます。これらの構成についての詳細は，『OpenVMS 
Cluster システム』または『HP OpenVMS V8.3 インストレーション・ガイド[翻訳
版]』を参照してください。

表 4–2 に，パッチ・キットの適用が必要な機能と，そのパッチ ID 名を示します。各
パッチ・キットには，同じ名前の，対応する readme ファイルがあります (ファイル
拡張子は.README です)。

次の Web サイトから，パッチ・キットをダウンロードしてください (「software 
patches」オプションの OpenVMS を選択します)。または，弊社のサポート担当者に
連絡して，ご使用のシステムに合ったメディアでパッチ・キットを入手してくださ
い。

h18007.www1.hp.com/support/files/index.html

注意

パッチ・キットは，必要に応じて，定期的にアップデートされます。各機能
に対する最新のパッチ・キット (キットの readmeファイルにバージョン番号
が示されています)を必ず使用してください。各キットの最新バージョンは，
Webサイトに掲載されているバージョンです。

表 4–2 クラスタの互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ ID

OpenVMS Alpha Version 7.3-2

この項に示されているパッチ・キットを除く，すべ
てのパッチ・キットを持つアップデート・キット

VMS732_UPDATE-V0600

OpenVMS VAX Version 7.3 1

Audit Server VAXAUDS01_073

Cluster VAXSYSL01_073

DECnet-Plus VAX_DNVOSIECO04-V73

DECwindows Motif VAXDWMOTMUP01_073

1クラスタ内で VAXシステムを使用する際の運用ガイドについては，第 4.18.3項を参照してください。

(次ページに続く)

4–32 システム管理に関する注意事項

kubashim
取り消し線



システム管理に関する注意事項
4.37クラスタ互換性パッチ・キット

表 4–2 (続き) クラスタの互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ ID

OpenVMS VAX Version 7.3 1

DTS VAXDTSS01_073

Files 11 VAXF11X02_073

MAIL VAXMAIL01_073

MIME VAXMIME01_073

MOUNT VAXMOUN01_073

RMS VAXRMS01_073

RPC VAXRPC02_073

Volume Shadowing VAXSHAD01_073

System VAXSYS01_073

1クラスタ内で VAXシステムを使用する際の運用ガイドについては，第 4.18.3項を参照してください。

VAXシステムは I64システムと同じクラスタに含めることはできませんのでご注意く
ださい。クラスタ内で保証されている組み合わせの詳細については『HP OpenVMS
V8.3インストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

4.37.2 Fibre Channelおよび SCSIマルチパスと，他社製品との非互換性を修正す
る API

V7.3-2

システムと， SCSIデバイスまたは Fibre Channelデバイスの間に存在する複数の
パス間でのフェールオーバをサポートするマルチパス機能は，OpenVMS Alpha
Version 7.2-1で導入されました。OpenVMS Alpha Version 7.3-1では， Fibre
Channelマルチパス・テープ・デバイス間でのフェールオーバのサポートが導入され
ました。

このマルチパス機能は，他社のディスク・キャッシング，ディスク・シャドウイン
グ，または類似の機能を持つ製品との互換性がないことがあります。この機能がソフ
トウェアの製造元でサポートされるようになるまでは，そのようなソフトウェアを，
マルチパス・フェールオーバ用に構成された SCSIデバイスまたは Fibre Channelデ
バイスでは使用しないでください。

OpenVMS Alpha SCSIディスク・クラス・ドライバ (SYS$DKDRIVER.EXE)，
OpenVMS Alpha SCSIテープ・クラス・ドライバ (SYS$MKDRIVER.EXE)，また
は SCSI汎用クラス・ドライバ (SYS$GKDRIVER)のDriver Dispatch Table (DDT)
の変更に依存している他社製品で SCSIマルチパス機能が正常に動作するようにする
には，製品を変更する必要があります。
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このようなソフトウェアの作成者は，OpenVMS Alpha Version 7.3-2で導入された
DDT Intercept Establisherルーチンを使用して，ソフトウェアを変更できるように
なりました。これらのルーチンの詳細は，『HP OpenVMS Alpha Version 7.3–2新
機能説明書』を参照してください。

注意

他社製のディスク・キャッシュ製品や，ディスク・シャドウイング・アプリ
ケーションを使用している場合は，アプリケーションがこれらの新しいルー
チンを使用するように改訂されるまで，OpenVMS SCSIマルチパス構成や
Fibre Channelマルチパス構成でこれらの製品を使用しないでください。

OpenVMS Alpha SCSIマルチパス機能と Fibre Channelマルチパス機能の詳細は，
『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照してください。

4.37.3 DDT Intercept Establisherルーチンとデバイス構成通知結果

V8.3

一部のルーチンは，正しく動作するために，パッチ・キットを必要とします。必要な
パッチ・キットを使用せずにこれらのルーチンを使用すると，システムがハングまた
はクラッシュしたり，データが破壊されるおそれがあります。また，弊社ではこのよ
うな使用はサポートしていません。

これらのルーチンについての詳細は，『HP OpenVMS Alpha Version 7.3–2新機能
説明書』を参照してください。

4.37.4 CIと LANとの間の回線切り替えによるクラスタの性能の低下

V7.3-1

CIと，複数の FDDI， 100 Mb/sまたはGb/sのイーサネット・ベースの CIRCUITの
両方を含むOpenVMS Cluster構成では， SCS接続が CI回線と LAN回線の間を約
1分単位で移動することがまれにあります。この頻繁な回線の切り替えが原因で，ク
ラスタの性能が低下したり，シャドウ・セット・メンバのマウント確認が行われる場
合があります。

PEdriverでは，数秒間継続している LAN輻輳を検出し，対処することができます。
LANパスでの遅延時間の大幅な増加やパケットの損失が検出されると， PEdriverは
そのパスを使用しなくなります。パスの性能が回復したことが確認されると，そのパ
スを再度使用するようになります。

限界条件下では， LANパスにクラスタ・トラフィックで使用する負荷が追加される
と，遅延やパケットの損失が容認できる限界を超える場合があります。クラスタの負
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荷が取り除かれると，パスの性能は再度使用できる状態まで回復できる場合がありま
す。

LAN回線の負荷クラスに限界 LANパスを割り当てると，その回線の負荷クラスが
増加して CIの負荷クラス値 140を超えて限界パスが対象となる場合 (また，反対に
LAN回線の負荷クラスが減少して 140を下回り限界パスが除外される場合)に， SCS
接続は CI回線と LAN回線の間を移動します。

LAN回線と CI回線間の接続の移動を確認するには， CONNECTIONクラスと
CIRCUITSクラスを追加した SHOW CLUSTERを使用します。

回避方法
接続の移動が頻繁に行われている場合は，次のいずれかの回避方法を使用してくださ
い。

• SCACPまたは Availability Managerを使用して，使用する回線またはポートに
より高い優先順位を割り当て，自動的な接続割り当てと移動を無効にします。

SCACPコマンドの例を次に示します。

$ MC SCACP
SCACP> SET PORT PNA0 /PRIORITY=2 ! This will cause circuits from local

! CI port PNA0 to be chosen over
! lower priority circuits.

SCACP> SET PORT PEA0 /PRIORITY=2 ! This will cause LAN circuits to be
! chosen over lower priority circuits.

• SCACP SHOW CHANNELコマンドを使用して，使用の切り替えが行われてい
るチャネルを確認します。次に， SCACPを使用して，特定のチャネルに目的の
チャネルよりも低い値を割り当てて，そのチャネルを明示的に除外することもで
きます。たとえば，次のように指定します。

SCACP> SET CHANNEL LARRY /LOCAL=EWB/REMOTE=EWB /PRIORITY=-2

max，max-1の範囲内にある CHANNELおよび LANデバイスの優先順位値は等
価とみなされます。つまり，この両方のデバイスに，最大優先順位値が指定され
ているものとみなされます。チャネルまたは LANデバイスを使用対象から外す場
合は，優先順位値に 2以上の差をつける必要があります。

4.37.5 マルチパス・テープ・フェールオーバの制限事項

V7.3-1

Fibre Channelマルチパス・テープ・セット内の 1つのデバイスで INITIALIZEコマ
ンドを実行している間は，そのセットの別のメンバへマルチパス・フェールオーバを
実行できません。別のマルチパス・テープ・デバイスが初期化されている間に，現在
のパスで障害が発生した場合は，テープ・デバイスが機能しているパスへフェールオ
ーバした後に， INITIALIZEコマンドを再試行してください。
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この制限は，今後のリリースで無くなる予定です。

4.37.6 SCSIマルチパス媒体チェンジャでは自動フェールオーバは行われない

V7.3-1

Fibreと SCSI間のテープ・ブリッジを使用して Fibre Channelに接続されている
SCSI媒体チェンジャ (テープ・ロボット)向けのOpenVMS Alpha Version 7.3-1
以降には，パスの自動切り替えが実装されていません。そのようなデバイスに対し
ては複数のパスを構成できますが，別のパスに切り替える場合は， SET DEVICE
/SWITCHコマンドを使用してパスの手動切り替えを使用する方法しかありません。

この制限は，今後のリリースで無くなる予定です。

4.38 OpenVMS Galaxy (Alphaのみ)

ここでは，OpenVMS Galaxyシステムに関する注意事項について説明します。

OpenVMS Galaxyがサポートされているのは，OpenVMS Alphaシステムだけで
す。

4.38.1 Galaxyの定義

V8.2

『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』は，このリリースで
はアップデートされていません。ここでは，前後関係により異なる，Galaxyという
言葉の定義を詳しく説明します。

表 4–3 Galaxyの定義

Galaxyが使われる
文脈 説明

ライセンス 1台のコンピュータで OpenVMSの複数のインスタンスを作成および実
行するために必要です。このライセンスがないと， 1台のコンピュータ
で実行できる OpenVMSのインスタンスは 1つだけです。

(次ページに続く)
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表 4–3 (続き) Galaxyの定義

Galaxyが使われる
文脈 説明

システム・パラメ
ータ

メモリ共用を設定します。 GALAXYに 1を設定すると，ハード・パー
ティションにそのパラメータが設定されている OpenVMSインスタン
スで，ハード・パーティション内の複数のソフト・パーティション間で
メモリを共用することを指定します (1つのハード・パーティション内
で 3つ以上のソフト・パーティションを実行でき，そのすべてではメモ
リを共用したくない場合があります)。このパラメータでは，ノードで
共用メモリを使用するかどうかだけを指定します。連携して動作する
OpenVMSの複数のインスタンスを実行するためにこのパラメータを使
用する必要はありません。メモリの共用のための設定は，コンソールで
希望の構成ツリーを設定することで実現できます。 GALAXYに 0を設
定すると，メモリは共用されません (デフォルト)。

ソフト・パーティ
ション

CPUの移動， APIの使用，メモリの共用などが可能なように，複数の
OpenVMSインスタンスを 1台のコンピュータ内で連携させて動作させ
ることができるようにします。プラットフォームのパーティショニング
機能により，リソースを複数のソフト・パーティションに分けることが
でき，それぞれのパーティションで OSのインスタンスを実行すること
ができます。ソフト・パーティションは，その中で実行されている OS
インスタンスが参照および使用することができる，リソースのサブセッ
トです。

4.39 セル型システムでの複数のnPartition

V8.2-1
HP Integrity rx7620，HP Integrity rx8620，HP Integrity Superdomeなどのサー
バに複数の nPartitionを構成し，マルチ・オペレーティング・システム環境で動作さ
せ，そのうち 1つの nPartitionでOpenVMSを動作させる場合，OpenVMSのブー
ト時に他のオペレーティング・システムのいずれかが SEL (システム・イベント・ロ
グ)にエラーまたはイベントを記録することがあります。OpenVMSは FRU (Field
Replaceable Unit)テーブルの生成が完了するまで SELを保持し続けるため，それが
原因で，他のオペレーティング・システムがエラーまたはイベントを記録することが
あります。

4.39.1 ES40上のGalaxy:非圧縮ダンプの制限事項

恒久的制限事項

AlphaServer ES40 Galaxyシステムでは，インスタンス 1のメモリが 4 GB (物理)以
上から始まっている場合，インスタンス 1から raw (非圧縮)ダンプを書き出すことは
できません。代わりに，圧縮ダンプを書き出さなければなりません。
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4.39.2 ES40上のGalaxy: Fast Pathの無効化

恒久的制限事項

AlphaServer ES40システムでGalaxyを使用する場合，インスタンス 1で Fast
Pathを無効化する必要があります。そのためには，そのインスタンスで SYSGENパ
ラメータ FAST_PATHを 0に設定します。

インスタンス 1で Fast Pathを無効化しないと，インスタンス 0のリブート時にイン
スタンス 1での入出力がハングします。この状態は， PCIバスをリセットし，インス
タンス 1をリブートするまで続きます。共有する SCSIまたは Fibre Channelがある
場合，共有ノードでの入出力がハングし，これらのデバイスへのすべてのパスが無効
になります。

4.40 OpenVMS RegistryはVersion 2フォーマットのデータベースを
壊すことがある

V7.3-2

キー・ツリーに揮発性のサブキーを 8個以上作成して，スタンドアロン・システ
ムやクラスタをリブートした場合，リブート後にサーバが起動すると，OpenVMS
Registryサーバは， Version 2フォーマットの Registryデータベースを壊すことがあ
ります。

この問題を回避するには，以下のいずれかを実行します。

• 揮発性のキーを使用しない。

• Version 1フォーマットのデータベースを使用する。

Advanced Server for OpenVMSと COM for OpenVMSは，揮発性のキーを作成し
ません。

4.41 システム・パラメータ

ここでは，システム・パラメータに関する注意事項について説明します。

4.41.1 新しいシステム・パラメータ

V8.3

新しいシステム・パラメータについては，『HP OpenVMS V8.3新機能説明書』を参
照してください。
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4.41.2 廃止されたシステム・パラメータ

V8.3

以下のシステム・パラメータは，OpenVMS Version 8.3で「廃止」扱いになりまし
た。

• SMP_CPUS

• SMP_CPUSH

• IO_PREFER_CPU

• IO_PREFER_CPUS

• NPAG_AGGRESSIVE

• NPAG_GENTLE

• SCH_CTLFLAGS

• SHADOW_REC_DLY

• TTY_SILOTIME

• BALSETCNT

• BREAKPOINTS

• MMG_CTLFLAGS

• MULTITHREAD

• NISCS_MAX_PKTSZ

• NISCS_PORT_SERV

• SECURITY POLICY

• SHADOW_HBMM_RTC

• SHADOW_PSM_RDLY

• SHADOW_SYS_DISK

• WBM_MSG_UPPER

以下の新しいパラメータで，それぞれ該当する以前のパラメータが置き換えられてい
ます。

• SMP_CPU_BITMAP

• IO_PRCPU_BITMAP

これらの新しいシステム・パラメータについての詳細は，『OpenVMSシステム管理
ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』またはオンライン・ヘルプを参照して
ください。
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4.41.3 システム・パラメータの変更

V8.4

OpenVMS Version 8.4では，以下のシステム・パラメータが変更されました。

• AUTO_DLIGHT_SAV - now dynamic

• MULTITHREAD - now dynamic

V8.3

OpenVMS Version 8.3で以下のシステム・パラメータが変更されています。

• BALSETCNT -説明が変更されました。

• BREAKPOINTS -動的になりました。

• MMG_CTLFLAGS -追加のビットが定義され，言い回しが変更されました。

• MULTITHREAD - I64のサポートが追加されました。

• NISCS_MAX_PKTSZ -言い回しが変更されました。

• NISCS_PORT_SERV -ビット定義が変更されました。

• SECURITY POLICY -ビット 13および 14が定義されました。

• SHADOW_SYS_DISK -言い回しが変更されました。

• WBM_MSG_UPPER -デフォルトが変更されました。

これらのパラメータについての詳細は，オンライン・ヘルプまたは『OpenVMSシス
テム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

4.42 Terminal Fallback Facility (TFF)

V8.2

OpenVMS Alphaシステムの Terminal Fallback Facility (TFF)には，フォールバッ
ク・ドライバ (SYS$FBDRIVER.EXE)，共有イメージ (TFFSHR.EXE)， Terminal
Fallbackユーティリティ (TFU.EXE)，フォールバック・テーブル・ライブラリ
(TFF$MASTER.DAT)が含まれます。

注意

ユーザが呼び出し可能なインタフェースとして公開されているものではない
ため， TFFSHRは IMAGELIBから削除されています。ただし，イメージは現
在でも SYS$LIBRARY:ディレクトリにあります。
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TFFを起動するには，次のように SYS$MANAGERにある TFFスタートアップ・コ
マンド・プロシージャを起動します。

$ @SYS$MANAGER:TFF$SYSTARTUP.COM

フォールバックを有効にしたり，フォールバック属性を変更するには，次のように
Terminal Fallbackユーティリティ (TFU)を起動します。

$ RUN SYS$SYSTEM:TFU
TFU>

端末に対するデフォルトのフォールバックを有効にするには，次のDCLコマンドを
入力します。

$ SET TERMINAL/FALLBACK

OpenVMS Alpha TFFは，次の点でOpenVMS VAX TFFと異なります。

• Alphaシステムでは， TFFフォールバック・ドライバの名前は
SYS$FBDRIVER.EXEです。 VAXシステムでは， TFFフォールバック・
ドライバの名前は FBDRIVER.EXEです。

• Alphaシステムでは， TFFは 16ビット文字のフォールバックを処理できます。
OpenVMS Alphaフォールバック・テーブル・ライブラリ (TFF$MASTER.DAT)
には， VAXライブラリより 4つ多い 16ビット文字テーブルが含まれます。
表 4–4に，これらの追加テーブルを示します。

表 4–4 TFF文字フォールバック・テーブル

テーブル名 ベース 説明

BIG5_HANYU BIG5 BIG5を CNS 11643 (SICGCC)端末/プリンタへ

HANYU_BIG5 CNS CNS 11643 (SICGCC)を BIG5端末/プリンタへ

HANYU_TELEX CNS CNS 11643をMITAC TELEX-CODE端末へ

HANGUL_DS KS KSを DOOSAN 200端末へ

これらのテーブルは主にアジア地域で使用されます。また，このテーブルの形式
は， 16ビット文字フォールバックのサポートのために変更されています。

• Alphaシステムでは， TFUコマンド SHOW STATISTICSはフォールバック・ド
ライバ (SYS$FBDRIVER.EXE)のサイズを表示しません。

RT 端末は TFF ではサポートされません。

Terminal Fallback Facility の詳細については， OpenVMS ドキュメント Web サイト
で，アーカイブ扱いになった『OpenVMS Terminal Fallback Utility Manual』を参
照してください。

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=a00058693en_us
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このマニュアルを参照するには，左側のサイドバーに表示されている‘‘Archived
documents’’をクリックしてください。

4.43 User Environment Test Package (UETP) (Integrityのみ)

V8.2

User Environment Test Package (UETP)を使用する際には，以下の点に注意が必要
です。

• ロード・フェーズ中に，UETMEMY01でアクセス・バイオレーションが時折発
生します。これによって，実行が終了したり，実行結果の有効性に影響を与える
ことはありません。UETPは，それでも利用可能で，正しい結果を出力します。

• デバイス・フェーズは現在，アクセス・バイオレーションが発生して実行が完了
しません。

• DECnetフェーズは問題なく動作します。クラスタ・フェーズは，まだテスト中
です。このフェーズは問題なく動作しているように見えますが，何点か注意事項
があります。また，他のシステムの名前が正しく出力されません。

4.44 推奨するキャッシュ方式

恒久的制限事項

Virtual I/Oキャッシュ (VIOC) (別名VAX Clusterキャッシュ (VCC))は，OpenVMS
Integrityでは利用できません。OpenVMS Integrityでは， SYSGENパラメータの
VCC_FLAGSに 1を設定しても， 0を設定したのと同じになります。したがって，キ
ャッシュはロードされません。

Alphaシステムと Integrityシステムの両方でお勧めできるキャッシュ方式は，拡張
ファイル・キャッシュ (XFC)です。 XFCの詳細は『OpenVMSシステム管理者マニ
ュアル』を参照してください。

OpenVMS Alphaの将来のリリースでは， VIOCはサポートされなくなります。

4.45 OpenVMSのAnalyzeユーティリティ

ここでは， Analyzeユーティリティに関する注意事項について説明します。
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4.45.1 フォーマットされたシンボル・ベクタがデータ・セグメントに正しく表示
される

これまでは，シンボル・ベクタ要約情報には，シンボル・ベクタが存在するセグメン
トが表示されず，ダイナミック・セグメント内のシンボル・ベクタだけがフォーマッ
トされていました。

この問題は，OpenVMS V8.3-1H1で修正されました。シンボル・ベクタが存在する
データ・セグメントでは，フォーマットされたシンボル・ベクタが表示されるように
なりました。フォーマットされたシンボル・ベクタはデータに埋め込まれ，データの
ダンプ内に表示されます。

同一データを 2度フォーマッティングするのを避けるために，ダイナミック・セグ
メントではシンボル・ベクタは表示されなくなりました。シンボル・ベクタを簡単
にフォーマットできるようにするために，/SEGMENT修飾子に対して SYMBOL_
VECTORキーワードが使用できるようになりました。このキーワードを指定する
と，結果の出力にはフォーマットされたシンボル・ベクタだけが表示されます。周り
のデータは表示されません。すべてのデータをフォーマットして表示するには，番号
を使ってセグメントを選択してください。

以前のコマンド/SEGMENT=DYNAMICと同等のシンボル・ベクタの出力が必要な
場合には，/SEGMENT=(DYNAMIC,SYMBOL_VECTOR)修飾子を使ってくださ
い。

要約情報には，シンボル・ベクタが存在するデータ・セグメントの名前が表示されま
す。

4.45.2 トランスファー・アレイがデータ・セグメント内にフォーマットされるよ
うになった

これまでは，セグメント番号または ALLキーワードのいずれかを使って，トランス
ファー・アレイが存在するデータ・セグメントを選択しても，トランスファー・アレ
イはフォーマットされませんでした。トランスファー・アレイについての情報は，要
約にのみ表示されていました。

この問題は，OpenVMS Version 8.3-1H1で修正されました。

フォーマットされたトランスファー・アレイがデータ・セグメント内に表示されるよ
うになりました。
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4.45.3 システム・バージョン・アレイがダイナミック・セグメント内にフォーマ
ットされるようになった

システム・バージョン・データはダイナミック・セグメント内にあります。これまで
は，セグメント番号， ALLまたはDYNAMICのキーワードのいずれかを使って，ダ
イナミック・セグメントを選択しても，システム・バージョン・アレイは表示されま
せんでした。システム・バージョン・アレイについての情報は，要約にのみ表示され
ていました。

この問題は，OpenVMS Version 8.3-1H1で修正されました。

フォーマットされたシステム・バージョン・アレイがダイナミック・セグメント内に
表示されるようになりました。

4.45.4 /SEGMENT修飾子の機能拡張

ダイナミック・セグメント用の/SEGMENT修飾子が，機能拡張されました。
Analyzeは，/SEGMENT=DYNAMIC修飾子でキーワードを受け付けるようにな
り，カスタマイズされた情報が表示できるようになりました。選択可能な情報に対す
るキーワードは，以下のとおりです。

• ALL - (省略時の指定)ダイナミック・セグメントのすべての部分をフォーマット

• TAGS -タグ・アレイをフォーマット

• IMAGE_STRINGS -指定したイメージの文字列をフォーマット

• RELOCATIONS -イメージの再配置情報をフォーマット

• FIXUPS -イメージのフィックスアップをフォーマット

• SYSTEM_VERSION_ARRAY -システム・バージョン・アレイをフォーマット

省略時の指定である/SEGMENT=ALLは，すべてのイメージ情報をフォーマットし
ます。

TAGSキーワードを使ったフォーマッティングには必要なイメージの名前が含まれる
ため，名前を表示するために IMAGE_STRINGSを指定する必要はないことに注意し
てください。

4.45.5 セクション・エスケープ機能のサポート

OpenVMS V8.3では， Analyzeユーティリティは， 65,280を超えるセクションを持
つオブジェクト・モジュールを解析すると，完了しませんでした。セクション・ヘッ
ダ・テーブルの表示で，ループに陥っていました。

この問題は，OpenVMS V8.3-1H1で修正されました。
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4.46 OpenVMSの INSTALLユーティリティ (S2空間に常駐イメージ
をインストールする)

INSTALLユーティリティは，常駐イメージのコード・セグメントを 64ビット S2ア
ドレス空間へインストールする機能をサポートするようになりました。ただしすべて
のコードが，完全な 64ビット・アドレス空間 (P2または S2)で実行できるわけでは
ありません。たとえば，例外を処理するためには，コードは 64ビット PCに対応し
ていなければなりません。また，一部のコンパイラでは， 64ビット・アドレス空間
用のコードを生成するときには，/POINTER_SIZE=64コマンド修飾子を指定する必
要があります。

対応していないコードを S2空間にマッピングするのを避けるために， INSTALLユ
ーティリティは，省略時の指定では，コード・セグメントを S0/S1空間にマッピング
します。 INSTALLユーティリティが常駐イメージのコード・セグメントを S2空間
にマッピングするのは，以下の条件が満たされた場合だけです。

• 開発者がイメージをリンクする際に/SEGMENT_ATTRIBUTE=CODE=P2修飾子
を使うことにより，コードが 64ビット対応であることを明示的に指定した場合。

• S2空間の常駐コード領域に，コード・セグメントをマッピングできるだけの大
きさの割り当て済みの空間がある場合。領域のサイズは，システム・パラメータ
GH_RES_CODE_S2 (ページ数)で決まります。省略時の値は 0です。つまり，デ
フォルトでは， 64ビット対応の常駐イメージであっても，コードは S0/S1空間に
マッピングされます。
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5
プログラミングに関する注意事項

この章では，OpenVMSシステムでのアプリケーション・プログラミングとシステ
ム・プログラミングに関する注意事項について説明します。

5.1 lib$routines.hファイルにおけるプロトタイプ宣言の修正

V8.4

lib$routines.hで宣言されているプロトタイプ lib$stat_vm_64は，定義と一致するよ
うに修正されています。

#ifdef __NEW_STARLET
unsigned int lib$stat_vm_64(

__int64 *code,
unsigned __int64 *value_argument);

#else /* __OLD_STARLET */
unsigned int lib$stat_vm_64(__unknown_params);
#endif /* #ifdef __NEW_STARLET */

5.2 シンボリック・デバッガ

V8.4

OpenVMS Alpha Version 8.4では，ブレークポイントを設定した際，デバッガは
FORTRAN関数と，別のコンパイル・ユニットで同じ名前で宣言された変数とを見分
けることができません。

5.3 Cランタイム・ライブラリ

OpenVMS Version 8.3-1H1で修正された問題は，以下のとおりです。

• ランタイム・ライブラリには，解放したメモリにアクセスして，その結果を使っ
てポインタを進めるという不完全なコードがありました。マルチスレッド・コー
ドでは，元のスレッドがポインタを進める前に別のスレッドがそのメモリを再利
用する可能性がありました。この問題は，ポインタを解放する前にアクセスする
ようにアップデートすることによって解決されました。
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• 新しいプロセス・ワイドの例外処理モード (pure_unix)が導入されました。こ
のモードでは，非 C++例外 (OpenVMSコンディションとも呼ばれる)が C++
のキャッチオール・ハンドラで捕捉されることはありません。このモードは，
cxxl$set_condition(condition_behavior)に pure_unix引数を付けて呼び出すこと
によって要求できます。

cxxl$set_condition(pure_unix);

condition_behavior enum declared in <cxx_exception.h> header
has been extended to include pure_unix member.

次のサンプル・プログラムを例に， pure_unixモードの動作を説明します。
このプログラムは， ACCVIOでクラッシュするように記述されています。
cxxl$set_condition( )の呼び出しをコメント・アウトした場合には，プログラムは
"caught"を出力して終了します。

#include <stdio.h>
#include <cxx_exception.h>

void generateACCVIO() { *((int*)0) = 0; }

int main() {
cxxl$set_condition(pure_unix);
try {
generateACCVIO();

}
catch(...) {
puts("caught");

}
}

注意

この新機能を使うためには，新バージョンの cxx_exception.hを使用する必
要があります。これは V7.3以降のコンパイラに付属している CXXL$ANSI_
DEF.TLBファイルに含まれています。

• ランタイム・ライブラリは，関数内で記憶域の存続期間が自動的に決まるオブジ
ェクトが定義されていると，捕捉した例外によって関数が終了したときに，オブ
ジェクトの破棄に失敗することがありました。この問題は修正されました。

• シグナルの捕捉を有効にしている場合，ランタイム・ライブラリを使うと，ス
レッド・キャンセル・シグナル (CMA$_ALERTED)とスレッド終了シグナル
(CMA$_EXIT_THREAD)を，それぞれタイプ CXXL$PTHREAD_CANCEL
(または CX6L$PTHREAD_CANCEL)と CXXL$PTHREAD_EXIT (または
CX6L$PTHREAD_EXIT)へのポインタまたは参照を使って，キャッチ・ハンド
ラで捕捉できるようになりました。新しいタイプではこれらのシグナルは排他的
に捕捉されます。
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注意

この新機能を使うためには，新バージョンの cxx_exception.hを使用する必
要があります。これは V7.3以降のコンパイラに付属している CXXL$ANSI_
DEF.TLBに含まれています。

• C++ RTLでは，最近の CRTLの変更に合わせて， SIGTRAPの内部マッピングが
SS$_BREAKから SS$_TBITに変更されました。

• C++ RTLでは，デストラクタがスタックをアンワインドしているときに例外が発
生すると，デストラクタが例外で終了していなくても， std::terminate( )を呼び出
していました。この問題は修正されました。

• C++ RTLは， C++例外の処理中に外部例外 (たとえば，非 C++ OpenVMSコン
ディション)が発生すると， std::terminate( )を呼び出していました。この動作
は，発生したOpenVMSコンディションによってスタックのアンワインドが必要
になる場合にのみ std::terminate( )を呼び出すように修正されました。

• OpenVMSコンディションは C++キャッチ・ハンドラで捕捉できるため， C++
RTLはそのコンディションを C++例外の表現に合った内部形式に変換します。
この変換により，トレースバックの際に誤った情報が表示されることがありまし
た。この問題は修正されました。

以下の問題は，今回のバージョンの C++ Library (V7.3以降のコンパイラ)で修正さ
れました。

• http://issues.apache.org/jira/browse/STDCXX-397で説明されているよう
に，<algorithm.cc>ヘッダ内の_ _introsort_loop( )関数にはバグがありました。
すなわち，特定の入力シーケンスで， std::sortの性能が低下することがありま
した。詳細は， http://issues.apache.org/jira/browse/STDCXX-397にある問題
STDCXX-397に対する Apacheの追跡情報を参照してください。

このバグは修正されました。ただし，特定の入力シーケンスでは，この修正によ
り std::sortの動作が変わることがあります。つまり，同等の順位を持つエレメ
ントがソート結果のシーケンス内で置かれる相対的位置が変わることがありま
す。この動作上の変化は， std::stable_sortとは異なり， std::sortでは同等の順
位を持つ特定のエレメントの相対的順序を保証していないため許容することは
できますが， std::sortの従来の動作に依存しているアプリケーションが正常に
動作しなくなる可能性があります。このような状況を避けるために，この修正
は_ _RW_FIX_APACHE_STDCXX_397マクロで条件付けられており，このマク
ロを定義してプログラムをコンパイルした場合にのみ，この修正が有効になりま
す。

• 標準GNUモードでコンパイルすると，ライブラリは_RWSTD_NO_IMPLICIT_
INCLUSIONマクロを定義するようになりました。この変更により，ライブラ
リ・ヘッダに対応するテンプレート定義ファイルがインクルード (#include)され
るようになりました。これは，標準GNUモードでは暗黙的な#includeが無効に
なっているために必要になります。
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この変更を行う前は，以下のプログラムは，標準GNUモードでコンパイルする
と，未定義シンボルをリンクしていました。

#include <vector>

int main() {
std::vector<int> v;
v.push_back(0);

}

• C++規格の第 27.6.1.3項[lib.istream.unformatted]によれば， std::basic_istream
クラスの以下の getメンバ関数は，空行の場合のように，文字が何も含まれてい
ない場合には， setstate(failbit)を呼び出すことになっています。 I64システムで
はこの関数は failbitを設定していましたが， Alphaシステムでは設定していませ
んでした。

istream_type& get(char_type *s, streamsize n, char_type delim);
istream_type& get(char_type *s, streamsize n);

5.4 プロセス/アプリケーションがハングする

lib$find_image_symbolランタイム・ライブラリ・ルーチンの LIBRTLドキュメント
には，以下の制限事項が適用されます。

pthread (またはそれよりも古い CMAスレッド・インタフェース)を使っている共用
可能イメージをアプリケーションでダイナミックにアクティベートしている場合に
は，メイン・イメージに pthread$rtlイメージをリンクする必要があります。

5.5 POSIXスレッドを使用しているプログラムでのAST実行要求の明
確化

V8.3-1H1

スレッド化されたプログラムで ASTを利用することができます。『Guide to the
POSIX Threads Library』の付録 B.12.5では，一般的な使用上の注意が説明されて
います。しかし，その説明では，アップコールを無効にした (省略時の設定)プログラ
ムでの AST実行要求の動作が明確ではありません。

アップコールを無効にしたプログラムでは，ユーザ・モードの ASTは， ASTの実行
が要求された時点で実行中のすべてのスレッドに割り込みます。したがって， AST
サービス・ルーチンでは，実行するコンテキストに前提 (スレッド ID，利用できるス
タック領域など)を設けることはできません。

また，このガイドの付録 B.12.5内の大部分の説明では，将来提供されるOpenVMS
のバージョンについて記載していることに注意してください。一般化された "per-
thread"やスレッドをターゲットとする ASTについての説明は，将来オペレーティン
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グ・システムが拡張される可能性があることを示しています。ただし，現在までのす
べてのOpenVMSリリースでは，ユーザ・モードの ASTは，総じてプロセスに対し
て要求されているものとして処理されています。

5.6 ディレクトリ・ファイルのRMS $PARSE検証

V8.3-1H1

OpenVMS V8.3から，$PARSEサービスは，ディレクトリ指定に該当するすべて
のディレクトリを検証して，ディレクトリ特性がセットされていることを確認する
ようになりました。以前のOpenVMSバージョンでは，.DIR拡張子を持つがディレ
クトリでないファイルにアクセスを試みると，必ずしも$PARSEサービスからではな
く，$OPENサービスからSS$_BADIRECTORYエラーが返されました。 V8.3から，エラー
は必ず$PARSEサービスから返されるようになりました。ただし，構文チェックだけ
の$PARSEについては除きます。

5.7 IOLOCK8を使わないFibreChannelポート・ドライバ

V8.3-1H1

多くの I/Oサブシステム・コンポーネントは， IOLOCK8スピンロックを使って
CPU間で動作の同期をとります。スピンロックを取得することにより，性能ボ
トルネックが発生します。 V8.3-1H1から，各 FibreChannelポート・ドライバ
(SYS$PGQDRIVER， SYS$PGADRIVER， SYS$FGEDRIVER)デバイスでは，
IOLOCK8の代わりに独自のポート固有のスピンロックを使って内部動作の同期をと
るようになりました。これにより，大部分の構成で，各 CPUの IOLOCK8スピンロ
ックの待ち時間が大幅に減少し，同時に FibreChannel I/Oの転送速度が向上しまし
た。

新しいポート・ドライバのいずれかに接続するクラス・ドライバには，軽微な変更が
必要なので，以前のままでは動作しない非HPクラス・ドライバを利用していないか
調べる必要があります。簡単に確認する方法は， SDAコマンドCLUE SCSI/SUMMARYの
出力を見て，他社製のクラス・ドライバ・デバイスの名前が， "Device"欄の FGx0ま
たは PGx0ポート・デバイスのデバイス階層に表示されていないか調べることです。

詳細は，次の SDAセッション例の後の注意を参照してください。

$ ANALYZE/SYSTEM

OpenVMS system analyzer

SDA> CLUE SCSI /SUMMARY
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SCSI Summary Configuration:
---------------------------
SPDT Port STDT SCSI-Id SCDT SCSI-Lun Device UCB Type Rev
-------------- -------------- -------------- -------- -------- ------ ----
81624200 FGB0

8162CDC0 3
8162D240 0 GGA22 8162F380 HSV200
8162F180 1 DGA22801 8162FD40 HSV200 6100
81632900 2 DGA22802 81632AC0 HSV200 6100
816354C0 3 DGA22803 81635680 HSV200 6100
81638080 4 DGA22804 81638240 HSV200 6100

8162D400 4
8162DD80 0 GGA22 8163AC40 MRD200
8163B5C0 1 RJA22801 8163B780 RFD200 6100
8163C840 2 RJA22802 8163CA00 RFD200 6100
8163DAC0 3 RJA22803 8163DC80 RFD200 6100
8163ED40 4 RJA22804 8163EF00 RFD200 6100

解説

この出力でのすべての DGAデバイスとGGAデバイスは，それぞれ変更さ
れた HPクラス・ドライバ SYS$DKDRIVERおよび SYS$GKDRIVER経由で
アクセスされているので，新しいポート・ドライバと一緒に使っても安全で
す。

タイプがMRD200の物理デバイスは弊社が認定したデバイスではあり
ませんが， IOLOCK8問題は発生しません。このデバイスはGGAxユニ
ット経由でアクセスされるため，変更された HP汎用クラス・ドライバ
SYS$GKDRIVERが使われるからです。

RJAデバイスは，変更された HPクラス・ドライバで制御されないため，新
しいポート・ドライバでは動作しません。

5.8 C++コンパイラ

V8.3-1H1

Integrityサーバ用の C++ Version 7.2 for OpenVMSでは，マクロ_ _INITIAL_
POINTER_SIZEに 0が設定済みです。これは， C++ Version 7.1 Compilerでは未定
義のままでした。これは C++ Version 7.2を Cコンパイラと調和させ， pointer_size
プラグマをサポートするための意図的な変更です。 C++ Version 7.1ではサポートし
ていません。

この変更によって，ポインタ・タイプを宣言しているシステム・ヘッダ・ファイルで
選択される特定の宣言を使っていて，今まで正常にコンパイルされたコードで診断
メッセージが表示されることがあることに注意してください。 starletヘッダを使っ
て，_ _NEW_STARLETを定義してコンパイルするアプリケーションで，このメッセ
ージが表示されることがあります。
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新しい宣言に合わせてアプリケーションのソース・コードを変更することができない
場合には， CXXコマンド行にコマンド行修飾子/UNDEF=_ _INITIAL_POINTER_
SIZEを追加して， C++ Version 7.2コンパイラによって，上記のマクロが定義され
ないようにし， Version 7.1コンパイラの場合に定義しているのと同じ宣言がシステ
ム・ヘッダで提供されるようにしてください。

5.9 DCE IDL C++アプリケーションのビルド

V8.3-1H1

CXX Version 7.2以降でDCE IDL C++アプリケーションをビルドすると，リンカか
ら未定義シンボルの警告が出力されます。これは既知の問題です。HPサポート・サ
ービスに連絡して，この警告が表示されないようにするために必要なパッチを要求し
てください。

5.10 特権プログラムの再コンパイルが必要 (Alphaのみ)

V8.2

メジャー・バージョン・リリースであるOpenVMS Alpha Version 8.2では，多くの
特権データ構造体が変更されています。このためOpenVMSの内部データ構造体やル
ーチンを参照する/SYSEXEでリンクされた特権アプリケーションは，再コンパイル
および再リンクを行う必要があります。

イメージの起動時やデバイス・ドライバのロード時に SYSVERDIFエラー・メッセ
ージが出力された場合は，特権イメージや特権ドライバが，以前のバージョンのオペ
レーティング・システムでコンパイルおよびリンクされていることを示しています。
このイメージやドライバをOpenVMS Alpha Version 8.2で実行するためには，再コ
ンパイルおよび再リンクが必要になります。

5.11 特権データ構造体の変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，多数の特権データ構造体が変更されています。これら
の変更は， Alphaシステムと Integrityシステムの両方で実施されています。これら
のデータ構造体の変更の大半は，オペレーティング・システムでの将来のスケーリン
グおよび性能強化の計画を実現するためのものです。この変更の結果，ベース・オ
ペレーティング・システムに対してリンクされているイメージやドライバ (つまり，
LINKコマンドで/SYSEXEを使用するもの)は，OpenVMS Version 8.2で動作させ
るために再コンパイルと再リンクが必要となります。
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特権データ構造体の変更は，すべての特権イメージやドライバに影響するとは限りま
せん。変更されたサブシステムにリンクされているイメージやドライバだけが影響を
受けます。変更されたサブシステムに関しては，サブシステムに対応するメジャー・
バージョン識別番号が変更されています。変更されたサブシステムは，次のとおりで
す。

SYS$K_IO
SYS$K_MEMORY_MANAGEMENT
SYS$K_CLUSTERS_LOCKMGR
SYS$K_FILES_VOLUMES
SYS$K_CPU
SYS$K_MULTI_PROCESSING
SYS$K_PROCESS_SCHED

注意

Integrityサーバでは，これらのサブシシテムは SYS$K_VERSION_xxxxのよ
うに表示されます。

これらのサブシステムは，各種の特権システム・ルーチンおよびデータ・セルを使用
しているイメージのリンク時に，そのサブシステムのバージョン番号がイメージに記
録されています。 ANALYZE/IMAGEユーティリティを使用すると，特権イメージが
どの特権サブシステムにリンクされているかを調べることができます。例を次に示し
ます。

$ ANALYZE/IMAGE IMAGE.EXE /OUTPUT=IMAGE.TXT
$ SEARCH IMAGE.TXT "SYS$K_"

変更されたサブシステムが表示された場合，OpenVMS Version 8.2は，イメージの
実行に失敗し，オペレーティング・システムの以前のバージョンにリンクされたイ
メージに対して SS$_SYSVERDIF (システム・バージョン不一致エラー)を出力しま
す。

5.11.1 KPB拡張

V8.2

OpenVMSの以前のバージョンでは， IPL 2より上のカーネル・モードでのKPBの
使用をサポートしていました。 Integrityへの移行を簡単にするために，KPBの使用
が，アウター・モードとすべての IPLに拡張されました。この Alphaと Integrityで
の変更により， Alphaと Integrityの両方で，以前はプライベート・スレッド・パッ
ケージを持っていた一部のコードが，KPBを使用できるようになりました。カーネ
ル・プロセスでのこれらの変更をサポートするために，KPB構造体に変更を行う必
要がありました。既存の Alphaコードでは，ソース・プログラムを変更する必要はあ
りません。
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5.11.2 CPUの名前空間

V8.2

OpenVMSには現在，最大の CPU IDが 31であるという，アーキテクチャ上の制限
があります。各種の内部データ構造体およびデータ・セルでは， CPUマスクに 32
ビットを割り当てています。将来のリリースでより多くの CPU IDをサポートでき
るように，これらのマスクに割り当てられるスペースを， Alphaでは 64ビット，
Integrityでは 1024ビットに増やしました。既存のロングワードの CPUマスクのシ
ンボルおよびデータ・セルは，今後も維持されます。

当面は，特権イメージおよびドライバには影響はありません。ただし，将来的には，
CPUマスクを参照する特権付き製品が， 31個より多くの CPU IDを持つシステムを
サポートするために，コードをどのように変更しなければならないかを明記する予定
です。

5.11.3 64ビットの論理ブロック番号 (LBN)

V8.4

OpenVMSはこれまで 32ビットの LBNをサポートしています。このため，ディス
ク・ボリュームのサポートが 2 TBに制限されます。 LBNの内部領域は 64ビットに
拡張されており，より大きなディスク・ボリュームを将来サポートできるようになり
ます。現在の 32ビットの LBNは今後も維持され， 64ビット拡張後もそのまま使え
ます。

5.11.4 動的スピンロックのフォーク

V8.2

OpenVMSオペレーティング・システムを大規模な SMPシステムへ拡張するため
に，オペレーティング・システム内の多くの部分で，限られた数の静的スピンロック
ではなく，動的スピンロックを使用するようになっています。フォークする機能と，
フォーク・ディスパッチャが動的ピンロックと同期をとる機能が必要とされます。
FKB構造体のサイズを拡張し， FKB$L_SPINLOCKフィールドをこの構造体の最後
に追加することによって，この機能をOpenVMS Version 8.2に追加しています。こ
のスピンロック・フィールドは， FKB$B_FLCKに値 SPL$C_DYNAMICが設定さ
れている場合にのみ参照されます。 FKB構造体は，他の多くのシステム・データ構
造体に埋め込まれているため，この変更は，多数の特権データ構造体のサイズとレイ
アウトに影響します。

FKB$B_FLCKフィールドを，OpenVMSが作成した構造体から他の FKBへコピー
するアプリケーションは， FKB$L_SPINLOCKフィールド内のデータもコピーする
必要があります。
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FKB構造体を割り当て，ハードコード化された値 32をサイズとして使用していない
か，特権コードをチェックしてください。コードでは， FKBのサイズとして，シン
ボル FKB$C_LENGTHを使用しなければなりません。

5.11.5 UCBと DDBのアップデート

V8.2

UCB構造体とDDB構造体には，多数のアップデートが行われました。

DDBに対応するUCBのリストは，現在は単方向リストです。UCBを作成したり削
除する場合は，適切な位置が見つかるまで，このリストをたどらなければなりませ
ん。OpenVMS Version 8.2では，UCBは双方向リストでDDBにリンクされるよう
になりました。さらにDDBは，新しいユニットを作成するときに検索を開始する位
置を示すシード・ポインタを維持しており，デバイスの作成が速くなります。テンプ
レートUCB内でユニット・シード・ポインタを操作しているドライバには，デバイ
スの作成が速くなるという利点はありません。

DDBのUCBリストを操作するコードは，正しく動作しなくなります。UCBのリン
クとリンク解除には，提供されている内部ルーチンを使用してください。UCBリス
トを前方にたどるコードは，引き続き正しく動作します。

UCB$W_UNITフィールドは現在， 16ビット・ワード・フィールドです。このフィ
ールドには， 32ビットが割り当てられるようになりました。UCB$W_UNITフィー
ルドは引き続き維持されるため，ソース・コードの変更は必要ありません。今後のリ
リースでは，OpenVMSはより大きいユニット番号をサポートする可能性がありま
す。この機能をサポートできるドライバに対してだけ，この変更が行われる予定で
す。

ターミナル・ドライバのUCB拡張内のバイト・フィールドとワード・フィールド
は，ロングワード境界に揃えられるようになりました。

5.11.6 PCB$T_TERMINALのサイズの拡張

V8.2

Process Control Block (PCB)構造体には， PCB$T_TERMINALというフィール
ドが含まれています。このフィールドは 8バイトで，会話型プロセスのデバイス名
(LTA123:， RTA7:，NVA456:など)を保持します。このフィールドは，文字数付き
の ASCII文字列で， 1バイト目が文字列の長さ，残りの 7バイトがデバイス名です。
デバイス名が 3文字の場合，ユニット番号には 4桁しか使用できないため， 999より
大きいユニット番号ではコロンは取り除かれます。OpenVMS Version 8.2では，こ
のフィールドは 16バイトに拡張されたため，より大きなユニット番号のデバイス名
を保持できるようになりました。
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JPI$_TERMINALアイテム・コードを指定して$GETJPIを呼び出してこのフィール
ドをフェッチする場合，特に影響はありません。ただし，システム・サービスに渡す
バッファを，最大 16バイト保持できるように拡張しても構いません。

5.11.7 スレッド単位のセキュリティは特権付きコードとデバイス・ドライバに影
響する

恒久的な変更

セキュリティ・プロファイルを I/O Request packet (IRP)に添付するために使用する
方法が， Version 7.2で変更されました。

Version 7.2より前のバージョンのOpenVMSでは， IRP構造体には，要求者のプロ
セス単位の Access Rights Block (ARB)セキュリティ構造体のアドレスが含まれてい
ました。OpenVMS Alpha Version 7.2以降，新しいセキュリティ・プロファイル構
造体 (Persona Security Block (PSB))のアドレスが， ARBアドレスの機能置換とし
て， IRPに追加されました。

I/Oサブシステムは PSBへのアクセスを， PSB内のリファレンス・カウンタを通し
て管理します。 I/Oサブシステムは，このリファレンス・カウンタを， IRPの作成時
にカウントアップし， IRPの I/O後処理時にカウントダウンします。このカウンタが
0になったとき， PSB構造体は割り当て解除されます。

1つの要求に対して複数の I/O操作を行うために IRPのコピーを作成またはクロー
ン化して，コピーした IRPを後処理のために I/Oサブシステムに渡すデバイス・
ドライバは，コードを変更して，追加した IRP内の PSBへの余分な参照に対処
しなければなりません。この処理は，コピーされた IRP内の PSBアドレスを，
NSA_STD$REFERENCE_PSBルーチンに渡すことで行います。インクルード・フ
ァイルと，NSA_STD$REFERENCE_PSBの呼び出しは，次のとおりです。

#include <security-macros.h>

/* Increment REFCNT of PSB that is now shared by both IRPs */

nsa_std$reference_psb( irp->irp$ar_psb );

デバイス・ドライバは，次の状況でこの変更を行わなければなりません。

• デバイス・ドライバが次の状態の場合

1. デバイス・ドライバが，既存の IRPを複製することで新しい IRPを作成する
場合，かつ

2. IOC_STD$SIMREQCOMまたは IOC_STD$DIRPOST1を呼び出すことで，
I/O後処理のためにオリジナル IRPと複製 IRPの両方をキューに登録する場合

デバイス・ドライバは IRPを複製した後， I/O後処理のためにキューに登録する
前に，NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さなければなりません。
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• デバイス・ドライバが次の状態の場合

1. デバイス・ドライバが，既存の IRPを複製することで新しい IRPを作成する
場合，かつ

2. コピーまたはオリジナル IRPの IRP$L_PIDセルにプロシージャ記述子のアド
レスを格納しない場合，かつ

3. IOC_STD$REQCOM， COM_STD$POST， COM_STD$POST_NOCNT，
IOC_STD$POST_IRPを呼び出すことで， I/O後処理のためにオリジナル IRP
と複製 IRPの両方をキューに登録する場合

デバイス・ドライバは IRPを複製した後， I/O後処理のためにキューに登録する
前に，NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さなければなりません。

これらのステップを実行するデバイス・ドライバは，たいていはプロシージャ記
述子のアドレスを IRP$L_PIDに格納しています。したがって， IRPを複製する
ほとんどのデバイス・ドライバは，ソース・コードの変更，再リンク，再コンパ
イルを行わなくても，OpenVMS Version 7.2以降で正しく機能するはずです。

この状態でNSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さないと， PSB内のトラッキン
グ情報が壊れ，システム障害となることがあります。

NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出すようにデバイス・ドライバのコードを変
更する場合は，OpenVMS Version 7.2またはそれ以降で動作するように，ドライバ
を再コンパイルおよび再リンクしなければなりません。

OpenVMSフォーク実行スレッドを作成するためには，いくつかのルーチンを特権コ
ードで使用します。これらのルーチンは，プロセスとは独立にシステム・コンテキス
トで実行されます。これらのルーチンには 4つの形式があり，どの形式を使用するか
は，直系のフォークとキューに入れられるフォークのどちらが必要かと，使用してい
る言語インタフェースで決まります。

• EXE$QUEUE_FORK

• EXE_STD$QUEUE_FORK

• EXE$PRIMITIVE_FORK

• EXE_STD$PRIMITIVE_FORK

これらのルーチンは，実行中に，誤って別の CPUに再スケジュールされないように
するため， IPL$_RESCHED以上で呼び出す必要があります。このような再スケジュ
ールが行われると，システムがハングする可能性があります。

OpenVMS V7.3-1では， SYSTEM_CHECKの値を 1にすると，これらのルーチンに
よって，まずシステムの IPLがチェックされます。 IPLが IPL$_RESCHEDの値よ
りも小さい場合，システムは SPLINVIPLバグ・チェックで失敗します。
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性能上の理由から， SYSTEM_CHECKの値を 0にすると (デフォルト)， IPLは検証
されません。不正なコードを使用すると，プロセス・コンテキストでこれらのルーチ
ンの実行中に別の CPUへの再スケジュールが発生したときに (IPL$_RESCHEDより
も小さい値を指定した場合など)，システムがハングする可能性があります。

5.12 浮動小数点型データを使用するアプリケーション

V8.2

Itanium®アーキテクチャでは， IEEE 単精度および IEEE 倍精度を含む， IEEE 浮
動小数点形式を用いた，ハードウェアによる浮動小数点演算を実装しています。

Alpha ハードウェアでは， IEEE 浮動小数点形式と VAX 浮動小数点形式のいずれも
サポートしています。 OpenVMS Alpha では，コンパイラはデフォルトで VAX 形式
のコードを生成し，オプションで IEEE 形式のコードを生成します。

OpenVMS Integrity では，コンパイラはデフォルトで IEEE 形式のコードを生成
し，オプションで VAX 形式のコードを生成します。 Integrity サーバでは， VAX や
Alpha システムで生成された VAX 形式の浮動小数バイナリ・データをアプリケーシ 
ョンで取り扱う必要がある場合を除き， IEEE 形式を使用することをお勧めします。 
OpenVMS Integrity で VAX 形式を使用する場合の詳細については，次の Web サイ
トのホワイト・ペーパ『Intel® Itanium®における OpenVMS 浮動小数点演算につい
て』を参照してください。

https://www.hpe.com/jp/openvms-technical

5.12.1 IEEE浮動小数点フィルタ (Integrityのみ)

V8.3

浮動小数点例外が IEEE-Std 754-1985に完全に準拠するように， Intelでは， IEEE
フィルタと呼ばれる関数を提供しています。この関数を使用したいアプリケーション
開発者は，通常のOpenVMS例外ハンドラの中からこの関数を呼び出すことができ
ます。例外が発生すると，このフィルタが，例外の原因となった浮動小数点命令，
IEEEの丸めモードと精度をデコードし，例外の原因となったオペランドを特定する
ことができます。

このフィルタのコピーを入手するには，以下の IntelのWebサイトにアクセスし，
OpenVMSの見出しを探してください。

http://www.intel.com/cd/software/products/asmo-na/eng/219748.htm
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このサイトにあるアプリケーション・ノートでは，フィルタについて詳細に説明して
います。ソース・コード例とフィルタのオブジェクト・ライブラリは，OpenVMSの
バックアップ・セーブ・セットとして提供されています。

このフィルタは，浮動小数点例外の詳細を IEEE規格に準拠させるためにのみ必要で
す。通常の浮動小数点演算には必要ありません。

5.12.2 Adaイベントのサポート (Integrityのみ)

V8.3

Adaイベントのサポート (SET BREAK/EVENT=ada_event。ただし，ada_eventは
SHOW EVENTで説明されるイベントのいずれか)が，OpenVMS Integrityで有効
になりました。ただし，このサポートは不完全です。

イベント・ブレークポイントで問題が発生した場合は，回避策として， pthreadイベ
ント (SET EVENT_FACILITY pthread)に切り替えてください。すべての Adaイベ
ントに同等の pthread機能があるわけではありません。

5.12.3 C++言語の問題 (Integrityのみ)

V8.3

問題:デバッガは，/OPTIMIZEでコンパイルされた C++プログラムのデバッグをサポ
ートしていません。

回避策: C++プログラムを/NOOPTIMIZEでコンパイルしてください。

5.13 Adaコンパイラ (Integrityのみ)

V8.2

GNAT Pro (Ada 95)は， AdaCoreから入手できます。詳細は，www.adacore.com
または sales@adacore.comの AdaCoreにお問い合わせください。

5.14 Backup API:ジャーナリング・コールバック・イベントの制限事
項

恒久的な制限事項

アプリケーションがジャーナリング・イベントのいずれかに対してコールバック・ル
ーチンを登録する場合は，すべてのジャーナリング・コールバック・イベントに対し
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てコールバック・ルーチンを登録しなければなりません。ジャーナリング・コールバ
ック・イベントは次のとおりです。

BCK_EVENT_K_JOURNAL_OPEN
BCK_EVENT_K_JOURNAL_WRITE
BCK_EVENT_K_JOURNAL_CLOSE

コールバック・ルーチンの登録の詳細については，『HP OpenVMS Utility Routines
Manual』の Backup APIに関する章を参照してください。

5.15 Cプログラム: CASE_LOOKUP=SENSITIVEを設定したコンパ
イル

恒久的な制限事項

特性として CASE_LOOKUP=CASE=SENSITIVEが設定されているプロセスで Cプ
ログラムをコンパイルすると，.hファイル・タイプ (小文字の「h」)で指定された C
プログラム内の#includeファイルは，検出および実行されません。また，システム
の#includeファイルが他の.hファイル・タイプの#includeファイルを使用している
場合，この#includeファイルは検出されず，エラーが出力されます。

この動作を防ぐには，大文字と小文字を区別しないように設定しま
す。case=sensitiveを設定する必要がある場合は， Cプログラム内の#include
ファイルにファイル・タイプを指定しないか (例#include <stdio>)，または大文字の
Hファイル・タイプを指定してください (例#include <stdio.H>)。

ただし， stdlib.hなどのシステム・インクルード・ファイルが，その中から.hファイ
ル・タイプのインクルード・ファイルを使用している場合は，エラーを回避できませ
んので注意してください。

5.16 Cランタイム・ライブラリ

ここでは， Cランタイム・ライブラリ (RTL)の変更や修正について説明します。

5.16.1 C RTL TCP/IPヘッダ・ファイルのアップデート

V8.4

C RTLでは， TCP/IPを呼び出すユーザ向けのヘッダ・ファイルを提供しています。
これらのヘッダ・ファイルは， C RTLのヘッダ・ライブラリ (DECC$RTLDEF.TLB)
に含まれています。

プログラミングに関する注意事項 5–15



プログラミングに関する注意事項
5.16 Cランタイム・ライブラリ

TCP/IPの新機能に合わせて，以下の新しいヘッダ・ファイルが追加されています。

SCTP.H
SCTP_UIO.H

これらのヘッダ・ファイルにより， SCTP (Stream Control Transmission Protocol)
サポートが提供されます。 SCTPについては，『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Version 5.7 Release Notes』を参照してください。

5.16.2 バックポート・ライブラリが提供されなくなった

V8.3

以前は，古いバージョンのOpenVMSで開発者が最新の C RTL関数を使用できるよ
うに，コンパイラ配布キットに C RTLバックポート・オブジェクト・ライブラリが
含まれていました。このバックポート・オブジェクト・ライブラリは，提供されなく
なりました。

5.16.3 ヘッダ・ファイル<time.h>の変更

V8.3

以下で説明している問題が修正されました。この問題がまだ発生している場合は，正
しい動作が行われるように，アプリケーションを再コンパイルする必要があります。

C RTL <time.h>ヘッダ・ファイルでは，struct tm構造体と，関
数gmtime，localtime，gmtime_r，およびlocaltime_rが定義されています。

これらの関数のいずれかを呼び出したときに，アプリケーションと C RTLが認識し
ているstruct tmのサイズが異なると，ユーザ・アプリケーションでデータが壊れる
か，アクセス違反が発生することがあります。

tm構造体には， BSD拡張用のオプションのメンバtm_gmtoffおよびtm_zoneが入って
います。これらのメンバは， ANSI仕様や POSIX仕様では，古いコンパイルとの互
換性のため，定義されていません。

C RTLでは，上記で説明した関数に対して， 3種類の異なる定義があります。

• ローカル・タイム (プレフィックスなし)

• UTC時間 (OpenVMS V7.0以降)

プレフィックス_ _UTC_ (BSD拡張なし)

プレフィックス_ _UTCTZ_ (BSD拡張を使用)

プレフィックス_ _UTCTZ_付きの関数は， BSD拡張が定義されている長いtm構造体
だけを割り当てることを前提とします。

5–16 プログラミングに関する注意事項



プログラミングに関する注意事項
5.16 Cランタイム・ライブラリ

<time.h>ヘッダ・ファイルと C RTLで，認識しているstruc tm構造体のメンバの数
が異なっていると，問題が発生します。たとえば，_ANSI_C_SOURCEを意味する
コンパイル時マクロ (_POSIX_C_SOURCEなど)を使用して C++コンパイルを行う
と，プレフィックス_ _UTC_ を使用して上記の C RTL関数がマッピングされるた
め，問題が発生します。関数は短いtm データ構造体を期待しますが，ユーザ・プログ
ラムは長いtm構造体定義を使用します。関数から戻る際に行われるデータのコピー・
バックで， C RTLが割り当てていないtmデータ・メンバへのアクセスが試みられま
す。これにより，意図していないメモリの使用やアクセス違反など，予期しない動作
が発生することがあります。

OpenVMS Version 8.3では，<time.h>が変更され，上記の関数に対して C RTLが適
切なプレフィックスを選択するようになりました。

5.16.4 ヘッダ・ファイル<time.h>での非 ANSIの*_r関数の参照

V8.3

X/Open仕様で定義されているctime_r，gmtime_r，およびlocaltime_rという C RTL
関数は ISO/ANSI C標準では規定されておらず，厳密に ANSI準拠のコンパイルでは
参照できないようになっていなければなりません。以前の C RTLでは，これらの関
数を参照できていました。

この問題は修正されました。<time.h>ヘッダにチェックが追加され，これらの関数
は， ANSI準拠のコンパイルでないときのみ参照できるようになりました。

5.16.5 ヘッダ・ファイル<builtins.h>の__CMP_SWAP*と_Interlocked*が C++から
参照可能

V8.3

<builtins.h>にある比較とスワップのビルトイン (_ _CMP_SWAP*と_Interlocked*)
は，OpenVMS Alpha C++コンパイラを対象としていませんでした。HP C++
Version 7.1はこれらの関数を必要とするため，条件付きコンパイルが変更されこれ
らのビルトインを参照できるようになりました。

5.16.6 Integrityシステムへのビルトイン__fciの追加

V8.3

<builtins.h>ヘッダ・ファイルがアップデートされ，新しいビルトイン_ _fci (fc.i命
令用のビルトイン)のプロトタイプが追加され，HP Cコンパイラでサポートされる
ようになりました。
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5.16.7 DECC$*.OLBオブジェクト・ライブラリに新しいエントリがない

V8.3

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityの Version 8.2から，DECC$*.OLBオ
ブジェクト・ライブラリに新しいエントリ・ポイントが追加されなくなりました。
これは，新しい C RTLエントリ・ポイントはこれらのライブラリを通じてプレフィ
ックス付きのエントリにマッピングされないことを意味します。たとえば，新しい
OpenVMS Version 8.3のエントリ・ポイントcryptは，/PREFIX=NONE付きでコン
パイルすると，cryptからdecc$cryptにマッピングされません。

5.17 呼び出し標準規則とローテートするレジスタ (Integrityのみ)

V8.3

ここでの説明は『HP OpenVMS Calling Standard』の情報を補足するものです。

呼び出し標準規則の ICB (invocation context block) (『HP OpenVMS Calling
Standard』の表 4-16を参照)およびメカニズム・ベクタ (『HP OpenVMS Calling
Standard』の図 8-7と表 8-6を参照)は常に，あたかも，レジスタ・リネーム・ベー
ス (CFM.rrb)とローテート・サイズ (CFM.sor)がいずれも 0であったかのように，汎
用レジスタ，浮動小数点レジスタ，およびプレディケート・レジスタを記録していま
す。つまり，ローテートするレジスタを使用しているときに，ローテーションの効果
が無視されます。このことは， LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERSルーチン (『HP
OpenVMS Calling Standard』の第 4.8.3.13項を参照)で使用するレジスタ・マスク
についても同様です。というのは，これらのマスクは， ICB構造体のフィールドによ
って定義されるからです。

以前は，補足的なアクセス・ルーチン LIB$I64_GET_FR, LIB$I64_SET_FR,
LIB$I64_GET_GRおよび LIB$I64_SET_GR (『HP OpenVMS Calling Standard』
の第 4.8.4項を参照)が，レジスタ・リネーム・ベース・レジスタとローテート・サイ
ズ・レジスタの効果を調整しないで，不適切に，そのレジスタ番号パラメータを解釈
していました。この誤りは修正されました。

5.18 Common Data Security Architecture (CDSA)に関する考慮

ここでは， CDSAに関する注意事項について説明します。
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5.18.1 Secure Delivery

V8.4

Version 8.4以降，すべてのOpenVMSキットは， PCSIキットおよび VMSINSTAL
キットも含めてHP Code Signing Service (HPCSS)を使用して署名されます。署名
および確認に CDSAは使用しません。新しい署名ファイル<full kit name>_HPCが作
成され，キットと共に提供されます。この署名ファイルを使用してキットの確認が行
なわれます。

新しい評価機能HPBinarycheckerがすべてのOpenVMSシステムにインストール
され，HP Code Signing Serviceを使用してキットの署名を確認します。詳細は，
『HP OpenVMS V8.4新機能説明書』を参照してください。

OpenVMS Version 8.4よりも前のバージョンで署名されたキットは， V8.4上の
CDSAを使用して確認できます。

5.18.2 インストールと初期化に関する注意事項

V8.4

CDSAは，オペレーティング・システムのインストール時に自動的にインストールさ
れます。

• 新しいバージョンの CDSAを，オペレーティング・システムのアップグレードと
は別にインストールする場合は，次のように CDSAのアップグレード・プロシー
ジャを実行する必要があります。

$ @SYS$STARTUP:CDSA$UPGRADE

なお，このアップグレード・プロシージャを実行する前に，すべての CDSAアプ
リケーションをシャットダウンしてください。

また，システムをリブートする際にはアップグレード・プロシージャを再実行す
る必要はありません。また，OpenVMSスタートアップ・プロシージャにアップ
グレード・プロシージャを追加する必要もありません。

• 使用中のシステムから CDSAの削除は行わないでください。 CDSAを削除する
ように見えるオプションがありますが CDSAに対する PCSIコマンド PRODUCT
REMOVEの使用はサポートされていません (このオプションはインストール時
に PCSIユーティリティで使用するためのものです)。 CDSAとオペレーティ
ング・システムは同時にインストールされ，密接に関連付けられているので，
OpenVMSから CDSAを削除しようとすると正常に動作せず，望ましくない影響
が発生する可能性があります。 CDSAを削除しようとすると，次のようなメッセ
ージが表示されます。
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The following product has been selected:
HP I64VMS CDSA V2.4-315 Layered Product

Do you want to continue? [YES]

%PCSI-E-HRDREF, product HP I64VMS CDSA V2.4-315 is referenced by HP I64VMS OPENV
MS V8.4

The two products listed above are tightly bound by a software dependency.
If you override the recommendation to terminate the operation, the
referenced product will be removed, but the referencing product will have
an unsatisfied software dependency and may no longer function correctly.
Please review the referencing product’s documentation on requirements.

Answer YES to the following question to terminate the PRODUCT command.
However, if you are sure you want to remove the referenced product then
answer NO to continue the operation.

5.19 デバッグ・モード: CPUSPINWAITバグ・チェックの回避

恒久的な条件

OpenVMSオペレーティング・システムには，複雑なハードウェアの問題やソフトウ
ェアの問題をデバッグするのに役立つように，多くの特殊操作モードが準備されてい
ます。一般には，これらの特殊モードを使用すれば，特別なレベルでトレース，デ
ータの記録，一貫性チェックを行うことができ，このような機能は，問題があるハ
ードウェア構成要素やソフトウェア構成要素を突き止めるのに役立ちます。これら
の操作モードは，システム・パラメータMULTIPROCESSING， POOLCHECK，
BUGCHECKFATAL， SYSTEM_CHECKによって制御されます。

一般に I/O負荷の高い特定の状況で，これらの特殊モードのいずれかを使用している
場合は (たとえば，デバイス・ドライバや他の複雑なアプリケーションをデバッグす
る場合など)， CPUSPINWAITバグ・チェックが発生することがあります。特に，ス
ピンロックのある状態で長期間実行する特権コードに対して CPUSPINWAITバグ・
チェックが発生します。スピンロックは，クリティカル・セクションのエントリ・ポ
イントとイグジット・ポイントを区切るために使われ，この場合のように連続的に使
うことはできません。

CPUSPINWAITバグ・チェックを防止するには，これらのシステム・パラメータに
対して，システムのデフォルト設定を使用するか，またはシステムの負荷を低下させ
ます。

何らかの理由でデフォルトの設定を変更しなければならない場合は， SMP_
LNGSPINWAITシステム・パラメータを 9000000に設定することで，問題が発生す
る可能性を減らせます。
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5.20 Delta/XDeltaデバッガ

ここでは，OpenVMS Alphaおよび Integrityシステム上で動作するOpenVMS
Deltaおよび XDeltaデバッガに関する注意事項について説明します。

5.20.1 XDeltaのレジスタ表示に関する考慮 (Integrityのみ)

V8.2

OpenVMS Integrity上の XDeltaは，あたかも，レジスタ・リネーム・ベース
(CFM.rrb)とローテート・サイズ (CFM.sor)がいずれも 0であるかのように，汎用レ
ジスタ，浮動小数点レジスタ，およびプレディケート・レジスタを表示します。言い
換えると，ローテートするレジスタを使用しているときには，ローテイションの効果
は無視されます。この状況は，今後のリリースで修正される予定です。詳細は第 5.17
節を参照してください。

5.21 ファイル・アプリケーション:『Guide to OpenVMS File
Applications』の訂正

恒久的な訂正

『Guide to OpenVMS File Applications』が改訂される際には，下記の訂正が反映さ
れる予定です。

• 表 1-4は誤解を招く可能性があります。ファイル・フォーマットの比較表で，
ODS-2やODS-5のファイル・フォーマットでのディレクトリの制限として 256
としてあります。この説明は，256ディレクトリ・レベルとし，ユーザが，ディ
レクトリ数が 256に制限されているものと誤解しないようにする必要がありま
す。

『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の類似した表は Version 8.2で訂正され
ました。

• 第 6.6.3項の第 4パラグラフ (Noteはカウントしない)を，以下の内容に置き換え
ます。

「プログラム内で使用するルート・デバイス論理名を， SET DEFAULTコ
マンドで定義する際には，DCLコマンドのDEFINEまたは ASSIGNで
/TRANSLATION_ATTRIBUTES=CONCEALED修飾子を使用して，この論理名
が隠し装置の論理名であることを指定します。隠し装置の論理名をルート・デバ
イス論理名として定義するためには，ルート・ディレクトリがピリオド (.)で終
わっていなければなりません (例: DUA22:[ROOT.])。また，デバイスの指定が，
物理デバイス名でなければなりません。ルート・デバイス論理名の等価名には，
他の論理名を含めることはできません。ディレクトリを指定するときには，ルー
ト・ディレクトリに対して，後のピリオドだけを使用することができます。」
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5.22 RMS構造体についてのHP BLISSコンパイラの警告 (Integrityの
み)

恒久的な条件

RMSユーザ構造体 (たとえば， FAB， RAB)の割り当てに使用できる BLISSマクロ
($xxx_DECL)に，クォドワード・アラインメントが追加されました。プロセッサが高
速になるほど，アラインメント・フォルトは性能に悪影響を及ぼします。アラインメ
ントをマクロ内に直接実装することにより，これらのマクロを使用する， BLISSで
書かれた多数のOpenVMSユーティリティおよびユーザ・アプリケーションは，性能
が改善されます。

該当するマクロは，$FAB_DECL，$NAM_DECL，$NAML_DECL，$RAB_
DECL，$RAB64_DECL，$XABALL_DECL，$XABDAT_DECL，$XABFHC_
DECL，$XABITM_DECL，$XABJNL_DECL，$XABKEY_DECL，$XABPRO_
DECL，$XABRDT_DECL，$XABRU_DECL，$XABTRM_DECL，およ
び$XABSUM_DECLです。

RMSマクロに追加されたアラインメントにより，コンパイラがアラインメント競合
の警告を出力することがあります。コンパイラの警告があるプログラムでも，正しく
リンクして，実行することができます。ただし，ソースに簡単な変更を加えて，警告
を取り除くことをお勧めします。

これらのマクロを BLISSアプリケーション内で使用し，宣言に ALIGN属性が含まれ
ている場合， BLISSコンパイラは‘‘conflicting or multiply specified attribute’’という
警告を出力します。たとえば， FAB: $FAB_DECL ALIGN(2)という宣言に対して，
警告が出力されます。この警告は，クォドワード・アラインメント (ALIGN(3))を指
定したとしても出力されます。これらのマクロに関連する明示的な ALIGN属性を削
除する必要があります。

さらに，これらの割り当てが， ALIGN(3)と競合する明示的なアラインメント
(ALIGN(3)未満のもの)を持つ PSECTに含まれている場合， BLISSコンパイラ
は，‘‘align request negative or exceeds that of psect’’という警告を出力します。た
とえば，次の宣言に対して警告が出力されます。

PSECT OWN = $OWN$ (..., ALIGN(2), ...)

OWN

FAB = $FAB_DECL, ...

BLISSアプリケーションの再コンパイル時に PSECTのアラインメントに関する警告
が表示された場合， PSECTのアラインメントを ALIGN(3) (またはそれ以上)に調整
してください。まれに， PSECT間でデータが隣接していると仮定しているアプリケ
ーションが存在することがあります。この変更により，このような仮定が成り立たな
くなることがあります。そのため，コードでこのうような仮定を行っていないかチェ
ックし，必要な変更を行ってください。
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多くのOpenVMSユーティリティが BLISSで記述されていますが，OpenVMS全体
のビルドで発生した警告はわずかでした。この警告を取り除くためにOpenVMSに加
えた変更は他にはありませんでした。このため，修正が必要なユーザ・アプリケーシ
ョンは，ほとんどないと考えられます。

5.23 RMSのMust-Be-Zeroエラーの可能性: FAB内に新しいファイ
ル・オプション用の場所を確保

V8.3

RMSのユーザ・ファイル・アクセス・ブロック (FAB)には，未割り当ての領域がご
くわずかしかありません。 FABを通じて実装されるファイル処理オプションを将来
拡張できるように，FAB (FAB$L_FOP)内のファイル処理オプション・フィールドの最後
の未割り当てビットが，FAB$V_EXTEND_FOPオプションとして定義されました。このオ
プションは， FAB内で以前使用されていなかった領域に置かれる以下の 2つの新し
い FABフィールドへの割り当てを要求し検査するために，将来使用されます。

• FAB$W_FOPEXT:ワード・フィールド FOPEXTは，将来実装が必要になる新しいフ
ァイル処理オプションの定義用として予約されています。

• FAB$W_RESERVED_MBZ:ワード・フィールドRESERVED_MBZは，将来の使用のために予
約されています。その用途は現在決定されておらず，将来定義されます。

将来のリリースで新しいファイル処理オプションを実装するときには，FOPEXTフ
ィールドの新しいオプションを利用するために，FAB$L_FOPフィールド
のFAB$V_EXTEND_FOPビットをオンにする必要があります。ただし，このビットをオン
にすると，FOPEXTフィールドの未定義のビットがオフで，FAB$W_RESERVED_MBZにゼロ
が格納されていることも示します。この条件が満たされていない状態でこのビットを
オンにすると， RMSのすべてのファイル・レベル・サービスで，回復不可能なエラ
ー(RMS-F-FOPEXTMBZ)が返されます。

EXTEND_FOPオプションの追加は完全に上位互換性があります。ただし，ユーザ
がFAB$L_FOPフィールドのこの最後のビットを誤ってオンにし，この 2つの新しい
FABフィールドのいずれかがゼロでない場合は例外です。以前は，FAB$L_FOPフィー
ルドのこの最後のビットが誤ってオンになっていた場合でも， RMSはそれを無視し
ていました。

RMS-F-FOPEXTMBZエラーが返される場合は，FAB$L_FOPフィールドのEXTEND_FOPオ
プションをオフにするか， 2つの新しいフィールドFAB$W_FOPEXTおよ
びFAB$W_RESERVED_MBZをクリアする必要があります。
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5.24 HP COBOLランタイム・ライブラリ (RTL)

V8.4

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity Version 8.4では，HP COBOL RTL
(DEC$COBRTL)は V2.9-785にアップデートされました。

5.24.1 COBOL CALL文の性能改善

V8.4

COBOL CALL文でサブルーチンを呼び出す際，OpenVMS Integrityでは性能の低
下が見られ，OpenVMS Alphaよりも長い時間がかかっていました。

ランタイム・ライブラリ (RTL)が修正され， COBOL CALL文の性能が大きく改善
されています。現在ではOpenVMS Integrityでの性能はOpenVMS Alphaでの性能
と同等になっています。

5.25 HP Fortran for Integrity Servers

V8.2

OpenVMS Integrityサーバ用のHP Fortranコンパイラは，OpenVMS AlphaのHP
Fortran 90を移植したものです。このコンパイラは OpenVMS Integrityシステム上
で動作し，OpenVMS Integrityシステム用のオブジェクトを生成します。このオブ
ジェクトは，OpenVMS Integrity上の標準リンカを使用してリンクされます。この
コンパイラは，OpenVMS Integrity Version 8.2以降を必要とします。

OpenVMS Integrityサーバ用のHP Fortranのコマンド行オプションと言語機能は，
以下の例外を除いて，OpenVMS Alphaシステム用のHP Fortran 90のものと同じ
です。

• 浮動小数点の計算

要点は，ホワイト・ペーパー『Intel® Itanium®アーキテクチャにおける

OpenVMS 浮動小数点演算について』を参照してください。

• デフォルトの浮動小数点データ型は IEEE です。 (つまり，/FLOAT=IEEE_ 
FLOAT がデフォルトです)。

• /IEEE_MODE 修飾子のデフォルト値は，/
IEEE_MODE=DENORM_RESULTSです。
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• ユーザは/FLOATの値を 1つと，/IEEE_MODEの値を 1つ選択し，アプリケーシ
ョン全体でその値を維持しなければなりません。

• F90コンパイラだけがサポートされています。以前/OLD_F77修飾子で起動さ
れていた F77コンパイラは利用できません。 FDMLや CDDのサポートなど，
Alpha F77コンパイラに含まれていて， Alpha F90コンパイラでは利用できない
一部の機能が， Integrityサーバ F90コンパイラに実装されています。詳細は，
Fortran V8.0または V8.1製品のリリース・ノートを参照してください。

• /ARCH修飾子と/TUNE修飾子での値 Alphaは，コンパイル・アンド・ゴーの互
換性を保つために，コンパイラ起動コマンドで利用することができます。これら
の値を無視したことを示す情報メッセージが表示されます。

インストール手順など，このリリースについての詳細は， Fortran V8.0または V8.1
製品のリリース・ノートを参照してください。リリース・ノートを抽出するには，
Fortran PCSIキットが置かれているディレクトリをデフォルトとして設定し，次の
コマンドのいずれかを入力します。

$ PRODUCT EXTRACT RELEASE_NOTES FORTRAN ! For TXT file
$ PRODUCT EXTRACT FILE FORTRAN/SELECT=FORTRAN_RELEASE_NOTES.PS ! For PS file

5.26 HP MACRO for OpenVMS

OpenVMS MACROコンパイラは，OpenVMS VAXシステム用に記述されたMacro-
32ソース・コード (VAX MACROアセンブラ)をコンパイルし，OpenVMS Alphaお
よびOpenVMS Integrityシステムで動作する機械語コードに変換します。ここで
は，MACROコンパイラに関する注意事項について説明します。

5.26.1 Macro-32コンパイラの拡張

V8.4

Macro-32コンパイラが拡張されており，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS
Integrityにインストラクション・レベルの新しいビルトインが含まれています。

表 5–1に，追加された新しいビルトインを要約します。
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表 5–1 Macro-32の新しいビルトイン

ビルトイン オペランド1 説明

サポート・
プラットフ
ォーム

EVAX_WH64 <AB> Alpha書き込みヒント 64インストラクシ
ョンを生成します。

Alpha

IA64_PADD1 <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
シングルバイト形式で並列追加インストラ
クションを生成します。

Integrity

IA64_PADD1_SSS <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
シングルバイト形式で並列追加インストラ
クションを生成します。結果と両方のオペ
ランドは signedとして扱います。

Integrity

IA64_PADD1_UUS <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
シングルバイト形式で並列追加インストラ
クションを生成します。結果と最初のソー
ス・オペランドは unsignedとして扱いま
す。 2つめのソース・オペランドは signed
として扱います。

Integrity

IA64_PADD1_UUU <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
シングルバイト形式で並列追加インストラ
クションを生成します。結果と両方のオペ
ランドは unsignedとして扱います。

Integrity

IA64_PADD2 <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
2バイト形式で並列追加インストラクショ
ンを生成します。

Integrity

IA64_PADD2_SSS <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
2バイト形式で並列追加インストラクショ
ンを生成します。結果と両方のオペランド
は signedとして扱います。

Integrity

IA64_PADD2_UUS <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
2バイト形式で並列追加インストラクショ
ンを生成します。結果と最初のソース・オ
ペランドは unsignedとして扱い， 2つめ
のソース・オペランドは signedとして扱
います。

Integrity

IA64_PADD2_UUU <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
2バイト形式で並列追加インストラクショ
ンを生成します。結果と両方のソース・オ
ペランドは unsignedとして扱います。

Integrity

1ビルトインは，オペランドWQ -クォドワード書き込み， PQ -クォドワード読み取り， AB -バイトのアドレス，を必要とし
ます。

(次ページに続く)
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表 5–1 (続き) Macro-32の新しいビルトイン

ビルトイン オペランド1 説明

サポート・
プラットフ
ォーム

IA64_PADD4 <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし，次の
2つの引数をソース・オペランドとして，
4バイト形式で並列追加インストラクショ
ンを生成します。

Integrity

IA64_MUX1 <WQ,RQ,RQ> 最初の引数をデストネーションとし， 2つ
のめ引数をソース・オペランドとして，
’mux1’インストラクションを生成します。
3つめの引数は置換の実行を指定します。2

Integrity

EVAX_S4ADDQ <WQ,RQ,RQ> Alpha型クォドワード (すなわち 8バイト)
の追加インストラクションを生成します。

Alphaおよ
び Integrity

IA64_LFETCH_NT1,
IA64_LFETCH_NT2,
IA64_LFETCH_NTA,
IA64_LFETCH_EXCL_NT1,
IA64_LFETCH_EXCL_NT2,
IA64_LFETCH_EXCL_NTA

<RQ,RQ> これらの拡張されたプリフェッチ・ビルト
インは，デフォルトでないキャッシュ位
置ヒント (すなわち ".nt1"， ".nt2"，およ
び ".nta")を指定する手段を提供します。
最初のオペランドはプリフェッチするアド
レスで， 2つめのオペランドは reg-base-
update-formか imm-baseupdate-formの
どちらかのためのものです。オペランドが
文字ゼロの場合， no-baseupdate-形式が
使用されます。

Integrity

IA64_LFETCH_FAULT_NT1,
IA64_LFETCH_FAULT_NT2,
IA64_LFETCH_FAULT_NTA,
IA64_LFETCH_FAULT_
EXCL_NT1,
IA64_LFETCH_FAULT_
EXCL_NT2,
IA64_LFETCH_FAULT_
EXCL_NTA

"FAULT"付きの LFETCHインストラクシ
ョンを生成します。

Integrity

1ビルトインは，オペランドWQ -クォドワード書き込み， PQ -クォドワード読み取り， AB -バイトのアドレス，を必要とし
ます。
2置換を指定する文字は 3つめの引数として使用される必要があります。文字に対する置換のマッピングは次のとおりです。

• BRCST 0

• MIX 8

• SHUF 9

• ALT 10

• REV 11

インストラクションの基本的な情報については，それぞれのハードウェア・アーキテ
クチャのマニュアルを参照してください。
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5.26.2 OpenVMS Integrity用 HP MACRO

V8.3

HP MACRO for OpenVMS Integrityコンパイラには，以下の注意事項があります。

• OpenVMS Version 8.3よりも前のバージョンでは，コンパイラはHALT命令に対
して誤ったコードを生成していました。 Integrityプラットフォームでは，HALT
命令は Itaniumのbreak命令と，予約リテラル値BREAK$C_SYS_HALTを使用して実装
されます。コンパイラの構築環境のバグにより，Macro-32コンパイラが誤った
リテラル値を使用していました。この問題はバージョン 8.3で修正されました。
HALT命令を使用しているすべてのコードを，バージョン 8.3のコンパイラで再
コンパイルする必要があります。バージョン 8.3よりも前のシステムでは，次の
ようにして正しい動作を実現することができます。

$BREAKDEF
IA64_HALT #BREAK$C_SYS_HALT ; Issue break instruction with correct literal
HALT ; Use HALT builtin to inform compiler that this ends the flow of control

• コンパイラは，HALT，BPT，およびEVAX_BUGCHKの前の命令を最適化によって除去
する可能性があります。オプティマイザは，これらの命令が，ダンプ・ファイル
を書き出したり，デバッグ環境に制御を渡すことで，すべてのレジスタを暗黙に
読み込む特殊な命令になっていることを認識しません。使用されていないように
見える命令は，誤って削除されます。これらの命令の特殊な動作についてコンパ
イラに通知する必要があります。任意の命令を最終的なオブジェクト・ファイル
に残すように指示する構文はありませんが， IA64_LD8_Aビルトインを回避策と
して使用できます。このビルトインについては，次のMacro-32の段落を参照して
ください。また，/NOOPTIMIZEを指定すると，使用されていないように見える命令
も残りますが，コードの実行速度が遅くなり，またコードのサイズが大きくなり
ます。

• コンパイラは，使用されていないように見えるメモリのロードを最適化によって
除去することがあります。コンパイラのオプティマイザは，メモリのロード結果
が使用されるかどうかを認識することができます。結果が使用されていないと判
断されると，オプティマイザはメモリ・ロードを削除します。しかし，コードに
よっては，たとえば IPLを上げる前にページをメモリにページ・インさせるため
にメモリのロードを使用している場合があります。そのような場合は，命令が除
去されるとページがメモリにページ・インされなくなり，高い IPLでの以降のコ
ードで，高い IPL例外での回復不可能なページ・フォルトが発生します。任意の
命令を最終的なオブジェクト・ファイルに残すように指示する構文はありません
が， IA64_LD8_Aビルトインを回避策として使用できます。バージョン 8.3で新
たに追加された IA64_LD8_Aビルトインは，特別な形式の Itanium "ld8"命令を
生成し，フェッチされたアドレスを ALAT (Advanced Load Address Table)に格
納します。コンパイラはこの特別な形式の "ld8"を，副作用を持ち，結果が使用
されていないように見える場合でも最終的なオブジェクト・ファイルから削除で
きないものとして認識します。 ALATにアドレスを挿入しても，問題が発生した
り，他の変更が必要になることはありません。最終的なオブジェクト・ファイル
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に残す必要がある，使用されないメモリのロードについては，次のように変更し
ます。

MOVL (Rn),Rn

から

IA64_LD8_A Rn,(Rn),#0

将来のリリースでは，最終的なオブジェクト・ファイルに残す必要がある命令を
指定するための新しい構文がコンパイラに追加される予定です。

バージョン 8.3よりも前のシステムでは， IA64_LD8_Aビルトインはありませ
ん。唯一の回避策は，/NOOPTIMIZEを使用することです。

5.26.3 OpenVMS Alphaシステム用の HP MACRO

V8.3

コンパイラは，使用されていないように見えるメモリのロードを最適化によって除去
することがあります。コンパイラの新しいオプティマイザは，メモリのロード結果が
使用されるかどうかを認識することができます。結果が使用されていないと判断され
ると，オプティマイザはメモリ・ロードを削除します。しかし，コードによっては，
たとえば IPLを上げる前にページをメモリにページ・インさせるためにメモリのロー
ドを使用している場合があります。そのような場合は，命令が除去されるとページが
メモリにページ・インされなくなり，高い IPLでの以降のコードで，高い IPL例外で
の回復不可能なページ・フォルトが発生します。唯一の回避策は，/NOOPTIMIZEを使
用するか，最適化機能を備えていない以前のMacro-32コンパイラに戻ることです。

新しいMacro-32コンパイラの名前はSYS$SYSTEM:MACRO.EXEであり，DCL MACROコ
マンドではこのイメージがデフォルトで起動されます。古いコンパイラ
はSYS$SYSTEM:ALPHA_MACRO.EXEにあります。DCLコマンドMACROで古いコン
パイラを使用するには，論理名MACROを次のように定義します。

$ DEFINE MACRO SYS$SYSTEM:ALPHA_MACRO.EXE

5.26.4 /OPTIMIZE=VAXREGS修飾子は Integrityサーバではサポートされない

V8.2

Alphaシステムでサポートされていた/OPTIMIZE=VAXREGS修飾子は， Integrity
システムではサポートされません。残念ながら，関連するコードすべてがコマンド行
処理から削除されてはいません。 Integrityシステムで/OPTIMIZE=ALLを指定する
と，サポートされていない VAXREGS最適化を誤って起動することになります。今後
のリリースで，コマンド行プロセスを修正して VAXREGS最適化を起動しないように
する予定です。
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5.26.5 浮動小数点数のゼロ除算エラーが検出されない (Integrityのみ)

V8.2

Macro-32浮動小数点数サポート・ルーチンは，浮動小数点数のゼロ除算を検出しま
せん。サポート・ルーチンでは， VAX浮動小数点数を IEEE浮動小数点数に変換し
て除算を実行します。チェック処理無しで，除算で IEEEのNaN値 (非数値)が生成
されます。サポート・ルーチンは，次にNaN値を VAX浮動小数点数に戻そうとしま
す。この操作で，不正浮動小数点数のエラーになります。今後のリリースで，サポー
ト・ルーチンが修正され，正しく浮動小数点数のゼロ除算エラーを検出するようにな
ります。

5.27 Hypersortユーティリティ

ここでは，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity Version 8.2用のHypersort
V08-006に関する注意事項について説明します。

Hypersortで修正されていない問題を回避する場合，またはHypersortに実装さ
れていない機能を使用する場合には，従来どおり SORT32を使用してください。
SORT32に関する注意事項は第 5.39節を参照してください。

5.27.1 弊社への問題の報告

恒久的な条件

SORTやMERGEで問題を発見した場合は，問題を報告する前に，次のコマンドを実
行してください。

$ WRITE SYS$OUTPUT "WSEXTENT =’’F$GETJPI("","WSEXTENT")’"
$ WRITE SYS$OUTPUT "PGFLQUOTA=’’F$GETJPI("","PGFLQUOTA")’"
$ SHOW LOGICAL SORTSHR
$ SORT/STATISTICS (or MERGE/STATISTICS)

問題を再現する入力ファイルとともに，この出力を問題の報告に含めてください。

5.27.2 ラージ・ファイルの制限事項

V8.2

Hypersort V08-010は，メモリ割り当てのアルゴリズムが改良されましたが，大規模
な入力ファイルが使用されると，ハングアップしたり， ACCVIOが発生することが
あります。ハングアップや ACCVIOが発生する可能性を低くするには，第 5.27.8項
に記載されているとおりにページ・ファイル・クォータとワーキング・セット・エク
ステントを設定します。Hypersortでハングアップしたり ACCVIOが発生する場合
は，代わりに SORT32を使用してください。
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5.27.3 Hypersortと VFCファイルの制限事項

V7.3-2

Hypersortで VFCファイルを使用するには，/FORMAT=RECORD_SIZE:nが必要で
す。

5.27.4 /FORMAT=RECORD_SIZEの制限事項

恒久的な制限事項

Hypersortでは， SORTとMERGEの両方で使用する/FORMAT=RECORD_SIZE:n
がサポートされます。ただし，次の 2つの制限事項があります。

• すべての場合において，コマンドで指定した RECORD_SIZEの値が入力ファイ
ル内の任意のレコードの最大レコード長 (LRL)よりも小さい場合，長すぎるレ
コードは，ソートされた出力ファイルで RECORD_SIZEのサイズまで切り捨て
られ，診断メッセージ%SORT-E-BAD_LRLが発行されます。この場合は，出
力ファイルを破棄し，ソートを再実行する必要があります。 SORTコマンドの
RECORD_SIZEパラメータの値を，DIR/FULLコマンドを実行して表示される
入力ファイルの最大レコードのサイズに合わせて修正してください。

• SORTやMERGEによって，入力索引順編成ファイルから出力順編成ファイルが
作成されます。この場合，%SORT-E-BAD_LRL診断メッセージも発行される場
合があります。

5.27.5 Hypersortと検索リスト，および論理名の使用

恒久的な制限事項

Hypersortでは，検索リスト，および入力ファイルと作業ファイルで使用される論理
名のサポートが十分でありません。この問題を検出した場合は， SORT32を使用して
ください。

5.27.6 作業ファイルの空き領域不足

恒久的な制限事項

すべてのソート作業ファイルで空き領域が無くなると，Hypersortが正しく終了しま
せん。この問題を防ぐには，次のいずれかの処理を実行してください。

• ソートの作業ファイル用に使用するデバイスに，十分な空き領域を割り当てる。

• SORT32を使用して，作業ファイルの領域を使い果たしたことを検出する。
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5.27.7 入力アスタリスク (*)の制限事項

恒久的な制限事項

Hypersortでは，入力ファイル指定にアスタリスク (*)を使用できません。

5.27.8 最適化されたワーキング・セット・エクステントとページ・ファイル・ク
ォータの設定

恒久的な制限事項

SORT32とHypersortは，異なるソート・アルゴリズムと作業ファイル・アルゴリ
ズムを使用します。これらのユーティリティの相対的な速度は，入力ファイルと，メ
モリ，ディスク，および CPUの構成によって異なります。ワーキング・セット・エ
クステントが，ページ・ファイル・クォータの 3分の 1を超えないようにしてくださ
い。 SORT32とHypersortはいずれも，個々の入力ファイルに合ったワーキング・
セット・エクステントを使用することで，最高の性能を発揮します。

5.28 Intel®アセンブラ (Integrityのみ)

恒久的な制限事項

Intelアセンブラ言語で記述されたすべてのモジュールには， -Xunwindフラグによ
る自動生成を行うか，ソース・モジュールに明示的に unwindディレクティブを記述
する方法で，適切な unwindディレクティブが含まれていなければなりません。正確
な unwind情報なしでは，オペレーティング・システムの条件処理と例外ディスパ
ッチが動作せず，予期しない状態でプログラムが失敗することがあります。正確な
unwind情報を持たないプログラムは，OpenVMSではサポートされていません。こ
の前提条件は，恒久的な要件となります。

5.29 Librarianユーティリティ

ここでは， Librarianユーティリティと Library Serviceルーチンに関する注意事項
について説明します。

5.29.1 data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリとのリンクは推奨できない
(Integrityのみ)

V8.2

DCX data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリは，ライブラリ内の連続領域に
は格納されません。その結果，最初にデータの展開を行う必要があるため，モジュ
ールをプロセスの P2空間に直接マッピングすることはできません。 LBR$MAP_
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MODULEライブラリ・サービスが，モジュールを展開しプロセスの P2空間にコピ
ーします。この動作により，結果としてできた P2空間内のページが，プロセス・ク
ォータとしてカウントされます。

LBR$UNMAP_MODULEライブラリ・サービスは，これらのページを回復します
が，これらのページはヒープ領域解放リストに残り，プロセス・クォータとしてカウ
ントされ続けます。そのため， Linker操作の前に，あらかじめDCX data-reduced
ELFオブジェクト・ライブラリを展開することをお勧めします。

5.29.2 Integrityサーバ・ライブラリへの.STBファイルの挿入または置き換えの失
敗 (Integrityのみ)

V8.2

OpenVMS VAXおよび Alphaでは，.STBファイルをオブジェクト・ライブラリに格
納することができます。OpenVMS Integrityでは， Librarianはこの動作を行いま
せん。例を次に示します。

$ LIBR/CREATE OBJ$:SOME_LIBRARY OBJ$:SOME_FILE.STB
Librarian T01-23
%LIBRAR-E-NOTELFFILE, TPSSWRKD$:[TPSS.TRACE.IA64.LPIOBJ]TRACEMSG.STB;1

is not an ELF object or image file

.STBファイルはオブジェクトでもイメージでもないため，現在 Librarianは，この
ファイルを Integrityシステムの.OLBファイルには格納しません。

ただし， Alphaと VAXでは，.STBファイルはオブジェクト・ファイルと同様の形式
になっています。 VAXでは，.STBファイルを Linkerへの入力として使用すること
もできます。 Alphaでは，.STBファイルの形式は，.OBJファイルの形式と同じです
(つまり，ファイル拡張子が.STBであること以外は，これらのファイルに違いはあり
ません)。そのため， Alphaの Librarianはこのファイルを受け付けますが， Linker
の入力として使用することはできません。

Integrityサーバでは，.STBファイルにファイル・タイプ (ET_VMS_LINK_STB)が
埋め込まれます。これにより， Librarianと Linkerが，.STBファイルを処理できな
いことを判断できます。これは恒久的な状態です。

5.29.3 プロセス・クォータが低すぎると Librarianがエラーを通知しない問題

恒久的な制限事項

OpenVMS Alphaおよび Integrityの Librarianは圧縮，データ・リダクション，
データ拡張操作でエラーを通知しないことがあります。この問題が発生するのは，
Librarianが動作しているアカウントまたはプロセスの PGFLQUOTAプロセス・ク
ォータが低い場合です。$PUTMSGシステム・サービスは，エラーが発生した場合で
も必ず SS$_NORMALというステータスを返すので，操作エラーがただちに明らか
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になりません。しかし，エラーが発生した場合には， Librarianは Success以外のス
テータスを返します。

この問題を回避するには， PGFLQUOTAを増加させてから圧縮，データ・リダクシ
ョン，データ拡張操作を実行します。さらに，コマンド・プロシージャで LIBRARY
コマンドからの戻りステータスを確認するようにしてください。

5.30 OpenVMS Alpha用Linkerユーティリティ

ここでは，すべてのOpenVMSプラットフォーム上での Alpha Linkerユーティリテ
ィに関する注意事項について説明します。 Integrity Linkerに関する注意事項は第
5.31節を参照してください。

5.30.1 SYMBOL_VECTORリンカ・オプションの制限事項

恒久的な制限事項

SYMBOL_VECTORリンカ・オプションを使用して汎用宣言したい共有イメージの
シンボル名あるいはプログラム・セクション名は， TPA$_SYMBOLシンボル・タイ
プに属する文字で構成されていなければなりません。 TPA$_SYMBOLシンボル・タ
イプは下記の文字で構成されます。
Aから Zの英字 (大文字および小文字)，ドル記号 ($)，アンダースコア (_)，コード
192よりも大きなDEC多国語文字。

次の例では， TPA$_SYMBOLシンボル・タイプに属さない文字 ’~’がプロシージャ
名に含まれています。このため， SYMBOL_VECTORリンカ・オプションが次のよ
うなエラー・メッセージを表示しています。

$ LINK/SHARE SOME_LIBRARY, SYS$INPUT/OPT
SYMBOL_VECTOR=(WRONG~NAME=PROCEDURE)
%ILINK-F-OPTSYNERR, syntax error in options file SYS$INPUT:.;
-ILINK-E-OPTLIN, options line in error

SYMBOL_VECTOR=(WRONG’~’NAME=PROCEDURE)

5.30.2 多数のファイルを指定した場合に Linkerがハングアップしたように見える

V8.3

RMS_RELATED_CONTEXTリンカ・オプションがオン (デフォルトは RMS_
RELATED_CONTEXT=YES)で，存在しないファイルが LINKコマンドのファイ
ル・リストに指定されていた場合，リンカによる LIB$FIND_FILEの呼び出しは完
了するまでに長時間かかり，リンカがハングアップしたように見えることがありま
す。リンクしているファイルの数と，ファイル指定での論理名の使用状況に応じて，
リンカの処理が完了するまでに数時間かかることもあります。これは LIB$FIND_
FILEが，不明ファイルについてプレフィックスの組み合わせをすべて探してから，
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"file not found"メッセージを表示するためです。リンカが LIB$FIND_FILEを呼び
出した後は， Ctrl/Yを押してもリンカを終了させることはできません。

どのファイルが不明かを調べるには，『Linker Manual』の第 4部「LINK
Command Reference」の RMS_RELATED_CONTEXT=オプションの説明に記
載されている手順を使用します。

5.30.3 ライブラリ・チェックにおける Linkerのデフォルト動作の変更

V7.3-1

これまでの Linkerでは，ライブラリと共有イメージ間の一致条件が厳密に検証
されていましたが (正確な日時を照合し，該当するものがない場合は， LINK-I-
DATMISMCHシグナル通知を発行)，このリリースでは，イメージ・アクティベータ
と同じ検証 (GSMATCH条件を使用して互換性を検証)だけが実行されます。

以前の動作 (日時の照合)を実行する場合は， LINK$SHR_DATE_CHECK論理名を
設定してください。

詳細は，『Linker Manual』の第 4部「LINK Command Reference」の/LIBRARY修
飾子を参照してください

共用可能イメージ・ライブラリには，イメージのコピーは格納されていません。格納
されているのは，イメージの名前，イメージの識別情報，イメージのユニバーサル・
シンボルが格納されたテーブルです。識別情報は，共用可能イメージをリンクする
際にGSMATCH=オプションで指定します。詳細は，『Linker Manual』の第 4部「LINK
Command Reference」のGSMATCH=オプションを参照してください。

共用可能イメージを再リンクしても，ライブラリが更新されない場合があります。こ
のような場合に対処するために，リンカは互換性を確認します。リンカは，イメー
ジ・アクティベータが行うのと同じように，GSMATCH条件を使用して互換性を確認し
ます。

VAXでは，リンカは日付と時刻も比較し，違っている場合にはLINK-I-DATMISMCHを生
成します。

Alphaでは，リンカの最初の動作は VAXのリンカと同じでした。しかし，このチェ
ックは厳し過ぎると判断され，デフォルトではGSMATCH条件だけを使用するよう
に変更されました。論理名LINK$SHR_DATE_CHECKを定義すると， VAXと同じ以前の動
作になります。
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5.30.4 スタックのエレメント数は最大 25に制限

恒久的な制限事項

オブジェクト・ファイルを作成する開発者は， Linkerの内部スタックのエレメント
数が最大 25に制限されていることに注意しなければなりません。どのような計算
も，この制限の範囲内で実行しなければなりません。

5.31 OpenVMS Integrity用Linkerユーティリティ

ここでは， Integrityサーバ用 Linkerユーティリティに関する注意事項について説明
します。

Alpha Linkerに関する注意事項は，第 5.30節を参照してください。

5.31.1 SYMBOL_VECTORリンカ・オプションの制限事項

恒久的な制限事項

SYMBOL_VECTORリンカ・オプションの制限事項については第 5.30.1項を参照し
てください。

5.31.2 正しくないイメージ間デバッグ・フィックスアップをリンカがデバッグ・
シンボル・ファイルに書き込む

V8.3-1H1

状況によっては，リンカはOpenVMSデバッガ用のイメージ間フィックスアップを作
成します。イメージ間デバッグ・フィックスアップは，リンカが解決できない，コン
パイラが生成したデバッグ再配置の結果です。つまり，共用可能イメージに格納され
ている値を実行時に調べるために，デバッガはこれらのフィックスアップを必要とし
ます。デバッガ用にイメージ間フィックスアップをリンカに作成させることが必要と
なる頻度は，コンパイラによって異なります。 Cコンパイラはイメージ間デバッグ・
フィックスアップをめったに使用しませんが， C++コンパイラは頻繁に使用します。
このようなイメージを/DEBUG修飾子付きでリンクすると，リンカはデバッグ情報の
後にイメージ間デバッグ・フィックスアップを書き込みます。/NODSF修飾子 (デフ
ォルト)を使用すると，情報はイメージ・ファイルに正しく書き込まれますが，/DSF
を指定すると，誤ってDSFファイルに書き込まれることがあります。

たとえば，次の例のDEBUG情報とDEBUGエラーは，リンカが誤ってDSFファイ
ルへ書き込んだために表示されます。
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$ RUN/DEBUG MINIREF
%DEBUG-I-INFODWARF, error reading Dwarf info: Section 0a extends outside file
%DEBUG-I-INFODWARF, error reading Dwarf info: Section 0c extends outside file
%DEBUG-I-INFODWARF, error reading Dwarf info: SHT_VMS_FIXUP section 10 size 17eb
e0 not multiple of 18
%DEBUG-I-INFODWARF, error reading Dwarf info: SHT_VMS_FIXUP section 12 size 17ec
30 not multiple of 18

OpenVMS I64 Debug64 Version V8.3-003

%DEBUG-F-ACCVIO, access violation, reason mask=00, virtual address=000000000014A
000, PC=000000007BD73100, PS=0000001B
%DEBUG-I-INITIAL, Language: C, Module: MINIREF

DBG>

The image file is not affected; it can be executed with the RUN command
without any problem:

$ RUN MINIREF

この誤りはOpenVMS V8.3-1H1の Linkerで修正されました。

5.31.3 /SELECTIVE_SEARCHがトランスファー・アドレスを誤って無視すること
がある

V8.3-1H1

トランスファー・アドレスが含まれている Integrityサーバ・オブジェクト・モジュ
ールがあり，/SELECTIVE_SEARCH修飾子を指定したリンク操作にそのモジュール
を含めると，リンカはそのトランスファー・アドレスを検出しませんでした。

次の例では，オブジェクト・モジュール (MAIN.OBJ)にトランスファー・アドレスが
含まれていますが，/SELECTIVE_SEARCHによって無視されます。

$ LINK MAIN/SELECTIVE_SEARCH
%ILINK-W-USRTFR, image USER:[JOE]MAIN.EXE;1 has no user transfer address

この状態になるのは，プログラムのトランスファー・アドレスを提供することを意図
した Integrityサーバ・オブジェクト・モジュールが， SELECTIVE_SEARCH属性
を使用したリンク操作に含まれている場合だけです。次の例のように， LINKコマン
ドまたは LIBRARYコマンドでオブジェクト・モジュールに/SELECTIVE_SEARCH
修飾子を指定すると， SELECTIVE_SEARCH属性がオブジェクト・モジュールに与
えられます。

$ LINK MAIN/SELECTIVE_SEARCH

または

$ LIBRARY/INSERT LIB.OLB MAIN.OBJ/SELECTIVE_SEARCH
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このライブラリに含まれているモジュールを，リンク操作で参照を解決するために使
用します。暗黙的に使用する例を次に示します。

$ LINK/EXECUTABLE=MAIN SUBROUTINES.OBJ, LIB.OLB/LIBRARY

明示的に使用する例を次に示します。

$ LINK/EXECUTABLE=MAIN SUBROUTINES.OBJ, LIB.OLB/INCLUDE=MAIN

この問題は，以下のどちらかの形で現れます。

• リンカが警告メッセージを表示する場合。この状態になるのは，リンク操作の他
のオブジェクト・モジュールが (weakかどうかにかかわらず)トランスファー・ア
ドレスを提供しない場合です。

• リンカがメッセージを表示しない場合。この状態になるのは，リンク操作の他の
オブジェクト・モジュールが (weakかどうかにかかわらず)トランスファー・ア
ドレスを提供する場合です。選択的に検索されたオブジェクト・モジュールから
トランスファー・アドレスを見つけることができないと，リンカは他のオブジェ
クト・モジュールのトランスファー・アドレスを選択します。そのトランスファ
ー・アドレスは，意図せずにそのイメージのメイン・エントリ・ポイントとなり
ます。マップ・ファイルには，リンカが正しくない遷移モジュールとトランスフ
ァー・アドレスを割り当てたことが出力されますが，実際にアプリケーションを
実行するまで問題に気づかない可能性があります。

この誤りはOpenVMS V8.3-1H1のリンカで修正されました。

5.31.4 最大セクション数

V8.3-1H1

65280を超えるセクションに対しては， ELF形式は拡張された番号付け方式を使用
します。これは，OpenVMS Integrity V8.3の Linkerでは実装されていませんでし
た。そのため，単一の入力オブジェクト・モジュールまたは共用可能イメージが持つ
ことのできるセクションの数が制限されていました。通常リンカは複数のセクション
を持つ共用可能イメージを作成するため，この制限は共用可能イメージを作成する際
にも適用されます。ここで， ELFセクションは， C++テンプレートや共用セクショ
ンをエクスポートするために使用されます。つまり，共用可能イメージ中のそのよう
なインタフェースの数は 65280未満でなければなりませんでした。

OpenVMSV8.3-1H1 I64 Linkerでは，この制限はなくなりました。入力ファイル，
オブジェクト・モジュール，あるいは共用イメージは， 65280を超えるセクションを
持つことができます。
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5.31.5 マップ・ファイル中の共用可能イメージの作成日が正しくない

V8.3-1H1

OpenVMS Integrityプラットフォームでは，リンカ・マップ中の共用可能イメージ
の作成日が正しくない場合がありました。誤った日付は，通常 3686と表示されま
す。この状態になるのは，リンカが共用可能イメージを入力ファイルとして処理し，
日付フィールドを抽出してマップに出力した場合です。 ANALYZE/IMAGEで表示さ
れるイメージ自体の日付は正しい内容になっています。

この誤りはOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。

5.31.6 demangler情報を検索するとアクセス違反になる

V8.3-1H1

状況によっては，共用可能イメージ内に demangler情報がないにもかかわらず，リン
カでその情報の検索を試みると，リンカがアクセス違反で異常終了することがありま
した。

この問題はOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。

5.31.7 NOGLOSYMエラー・メッセージに対する誤った二次メッセージ

V8.3-1H1

NOGLOSYMエラー・メッセージに対して，OpenVMS Integrity V8.3の Linkerは
誤った再配置タイプを表示し，一部の情報を 2度表示していました。

この問題はOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。

5.31.8 未定義シンボルについての誤った情報

V8.3-1H1

未定義シンボルに対するUSEUNDEF操作によって，同一の参照についての情報が
誤って 2回表示されることがありました。この問題は，コンパイラが未定義シンボル
への参照について，再配置ペア (LTOFF22X/LDXMOV)を生成した場合に発生しま
す。

この問題はOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。
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5.31.9 誤った UNMAPFILエラー

V8.3-1H1

ELFでない入力ファイルがあると，リンカは INVLDHDRエラー・メッセージを表
示していました。そして INVLDHDRエラーの後には，誤ったUNMAPFILエラー・
メッセージを表示していました。

この問題はOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。

5.31.10 共用可能イメージ・マップ内の識別子の最大長の変更

V8.3-1H1

リンカ・マップでは，リンカはオブジェクト・モジュールと共用可能イメージについ
て，最大で 14文字の識別子をプリントしていました。本来は，オブジェクト・モジ
ュールの識別子は無制限で，共用可能イメージの識別子は 15文字です。

V8.3-1H1 Linkerは，共用可能イメージの識別子として，最大で 15文字プリントす
るようになりました。

5.31.11 共用可能イメージに対するリンケージ・タイプ・チェック

V8.3-1H1

これまで，リンカは共用可能イメージのシンボルに対して，タイプとリンケージのチ
ェックを行っていませんでした。

OpenVMS V8.3-1H1では，このチェックを行うようになりました。

5.31.12 プログラム・セクションの ABS属性が無視される

V8.3-1H1

Integrityサーバでは，オフセットを定数に変換するためのラベルを持つプログラム・
セクション (PSECT)には ABS属性を設定できません。リンカにより次のようなエラ
ー・メッセージが表示されます。

%ILINK-E-ILLABSPSC, absolute psect <psect-name> has non-zero length (not
allowed)

OpenVMS 8.3-1H1 Linkerは ABSプログラム・セクション属性を無視し，次のよう
な情報メッセージを表示します。

%ILINK-I-PSCATTIGN, psect attribute ABS is not supported for OpenVMS ELF
sections, attribute ignored

5–40 プログラミングに関する注意事項



プログラミングに関する注意事項
5.31 OpenVMS Integrity用 Linkerユーティリティ

5.31.13 コマンド行に FP_MODEリテラルを指定していないとリンカはアクセス
違反となる

V8.3-1H1

OpenVMS V8.3では，コマンド行に FP_MODEリテラルを指定していないと，
Integrityサーバ Linkerはアクセス違反になっていました。

この問題はOpenVMS V8.3-1H1で修正されました。

5.31.14 OpenVMS Integrityのオブジェクト・モジュールとイメージ・ファイルの
情報が現在利用できない

V8.3

Integrity サーバ上のオブジェクト・モジュールとイメージ・ファイルの形式である
ELF (Executable and Linkable Format) に対する OpenVMS Integrity の拡張につい
ての情報は，現時点では公開しておりません。将来のリリースで提供されます。

Alpha または VAX のオブジェクト言語形式についての詳細は，『OpenVMS Alpha /

VAX Version 7.3 OpenVMS Linker Utility Manual』のそれぞれに対応した付録を参照
してください。

5.31.15 Integrityリンカと Alphaリンカの違い

V8.3

OpenVMS Integrity LinkerとOpenVMS Alpha Linkerの違いに関する詳細な説
明については，『HP OpenVMS V8.3新機能説明書』を参照してください。『HP
OpenVMS V8.3新機能説明書』には，OpenVMS Integrity Linkerの新機能につい
ての説明もあります。

5.31.16 LINK_ORDERセクション・ヘッダ・フラグはサポートされていない

V8.2

Linkerは， ELFセクション・ヘッダ・フラグ LINK_ORDERをサポートしていませ
ん。ただし，このフラグが設定されている unwindセクションは，正しい順序で配置
されます。

このフラグは，セクションがイメージ・ファイル内の他のセクションと結合される場
合，参照先のセクションが結合される順序と同じ順序で結合しなければならないこと
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を示します。 unwindセクションは，特別なケースとして扱われ，正しい順序で現れ
ます。

次の図に，この概念を図示します。

Unwind 
Sections
(LINK_ORDER
bit set)

Code
Sections

Combined
Code
Sections

Resulting
Combined
Unwind
Sections

1

2

3

A

B

C

B

A

C

2

1

3

refers to

VM-1134A-AI

5.31.17 data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリとのリンクは推奨できない

V8.2

DCX data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリは，ライブラリ内の連続領域に
は格納されません。その結果，最初にデータの展開を行う必要があるため，モジュ
ールをプロセスの P2空間に直接マッピングすることはできません。 LBR$MAP_
MODULEライブラリ・サービスが，モジュールを展開しプロセスの P2空間にコピ
ーします。この動作により，結果としてできた P2空間内のページが，プロセス・ク
ォータとしてカウントされます。

LBR$UNMAP_MODULEライブラリ・サービスは，これらのページを回復します
が，これらのページはヒープ領域解放リストに残り，プロセス・クォータとしてカウ
ントされ続けます。そのため， Linker操作の前に，あらかじめDCX data-reduced
ELFオブジェクト・ライブラリを展開することをお勧めします。これは恒久的な状態
です。
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5.31.18 初期化されたオーバレイ・プログラム・セクションの取り扱いについての
誤りの修正

V8.3

以前のバージョンの Integrity版 Linkerでは， 0で初期化されたオーバレイ・プ
ログラム・セクションは，誤って，互換性のある初期化と見なされていました。
OpenVMS Version 8.2と Version 8.2-1の Integrity Linkerでは 0で初期化されたセ
クションは 0以外の初期値を持つセクションと互換性があると見なされます。そのた
め，リンク操作時のモジュールの順番によっては，イメージに異なる初期値が設定さ
れることがあります。

この問題は， Version 8.3で修正されました。

5.31.19 リンカの修飾子/EXPORT_SYMBOL_VECTOR
と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLSの削除

V8.3

すべてのグローバル・シンボルをエクスポートするだけで共用可能イメージを作成
しても，それだけではうまくいきません。以前のバージョンの Integrity版の Linker
は，/EXPORT_SYMBOL_VECTOR修飾子と/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLS修飾
子を提供しており，すべてのグローバル・シンボルのシンボル・ベクタ・オプション
をモジュール単位に作成できました。ただし，これらの修飾子を使用すると，異なる
イメージに格納されている同じユニバーサル・シンボルがエクスポートされます。異
なるイメージに格納されている同じ C++テンプレートがエクスポートされてしまうこ
とを除外できないため，これは問題になります。

どちらの修飾子も Version 8.3から削除されました。

この問題は，OpenVMS Integrityの将来のリリースの Integrity Linkerで修正され
る予定です。

5.31.20 オプションでの長いシンボル名のサポート

V8.3

オプション用として，リンカの内部ライン・バッファが， 2048文字に拡大されまし
た。これにより，最大サポート長が 1024文字のシンボル名とともにオプションを指
定できるようになりました。
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5.31.21 リンカが作成したコード・スタブのメモリの使用方法の改善

V8.3

Integrity版 Linkerは，OpenVMS Debuggerでのコードのステップ実行でも参照可
能であるコード・スタブを生成します。コードはルーチン呼び出しに対して挿入さ
れ，そのサイズは異なることがあります。しかし，以前のリンカは，必要となりうる
最大コード・サイズを使用して，固定サイズのコード・セクションとしてコードを追
加していました。

バージョン 8.3のリンカは，コード・スタブを実サイズで書き込みます。これによ
り，スタブ間の未使用スペースが無くなるため，未使用のメモリが解放される可能性
があります。

5.31.22 コンパイラでのデマングル化されたシンボル名のサポート

V8.3

シンボル名を固有のものにするために，一部のプログラミング言語では名前のマング
ル化が使用されています。バージョン 8.3からは，リンカはソース・コード名と呼ば
れる，デマングル化された名前を表示しようとします。これらの名前は，リンカのメ
ッセージに使用されます。また，要求によって，リンカ・マップに表示されるマング
ル化されたグローバル・シンボルの変換テーブルでも使用されます (『HP OpenVMS
V8.3新機能説明書』を参照)。この機能は，コンパイラでの名前のデマングル化のサ
ポートに依存しています。

5.32 LTDRIVER: CANCEL SELECTIVEの制限事項

恒久的な制限事項

OpenVMS Version 6.1より前のリリースでは， LTDRIVERは「拡張DDT」ビット
をセットしていませんでした。したがって， POSIX関数 CANCEL SELECTIVEは
LTDRIVERで動作しませんでした。この問題は解決されましたが，まだ制限事項が
残っています。

この修正により，$QIO読み込みと書き込みを選択的に取り消すことができるよう
になりましたが，ポート・ドライバに対して行った$QIO (つまり， LAT接続$QIO
などのように IO$_TTY_PORT関数修飾子を使用して行ったもの)は， CANCEL
SELECTIVEによって取り消すことができません。
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5.33 Mailユーティリティ:呼び出し可能メールのスレッドの制限事項

V7.1

OpenVMS呼び出し可能メール・ルーチンはスレッド・セーフではありません。スレ
ッド化されたアプリケーション内での非スレッド・セーフ・ルーチンの呼び出しの詳
細については，『Guide to the POSIX Threads Library』を参照してください。

呼び出し可能メールのコンテキスト情報は，プロセス単位 (スレッド単位ではない)で
管理されるので，コンテキスト・ベースの処理を実行する複数のスレッドは相互に同
期をとり，特定のタイプのメール・コンテキストが一度に1つだけアクティブになる
ようにしなければなりません。この条件が満たされないと， 1つのスレッドが他のス
レッドのメール操作を妨害する可能性があります。

OpenVMS Alphaシステムでは，マルチスレッド環境でカーネル・スレッドが有効に
設定されている場合，この他にも追加制限事項があります。この環境では，呼び出し
可能メールは初期スレッドでのみ使用しなければなりません。

5.34 OpenVMSのシステム・ダンプ・アナライザ (SDA)

ここでは，システム・ダンプ・アナライザ (SDA)に関する注意事項について説明しま
す。

5.34.1 CLUEコマンドはOpenVMS Integrityに移植されていない

V8.2

次の CLUEコマンドは，OpenVMS Integrityにはまだ移植されていないため，その
旨のメッセージを返します。

CLUE CALL
CLUE ERRLOG
CLUE FRU
CLUE REGISTER

5.35 OpenVMS Integrity Version 8.2に含まれないPL/Iライブラリ

V8.2

PL/Iライブラリ (ネイティブ・ライブラリと変換されたライブラリ)は，OpenVMS
Alphaには含まれていましたがOpenVMS Integrityには含まれていません。 PL/Iコ
ア・イメージのうちOpenVMS Integrityにないものは以下のとおりです。

[SYSLIB]DPLI$RTLSHR.EXE

プログラミングに関する注意事項 5–45



プログラミングに関する注意事項
5.35 OpenVMS Integrity Version 8.2に含まれない PL/Iライブラリ

[SYSMSG]PLI$MSG.EXE
[SYSLIB]PLIRTL.IIF
[SYSLIB]PLIRTL_D56_TV.EXE

PL/Iライブラリを参照するアプリケーションや共有イメージは， Integrityサーバ用
のOpenVMS Integrityでは動作しません。 (一般的に， PL/Iで記述したコードを含
むアプリケーションや共有イメージがそうです。)この制約は，ネイティブ・コード
にも，変換された VAXおよび Alphaイメージにも，適用されます。

第 2.12節の，関連する注意事項を参照してください。

5.36 POSIXスレッド・ライブラリ

ここでは， POSIXスレッド・ライブラリ (旧名称は，DECthreads)に関する注意事
項について説明します。

5.36.1 プロセス共有オブジェクトのサポート

V8.2

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity上の POSIXスレッド・ライブラリは，
プロセス共有のミューテックスと条件変数をサポートします。

注意

ミューテックスと条件変数に対するプロセス共有の読み書きロックは Tru64
システムでのみサポートされます。

OpenVMSでサポートされる pthreadルーチンは以下のものです。

• pthread_condattr_getpshared

• pthread_condattr_setpshared

• pthread_mutexattr_getpshared

• pthread_mutexattr_setpshared

5.36.2 pthread_mutex_lockの新しい戻り状態値

V8.2

POSIXスレッド・ライブラリ pthread_mutex_lockをプロセス共有ミューテックスと
使用すると新しいエラー状態 EABANDONEDを返します。この状態は，ミューテッ
クスを所有しながらプロセスが終了した場合のみ返されます。
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5.36.3 新しい API pthread_mutex_tryforcedlock_npのサポート

V8.2

POSIXスレッド・ライブラリは，新しい API pthread_mutex_tryforcedlock_npをサ
ポートします。 pthread_mutex_tryforcedlock_np APIは，解放されたプロセス共有
ミューテックスの所有権を待ちます。

構文

pthread_mutex_tryforcedlock_np(mutex);

引数 データ型 アクセス

mutex opaque pthread_mutex_t read

Cバインディング

#include <pthread.h>
int
pthread_mutex_tryforcedlock_np (

pthread_mutex_t *mutex);

引数

mutex
Mutex to be locked.

説明

プロセス共有オブジェクトにより，ミューテックスや条件変数などのオブジェクトを
複数のプロセス間で共有することができます。ミューテックスを所有しながらプロセ
スが終了した場合，そのミューテックスは，終了したプロセスが所有したままの状態
になります。このため，他のスレッドあるいはプロセスがそのミューテックスを所有
することはできません。

しかし，オプションのシステム・サービスとしてsys$pshared_registerが用意されて
います。このシステム・サービスを使用すると，終了したプロセスが所有しているミ
ューテックスを解放することができます。

この場合， pthread_mutex_lockの呼び出しで EABANDONEDが返され，アプリケ
ーションは pthread_mutex_tryforcedlock_nを呼び出して解放されたミューテックス
の所有権を取得することができます。

戻り値

プログラミングに関する注意事項 5–47



プログラミングに関する注意事項
5.36 POSIXスレッド・ライブラリ

エラー状態が発生すると，このルーチンはエラーのタイプを示す整数値を戻します。
次のような戻り値があります。

戻り値 説明

0 正常終了

[EPERM] そのミューテックスは解放されておらず，他のスレッドが所有している。

[EINVAL] そのミューテックスはプロセス共有ミューテックスではない。

[ENOSYS] 不正なシステム・サービスがコールされた。

5.36.4 例外処理中のスタック・オーバフロー (Integrityのみ)

V8.2

Integrityサーバでの例外処理には， Alphaシステムの場合よりもかなり大きなスタ
ック領域が必要です。OpenVMSからアプリケーションを移植するときに，例外処理
を使用するスレッドに未使用スタック領域が十分にないと， Integrityサーバでの例
外処理中に，このスレッドでスタック・オーバフローが発生することがあります。通
常は，次の操作のいずれかに関連する ACCVIOの処理が不適切であったように見え
ます。

• RAISE

• pthread_cancel

• pthread_exit

• スレッドにアクティブな TRYまたは pthread_cleanup_pushブロックがあり，
OpenVMSの状態がシグナル通知された (たとえば，ハードウェア例外や，
LIB$SIGNALまたは LIB$STOPの使用など)。

このような問題が発生した場合は，スレッドに割り当てられるスタックのサイズを数
ページずつ増やしてみてください。最初は，スタックのサイズを 24 KB大きくするこ
とをお勧めします。

デフォルトのスタック・サイズは， Integrityサーバでのスタック使用量が多いこと
に対応するため， 24 KB大きくされました。アプリケーションが多数のスレッドをデ
フォルトのスタック・サイズで作成している場合，アプリケーションのメモリ・リソ
ースが不足することがあります。このような状況になった場合は，プロセス・クォー
タを大きくするか，アプリケーションを変更して同時に存在するスレッドの数を減ら
してください。
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5.36.5 Integrityサーバでの THREADCPコマンドの動作

V8.2

OpenVMS Integrityシステム上のDCLコマンド THREADCPは，スレッド関連の
2つのメイン・イメージ・ヘッダ・フラグ，UPCALLSとMULTIPLE_KERNEL_
THREADSの問い合わせや変更には使用できません。代わりに， Integrityサーバで
のスレッド・ヘッダ・フラグの設定や参照を行うためのDCLコマンド SET IMAGE
および SHOW IMAGEを使用する必要があります。

Alphaシステムのユーザは，引き続き THREADCPコマンドを使用してください。

5.36.6 浮動小数点のコンパイルと例外 (Integrityのみ)

V8.2

次の 2つの古い cmaスレッド・ライブラリ・ルーチンのいずれかを呼び出すソース・
モジュールは，OpenVMS Integrity上で使用するために/FLOAT=G_FLOATコンパ
イラ修飾子 (または，言語固有の同等の修飾子)を指定してコンパイルしなければなり
ません。

cma_delay()

cma_time_get_expiration()

これらのルーチンは， VAX形式の浮動小数点数だけを引数として受け入れます。
通常，OpenVMS Integrityコンパイラは，デフォルトで VAX形式を使用する
OpenVMS Alphaコンパイラとは異なり，デフォルトで IEEE形式の浮動小数点数を
使用します。この 2つの cmaスレッド・ルーチンは， Alphaと Integrityのどちらで
も， VAX形式の浮動小数点引数だけを受け入れます。これらのルーチンの呼び出し
を適切にコンパイルしないと， IEEE形式の浮動小数点数が実行時に誤って渡され，
予期しない例外が発生することがあります。

5.36.7 C言語コンパイル・ヘッダ・ファイルの変更

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2では，次の変更が行われました。

• INTS.H

OpenVMSの以前の一部のリリースでは， POSIXスレッドの C言語ヘッダ・フ
ァイル PTHREAD_EXCEPTION.Hに， Cヘッダ・ファイル INTS.Hの#include
が誤って含まれていました。この問題は，OpenVMS Version 7.3-2で修正され
ました。 PTHREAD_EXCEPTION.Hを使用しても，コンパイルで INTS.Hがイ
ンクルードされなくなりました。アプリケーションによっては，コンパイル時に
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INTS.Hが必要で， PTHREAD_EXCEPTION.Hでインクルードされることを誤
って前提としているものがあるかもしれません。

このようなアプリケーション・ソース・モジュールをOpenVMS Version 7.3-2
システムで再コンパイルすると， Cコンパイラから診断メッセージが出力されま
す。これらのメッセージは， INTS.Hで定義されるシンボルやデータ型 (たとえば
int32)が未定義であることを示します。このようなアプリケーション・ソース・
モジュールを修正するには，該当するシンボルや型を最初に使用している位置よ
り前で，直接<ints.h>を#includeします。

• timespec_t typedef

以前のリリースのOpenVMSでは， POSIXスレッドの C言語ヘッダ・ファイル
PTHREAD.Hに，timespec_tという名前の typedef定義が入っていました。この
シンボルは， PTHREAD.Hに属さない，非標準のシンボルです。 (この typedef
は， TIME.Hや TIMERS.Hなどの C RTLヘッダ・ファイルの内容との関連で
残されていました。) OpenVMS Version 7.3-2では， C RTLとスレッド・ヘッ
ダ・ファイルの標準への準拠性が改善されました。この結果， PTHREAD.Hか
らtimespec_tの typedefが削除されました。

アプリケーションによっては，timespec_tの typedefがコンパイル時に必要で，
PTHREAD.Hで直接的または間接的 (たとえば， TIS.Hの使用による)に定義さ
れることを誤って前提としているものがあるかもしれません。このようなアプリ
ケーション・ソース・モジュールをOpenVMS Version 7.3-2システムで再コンパ
イルすると， Cコンパイラから，timespec_tを未定義のシンボルまたは型として
リストする診断メッセージが出力されます。このようなアプリケーション・ソー
ス・モジュールを修正するには，timespec_tを使用している部分をtimespec構造
体に置き換えるか，timespec_tシンボルを最初に使用している位置より前で， C
RTLヘッダ・ファイル TIMERS.Hをインクルードします。

アプリケーションの構築環境で古い C RTLやスレッド・ヘッダ・ファイルのプラ
イベート・コピーを使用していたり，timespec構造体やtimespec_t typedefを含
む抜粋を使用している場合 (どちらの方法もお勧めできません)は，もっと多くの
コンパイル・エラーが表示されることがあります。コンパイラは，timespec構造
体が再定義されている (2回定義されている)ことを示すメッセージを表示するこ
とがあります。このような場合，システムが提供している C RTLおよびスレッ
ド・ヘッダ・ファイルを使用するように戻したり，timespec構造体に関連して個
別に抜粋した個所を，システムが提供している TIME.Hヘッダ・ファイルのイン
クルードに変更します。

5.36.8 新しい優先順位調整アルゴリズム

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2では，『Guide to the POSIX Threads Library』で説明さ
れている適応型スレッド・スケジューリング動作が，新しい優先順位調整アルゴリズ
ムとともに実装されました。場合によっては，新しいアルゴリズムでは，優先順位が
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異なる，スループット方針のスレッドが同期オブジェクトを共用することによる問題
を回避できます。優先順位の調整により，アプリケーションのスループットや，シス
テム全体の使用状況も改善できます。スループット・スケジューリング方針のスレッ
ドの優先順位調整は，自動で，透過的に行われます。

5.36.9 プロセス・ダンプ

V7.3

POSIXスレッド・ライブラリで実行時に修正不能な重大エラー (アプリケーショ
ン内のデータ破損によって損傷したデータ構造など)が検出されると，ライブラ
リにより実行中のイメージが終了されることがあります。終了中に，ライブラリ
によりプロセス・ダンプ・ファイルの作成がトリガーされます (このファイルは，
ANALYZE/PROCESS_DUMPによりエラー診断に使用されます)。このようなプロセ
ス・ダンプ・ファイルのサイズは，エラー時のプロセスのアドレス空間に依存するた
め，非常に大きくなることがあります。

5.36.10 動的 CPU構成の変更

V7.3

OpenVMS Version 7.3以降， POSIXスレッド・ライブラリは，マルチプロセッサ
Alphaシステムを実行する CPUの数の動的変化に対応するようになりました。 1
つのイメージに対して，複数のカーネル・スレッドが使用できるように指定 (LINK
/THREADS_ENABLE修飾子または THREADCPコマンド動詞により)すると，
POSIXスレッド・ライブラリが，アプリケーションの明白な並列処理を監視して，
利用可能な CPUの数を最大とする数のカーネル・スレッドを作成します。それぞれ
のカーネルスレッドは，OpenVMSエグゼクティブによってスケジューリングされて
別々の CPUで実行されるので，同時に実行することができます。

アプリケーションの実行中，オペレータは CPUを個別に停止または開始することが
できます。このような動的変化を反映して，これ以降にイメージがアクティブ化され
たときに作成できるカーネル・スレッドの数が変化します。また，現在実行中のイメ
ージにも反映されるようになりました。

CPUを追加または除去すると，スレッド・ライブラリは，追加，除去後のアクティ
ブな CPUの数を照会し，プロセスが現在使用しているカーネル・スレッドの数と比
較します。現在 CPUがカーネル・スレッドよりも多い場合，ライブラリは既存の
POSIXスレッドを CPUまで延長します (必要に応じて，すぐに，または後に新しい
カーネル・スレッドを作成します)。逆に CPUがカーネル・スレッドよりも少ない場
合，ライブラリは余分のカーネル・スレッドを強制的にハイバネートさせ，残りの
カーネル・スレッド上で POSIXスレッドを再度スケジューリングします。これによ
り，プロセスに関する限り，利用可能な数以上のカーネル・スレッドが， CPUリソ
ースを奪い合うということがなくなります。
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5.36.11 デバッガ計測機能は動作しない

V7.0

POSIXスレッド・デバッガの計測機能は動作しません。

『Guide to the POSIX Threads Library』の C.1.1に記載されている，動作中のプロ
グラムをデバッグする手順を使用すると，プロセスが ACCVIOメッセージで失敗す
る可能性があります。

5.37 RTLライブラリ (LIB$)

ここでは， LIB$ランタイム・ライブラリに関する注意事項について説明します。

5.37.1 RTLライブラリ (LIB$)のヘルプ

V8.2

OpenVMS Version 8.2の LIB$ランタイム・ライブラリのヘルプ・ファイルには，
LIB$LOCK_IMAGEルーチンのヘルプがありません。この問題は，今後のリリー
スで修正される予定です。当面は，このルーチンの詳細な説明は『OpenVMS RTL
Library (LIB$) Manual』を参照してください。

5.37.2 RTL Library (LIB$):呼び出し標準ルーチン (Integrityのみ)

V8.2

この注意事項では，ローテートするレジスタが，以下の呼び出し標準ルーチンでどの
ように取り扱われるかを明確化します。

LIB$I64_GET_FR
LIB$I64_SET_FR
LIB$I64_GET_GR
LIB$I64_SET_GR
LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERS

呼び出し標準規則の ICB (invocation context block)およびメカニズム・ベクタは
常に，あたかも，レジスタ・リネーム・ベース (CFM.rrb)とローテート・サイズ
(CFM.sor)がいずれも 0であったかのように，汎用レジスタ，浮動小数点レジスタ，
およびプレディケート・レジスタを記録しています。言い換えると，ローテートする
レジスタを使用しているときに，ローテーションの効果が無視されます。このこと
は， LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERSルーチンが使用するレジスタ・マスクにつ
いても同様です。というのは，これらのマスクは， ICB構造体のフィールドによって
定義されるからです。
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現在は，補足的なアクセス・ルーチン LIB$I64_GET_FR, LIB$I64_SET_FR,
LIB$I64_GET_GRおよび LIB$I64_SET_GRが，レジスタ・リネーム・ベース・レ
ジスタとローテート・サイズ・レジスタの効果を調整しないで，不適切に，そのレジ
スタ番号パラメータを解釈しています。これは，誤りであり今後のリリースで修正さ
れる予定です。

それまでは， ICBまたはメカニズム・ベクタ内の汎用レジスタ，浮動小数点レジス
タ，およびプレディケート・レジスタを調べるプログラムや，実行時に見えるレジス
タを探して内容を解釈するプログラムでは，保存された CFMレジスタを調べて，自
身で適切に調整する必要があります。

5.38 Screen Management (SMG$)のドキュメント

『OpenVMS RTL Screen Management (SMG$) Manual』の最後にある参照情報の
トピックに，次の情報を追加します。

V7.2

• ルーチン SMG$DELETE_VIRTUAL_DISPLAYの「Condition Values Returned
(返される条件値)」に，次の説明を追加してください。

"Any condition value returned by the $ DELPRC system service"
($DELPRCシステム・サービスから返された条件値)

• ルーチン SMG$GET_TERM_DATAの説明の「Arguments (引数)」の部分
で，capability-data引数の説明が誤っています。正しい説明は次のとおりです。

access: write-only

mechanism: by reference, array reference

• ルーチン SMG$SET_OUT_OF_BAND_ASTSの説明の「引数 (AST-argument)」
の部分で，AST-argument引数の説明に誤りがあります。構造体の図のシンボル名
が誤っています。この図の下にある段落に示されているシンボル名は正しい名前
です。正しいシンボル名と誤ったシンボル名は次のとおりです。

誤っているシンボル名 正しいシンボル名

SMG$L_PASTEBOARD_ID SMG$L_PBD_ID

SMG$L_ARG SMG$L_USER_ARG

SMG$B_CHARACTER SMG$B_CHAR

V7.1

• SMG$READ_COMPOSED_LINEルーチンの説明で，flags引数の説明に次の文を
追加してください。

"The terminal characteristic /LINE_EDITING should be set for your terminal
for these flags to work as expected. /LINE_EDITING is the default."
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(「これらのフラグが正しく機能するには，端末に対して端末属性/LINE_
EDITINGを設定しなければなりません。/LINE_EDITINGは省略時の設定で
す。」)

• ルーチン SMG$SET_KEYPAD_MODEの説明に，次の注意を追加してくださ
い。

注意

キーパッド・モードを変更すると，物理端末の設定も変更されます。これ
は，keyboard-id引数によって指定される仮想キーボードだけでなく，すべて
の仮想キーボードに対するグローバルな変更です。

5.39 SORT32ユーティリティ

ここでは，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrity Version 8.2用の，
SORT32 V08-010に関する注意事項について説明します。詳細は，第 5.27.8項と第
5.27.1項を参照してください。

Hypersortで修正されていない問題を回避する場合，またはHypersortに実装されて
いない機能を使用する場合に SORT32を使用することをお勧めします。Hypersort
の注意事項については，第 5.27節を参照してください。

5.39.1 DFSサービス・ディスクでの CONVERTの問題

V8.2

SORT，MERGE，および CONVERT操作は，UNIXがサービスするDFSマウン
ト・ディスクが出力先になっている場合，%SORT-E-BAD_LRLエラーを返します。

この制約事項を回避するには，次のいずれかを実行します。

• 出力ファイルをOpenVMSディスクに書き込んでから，その出力ファイルを
UNIXがサービスするDFSマウントディスクにコピーする。

• CONVERT/FDLコマンドを使用する。このとき， FDLには，出力ファイルに必
要な LRL (最大レコード長)を指定する。

5.39.2 一時作業ファイルが削除されないことがある

V7.3-2

SORT32は，一時作業ファイルを削除しないことがあります。 SYS$SCRATCHや，
SORT32の作業ファイルを置いている場所を定期的にチェックし，削除されていない
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作業ファイルを削除してディスク・スペースを空けることができないかを調べてくだ
さい。

5.39.3 複合条件のある SORT/SPECIFICATION:要件

V7.3-1

SORT32では，キー指定ファイルの複合条件が括弧で囲まれていない場合，複合条件
に対する診断メッセージを出力しません。例を次に示します。

誤り:

/CONDITION=(NAME=TEST1, TEST=(Field2 EQ "X") AND (Field3 EQ "A"))

正しい:

/CONDITION=(NAME=TEST1, TEST=((Field2 EQ "X") AND (Field3 EQ "A")))

5.39.4 可変長レコードでの性能の問題

V7.3-1

SORT32では，入力ファイル内の最大レコード長 (LRL)情報に基づいて，ソート作業
ファイルの固定長のスロットが割り当てられます。性能を向上させるには，実際の最
大レコード長に最も近い LRL情報を入力ファイルに設定します。初期性能が低い場
合は， Cプログラムによって作成されたファイルをソートしており， LRLが必要以
上に大きく (32767まで)設定されていることが原因と考えられます。

5.39.5 作業ファイル・ディレクトリの制約事項

V7.3

SORT32の作業ファイルは，必要な数の作業ファイルを複数のファイル・バージョン
にわたって格納できるディレクトリに作成する必要があります。

5.40 タイマ・キュー・エントリ (TQE)

恒久的な制限事項

OpenVMS Alpha Version 7.3-1では，タイマ・キュー・エントリの管理方法が変更
され，多くの TQEを使用するシステムの性能が大きく向上しました。この変更は，
非特権アプリケーションにとっては無関係です。
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また，特権コードで TQEを直接操作することはできません。特に TQEキュー・
ヘッダ (TQE$L_TQFL/TQE$L_TQBL)内のポインタに直接アクセスすると，通常
はアクセス違反になります。ただし，特権コードで内部ルーチン exe_std$instimq
/exe$instimqと exe_std$rmvtimq/exe$rmvtimqを使用して，タイマ・キュー・エン
トリを入力または削除することは可能です。

5.41 Watchpointユーティリティ (Integrityのみ)

V8.2

Watchpointユーティリティは，OpenVMS Integrityに移植されていません。弊社で
は，このユーティリティを今後のリリースで移植する予定です。

5.42 プログラム全体の浮動小数点モード (Integrityのみ)

V8.3

OpenVMS Alpha では，浮動小数点丸め動作，例外動作，および精度制御は，コンパ
イル時に定義されます。各モジュールは，それぞれの浮動小数点動作の設定で，個別
にコンパイルされます。たとえば，計算のオーバフローでオーバフロー例外がシグナ
ル通知されるディレクティブで 1 つのモジュールをコンパイルし，別のモジュール
を，計算のオーバフローで例外をシグナル通知するのではなく，値を InfinityT とす
るディレクティブでコンパイルすることができます。これらの 2 つのモジュールがコ
ンパイルされ実行された場合，モジュールのコードは，コンパイル時に指定されたオ 
ーバフロー動作をします。

OpenVMS Integrity では，浮動小数点丸め動作，例外動作，および精度制御は実行
時に定義され，プログラム全体の浮動小数点モードの概念で制御されます。プログ
ラム全体の浮動小数点モードでは，プログラムのメイン・エントリ・ポイント (リン
カが決定したもの) を含むモジュールが，デフォルトの浮動小数点丸め動作，例外動
作，および精度制御を定義するモジュールです。

大半のプログラムには，この相違点の影響はありません。要点は，ホワイト・ペーパ 
ー『Intel® Itanium®アーキテクチャにおける OpenVMS 浮動小数点演算について』を
参照してください。
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この章では，以下のハードウェア製品についての情報を示します。

• USBデバイスのサポート (第 6.1節)

• MPコンソールと BMCコンソール (第 6.2節)

• AlphaServer 2100 (第 6.3節)

• AlphaServer 8200/8400 (第 6.4節)

• AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム (第 6.5節)

• AlphaServer GSシリーズ (第 6.6節)

• AlphaStation 200/400 (第 6.7節)

• AlphaStation 255 (第 6.8節)

• ATI RADEON 7000グラフィック (第 6.9節)

• ATI RADEON 7500グラフィック (第 6.10節)

• DECwindows X11ディスプレイ・サーバ (第 6.11節)

• DIGITALモジュラ・コンピューティング・コンポーネント (第 6.12節)

• Digitalパーソナル・ワークステーション (第 6.13節)

• デュアル・コントローラHSGnnデバイス (第 6.14節)

• Open3Dグラフィック (第 6.15節)

• PowerStorm 300/350 PCIグラフィック・コントローラ (第 6.16節)

• RFnn DSSIディスク・デバイス (第 6.17節)

• RZnnディスク・デバイス (第 6.18節)

• sx1000 Integrity Superdome (第 6.19節)

• ZLXグラフィック・ボード (第 6.20節)

デバイス・ドライバの使用についての注意事項も，この章の最後にまとめてありま
す。
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6.1 USBデバイスのサポート

V8.4

HPでは，HPが提供するUSBデバイスをOpenVMSがインストールされたHP
Integrityサーバ上でテストし，これをサポートしています。

場合によっては，他社製のデバイスもOpenVMS上でテストされ，これをサポートし
ています。これらのデバイスについては，OpenVMSのエンジニアリング・チームで
障害報告に対応し，ドライバの不具合を修正します。これらのデバイスについては，
『HP OpenVMSシステム管理ユーユティリティ・リファレンス・マニュアル』の付
録に掲載しています。

USBの機能として，広範囲な種類のデバイスが 1つの汎用デバイス・ドライバでサ
ポートされます。OpenVMSでは，未知の他社製デバイスの構成および使用を制限す
ることはしていません。ただし，未知のデバイスの正しい動作を保証している訳では
ありません。そのようなデバイスで問題が発生した場合，サポート窓口を通して報告
していただくことは可能ですが，問題の修正や ECOパッチの提供を保証するもので
はありません。

他社製デバイスの正式なサポートが必要な場合は，HPの顧客担当チームあるいは代
理店を通して要望を上げていただくことになります。

6.2 MPコンソールとBMCコンソールの制約事項 (Integrityのみ)

ここでは，MPコンソールと BMCコンソールに関する注意事項について説明しま
す。

6.2.1 入力デバイス，出力デバイス，およびエラー・デバイスの制約事項

V8.2

現在，OpenVMSオペレーティング・システムでは，各MPコンソールや BMCコン
ソールの入力デバイス，出力デバイス，およびエラー・デバイスは，同じシリアル回
線コンソールに対応していなければなりません。システムにMPコンソールがある場
合は，このコンソールを使用してください。

指定されたコンソールからブートしないと， VMS_LOADERに警告が送信され，ブ
ート中にその他のエラーが表示されることがあります。また，通常のブート時に表示
される情報が出力されないこともあります。
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6.2 MPコンソールと BMCコンソールの制約事項 (Integrityのみ)

6.2.2 削除キーへの Ctrl/Hの再マッピング

V8.2

文字 0X7FをDEL/RUBOUT用に使用するOpenVMSオペレーティング・システム
とは異なり，MPコンソール， BMCコンソール，および EFIコンソール環境では，
Ctrl/Hを使用します。 VTxxx端末上の削除キーを押したり，ターミナル・エミュレー
タで 0X7Fを送信するようにマッピングされているキーを押しても，文字は削除され
ません。

注意:ドライバは，次の条件では再マッピングを行いません。

• 端末が IO$_READALL状態の場合

• 端末が IO$_READPBLK状態の場合

• 端末属性に PASSALLが設定されている場合

• 端末属性に PASTHRUが設定されている場合

• Ctrl/Vが押されたことにより，ドライバが，次の文字を渡し，再マッピング・チ
ェックを行わないようにされた場合

6.3 AlphaServer 2100

ここでは， AlphaServer 2100シリーズのコンピュータ固有の情報をまとめます。

6.3.1 コンソール表示

V7.2

AlphaServer 2100システムと 2100Aシステムで表示される次のようなコンソール表
示は正常であり，システム・エラーを示しているわけではありません。

P00>>>SET CONSOLE SERIAL
P00>>>INIT

VMS PALcode X5.48-112, OSF PALcode X1.35-81
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6.3 AlphaServer 2100

starting console on CPU 0
initialized idle PCB
initializing semaphores
initializing heap
initial heap 1c0c0
memory low limit = 132000
heap = 1c0c0, 13fc0
.
.
.
probing hose 0, PCI
probing PCI-to-EISA bridge, bus 1
probing PCI-to-PCI bridge, bus 2
*** unable to assign PCI base address
*** bus 2, slot 7, function 0, size 00001000 (16 bit I/O)
bus 1, slot 1 -- fra -- DEFEA
bus 1, slot 2 -- vga -- Compaq Qvision
bus 1, slot 3 -- pua -- KFESA
bus 2, slot 1 -- pka -- NCR 53C810
bus 2, slot 6 -- pkb -- NCR 53C810
bus 2, slot 7 -- pkc -- DEC KZPSA
bus 0, slot 7 -- ewa -- DECchip 21041-AA
initializing keyboard
Memory Testing and Configuration Status
Module Size Base Addr Intlv Mode Intlv Unit Status
------ ----- --------- ---------- ---------- ------

0 64MB 00000000 1-Way 0 Passed
Total Bad Pages 0
Testing the System
Testing the Disks (read only)
Testing the Network
econfig: 20041 99
econfig: 20042 04
econfig: 20043 00
AlphaServer 2100A Console V4.3-130, built on Oct 26 1996 at 19:44:57
P00>>>P

この表示では，KZPSAアダプタは正しくインストールされていますが，次のエラ
ー・メッセージが表示されます。

*** unable to assign PCI base address
*** bus 2, slot 7, function 0, size 00001000 (16 bit I/O)

6.3.2 SCSIコントローラの制限事項

V6.2

1 GB以上のメモリを装備した AlphaServer 2100システムでは， Adaptec 1740
/1742 SCSIコントローラ (PB2HA–SA)はサポートされていません。コントローラが
このようなシステムに接続されていると，次のメッセージがオペレータのコンソール
に表示されます。

%PKJDRVR-E- The direct DMA window does not map all of memory.
Port is going OFFLINE.
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6.4 AlphaServer 8200/8400: FRUテーブル・エラー

6.4 AlphaServer 8200/8400: FRUテーブル・エラー

V7.2

エラー・ログ・バッファのサイズはシステム・パラメータ ERLBUFFERPAGESで
制御され，最大値は 32ページレットです。 AlphaServer 8200/8400または 4100シ
ステムで， OpenVMS Alphaオペレーティング・システムのブート時に FRU (Field
Replaceable Unit)テーブルがこの上限を超える場合には，エントリはエラー・ロ
グ・ファイルに書き込まれません。

6.5 AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム

ここでは， AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムに関する注意事項について説
明します。第 6.6.2項の注意事項も，これらのシステムに関係します。

6.5.1 ES47/ES80/GS1280ソフト・パーティションでの INITコンソール・コマン
ドの使用

V8.2

同じハード・パーティション内で他のソフト・パーティションがブートされ，
OpenVMSが実行されている場合には， ES47/ES80/GS1280ソフト・パーティショ
ンでの INITコンソール・コマンドの使用はサポートされません。 INITコマンドを
実行すると，OpenVMSを実行中の他のインスタンスでシステム・クラッシュが発
生することがあります。 INITコマンドを実行する前に，他のインスタンスをシャッ
ト・ダウンしてください。

コンソールの INITの処理中に，同一ハード・パーティション内の他のインスタンス
に対してブートコマンドを発行しないでください。 INITコマンドの完了までお待ち
ください。

6.5.2 RADのサポート

V7.3-2

OpenVMSでのリソース・アフィニティ・ドメイン (RAD)のサポート (NUMAサポ
ートまたはNUMA対応とも言います)は， AlphaServer ES47/ES80/GS1280システ
ム用のOpenVMS Alpha Version 7.3-2ではテストされていません。 RADサポートに
ついての詳細は，『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』を
参照してください。
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6.5 AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム

6.5.3 ライセンス要件

V7.3-2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムには，少なくとも 2つのOpenVMSソフ
トウェア・ライセンス (ベース・サポート用と，最初の 2つのプロセッサのデュアル
SMPサポート用)が必要です。この要件は，OpenVMS AlphaServer SMPシステム
の以前のライセンス付与方法から変更されています。OpenVMSのデュアル SMPラ
イセンスは，OpenVMSシステムを購入したとき，またはOpenVMSシステムの追
加 CPUモジュールを購入したときに， CPUモジュールに含まれています。

6.5.4 STOP/CPUおよびシャットダウン動作

V7.3-2

ハードウェアの制約により， I/Oドロアを装備した AlphaServer ES47/ES80
/GS1280システム上の CPUは，DCLコマンドの STOP/CPUを使用して停止するこ
とができません。一方， I/Oドロアを装備していないシステム上の CPUは，このコ
マンドで停止できます。

I/Oドロアを装備した ES47/ES80/GS1280システムでシャットダウン・プロシージャ
を起動すると，次のようなエラー・メッセージが表示されることがあります。

%SYSTEM-W-WRONGSTATE, CPU 5 is in the wrong state for the requested operation

このメッセージは無視して構いません。シャットダウンは正常に実行されます。

6.5.5 MBMでの時刻の設定

V7.3-2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムでは，MBMで正しい時刻と日付を設定
しなければなりません。正しく設定しないと，OpenVMSは誤った日時を表示するこ
とがあります。

6.6 AlphaServer GSシリーズ・システム

ここでは， AlphaServer GSシリーズ・システムの大半のユーザに関係する注意事項
について説明します。
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6.6.1 AlphaServer GS80/160/320システム:デバイスの制限事項

恒久的な制限事項

OpenVMS Alpha Version 7.3以降では， 1つのパーティションあたり，従来型のバ
ス・アダプタ上のデバイスが 1セットだけ設定され，サポートされます。このような
デバイスは，次のとおりです。

• シリアル・ポート COM1および COM2

• パラレル・ポート

• キーボード

• マウス

従来型のバス・アダプタが複数ある場合には，コンソール・ポートを含むアダプタだ
けが設定され，サポートされます。

6.6.2 OpenVMS Galaxyライセンスの実行

V7.3

OpenVMS Galaxyのコンピューティング環境では，システム・スタートアップ時や
インスタンス間での CPUの再割り当てが発生するつど， OPENVMS-GALAXYライ
センス・ユニットがチェックされます。

CPUを起動しようとしたときに十分なOPENVMS-GALAXYライセンス・ユニット
がないと， CPUはインスタンスの設定されたセットの中に引き続き残りますが，動
作は停止します。その後，適切なライセンス・ユニットをロードすれば，停止してい
る CPUをシステムの実行中に起動することができます。これは， CPUが単独の場合
でも複数の場合でも同じです。

6.6.3 ライセンスのインストール

V7.3-1

Version 7.3-1以降にアップグレードする前に，次の手順を実行して，共通ライセン
ス・データベースが，ハード・パーティションとソフト・パーティション間でライセ
ンス・ユニットを共有できるようにします。

1. 必要なユニット数を計算します。

• OpenVMS基本ライセンスをロードする。

• SMPライセンスをロードする。
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• 次のコマンドを使用して，ライセンス・ユニットの数が適切か確認する。

$ SHOW LICENSE /UNIT_REQUIREMENTS /CLUSTER

注意

OpenVMS基本ライセンスでは，パーティションではなく物理システムごと
に， 1人の操作ユーザのみを割り当てることができます。ただし，各パーテ
ィションのOPA0:からいつでもログインできます。操作ユーザを追加する場
合は，追加のライセンス・ユニットが必要です。必要なライセンス・ユニッ
ト数については，弊社のサポート担当者にお問い合わせください。

2. 共通ライセンス・データベースにライセンスを追加します。たとえば，次のよう
に入力します。

$ LICENSE REGISTER license-name /ISSUER=DEC -
_$ /AUTHORIZATION=USA123456 -
_$ /PRODUCER=DEC -
_$ /UNITS=1050 -
_$ /AVAILABLITY=H -
_$ /OPTIONS=(NO_SHARE) -
_$ /CHECKSUM=2-BGON-IAMA-GNOL-AIKO

LICENSE REGISTERコマンドで/INCLUDE修飾子を使用して，ライセンスの
NO_SHARE属性を変更することはできません。

3. ライセンスを編集して， LICENSE REGISTER /INCLUDE=(node-name-list)コ
マンドで PAKのNO_SHARE属性を変更します。たとえば，次のように入力しま
す。

$ LICENSE MODIFY OPENVMS-ALPHA /INCLUDE=(NODEA, NODEB, NODEC)

4. 各パーティションで実行している OpenVMSのインスタンスでOpenVMS Alpha
のライセンス・ユニットを利用できるようにするために， SRM環境変数 SYS_
SERIAL_NUMが各パーティションで同じであるか確認します。確認するには，
次の手順を実行します。

a. 各パーティションのマスタ・コンソール (通常はコンソール・ライン 0)で，
SHOW SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して，システムのシリアル番号を
表示します。たとえば，次のように入力します。

P00>>>
P00>>>SHOW SYS_SERIAL_NUM
sys_serial_num G2A105

SYS_SERIAL_NUMの値がブランクの場合は，他の各パーティションのマス
タ・コンソールで SHOW SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して，ブラン
クでないシステム・シリアル番号がないかチェックします。

注意

すべてのパーティション・コンソールに SYS_SERIAL_NUMの値がブランク
で表示される場合は， 0以外の値を 12文字以内で作成してください。作成
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するシステム・シリアル番号が，同じ OpenVMS Clusterの他の AlphaServer
GS80/160/320で使用されていないことを確認してください。

b. システムのシリアル番号が決まったら，各パーティションのマスタ・コンソー
ルで SET SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して， SYS_SERIAL_NUMの
値を適切な値に変更します。たとえば，次のように変更します。

P00>>>
P00>>>SET SYS_SERIAL_NUM G2A105

この手順は，すべてのハード・パーティションとソフト・パーティションで実
行する必要があります。

5. OpenVMS Clusterライセンス・データベースを正しく更新するために，すべての
OpenVMS Cluster共通ノードをシャットダウンしてからリブートすることをお
勧めします。ローリング・アップグレード・タイプのブートでは，共通ライセン
ス・データベースは適切に更新されません。

注意

システムが，共通ライセンス・データベースを共有するOpenVMS Clusterの
一部である場合， AlphaServer GS80/160/320のハード・パーティションとソ
フト・パーティションの数を再構成する際には，必ずすべてのパーティショ
ンの SYS_SERIAL_NUMを同じ値にしてください。

パーティション間でNO_SHAREライセンスを共有しているパーティション化可能な
マシンでは，システムのブート時に次のエラー・テキストが表示される場合がありま
す。

%LICENSE-E-NOAUTH, DEC OPENVMS-ALPHA use is not authorized on this node
-LICENSE-F-EXCEEDED, attempted usage exceeds active license limits
-LICENSE-I-SYSMGR, please see your system manager
Startup processing continuing...

このエラー・テキストは無視して構いません。このテキストは，OPENVMS-
ALPHA PAKを共有しているシステムにユーザがログインして，使用中になった場合
に表示されます。この問題は今後のリリースで修正される予定です。

6.6.4 AlphaServer GS60/GS60E/GS140複数 I/Oポート・モジュール構成の制限事
項

V7.2-1

複数の I/Oポート・モジュール (KFTHA-AAまたはKFTIA-AA)がある AlphaServer
GS60/GS60E/GS140構成では，システム障害が発生することがあります。
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GS60/GS60E/GS140システムの複数 I/Oポート・モジュールを持つOpenVMS
Galaxyおよび非Galaxyの AlphaServer 8200/8400構成をアップグレードするとき
には， Compaq Action Blitz # TD 2632に記載されているように，最低でもリビジョ
ン B02 KN7CG-AB EV6 CPU (E2063-DA/DB rev D01)のモジュールを 1つインス
トールしなければなりません。

この制限事項と解決方法についての詳細は， Compaq Action Blitz # TD 2632を参照
してください。

6.7 AlphaStation 200/400: ISA_CONFIG.DATの変更が必要

V7.1

AlphaStation 200/400ファミリ・システムで ISA装置を構成する場合には，各
デバイスのノード情報が各デバイス記述ブロックの最後に格納されるように，
SYS$MANAGER:ISA_CONFIG.DATファイルを変更しなければなりません。

重要

OpenVMS Version 6.2または 7.0システムからアップグレードする場合は，
アップグレード手順を開始する前に，この変更を行わなければなりません。

表 6–1に，デバイス記述ブロックの変更点を示します。

表 6–1 デバイス記述ブロックの変更点

Version 7.1より前 Version 7.1以降

[AUA0] [AUA0]
NAME=AU NAME=AU
NODE=3 DRIVE=SYS$MSBDRIVER
DRIVER=SYS$MSBDRIVER IRQ=9
IRQ=9 DMA=(0,1)
DMA=(0,1) PORT=(388:4,530:8)
PORT=(388:4.530:8) NODE=3

6.8 AlphaStation 255: PCI構成の制限事項

V7.1

AlphaStation 255シリーズ・システムのOpenVMS Alphaオペレティング・システ
ムでは， PCIスロット 0に PCIオプション・カードを構成することはできません。
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6.8 AlphaStation 255: PCI構成の制限事項

PCIスロット 0は， AlphaStation 255シリーズ・システム上の，最下位の物理 PCI
オプション・スロットです。このスロットの割り込みシグナルは，組み込みイーサネ
ット・ポートと共用されます。OpenVMS Alphaオペレーティング・システムは現
在， PCIデバイスが割り込みラインを共用することを許していないため，スロット
0に PCIデバイスを設置すると，正しく動作しないか，組み込みのイーサネット・
ポートでエラーが発生する原因となることがあります。この制限事項があるため，
AlphaStation 255シリーズ・システムがサポートする PCIオプション・カードの数
は，最大で 2枚 (スロット 1とスロット 2に構成)です。

6.9 ATI RADEON 7000グラフィック (Integrityのみ)

V8.2

ここでは，OpenVMS Integrityシステムで，組み込み型 ATI RADEON 7000グラフ
ィック・アダプタを使用する際の注意事項について説明します。

注意: 第 6.10.1項で説明しているリソースの要件は，組み込み型 ATI RADEON 7000
グラフィック・アダプタにも適用されます。

6.9.1 Integrityでのグラフィック・サポート

V8.2

OpenVMS Integrityは以下のグラフィック・オプションをサポートします。

• ATI Radeon 7500 PCI

• ATI Radeon 7000 PCI (内臓式および着脱可能式)

• ATI RN50 PCI

6.9.2 RADEON 7000ではハードウェア・アクセラレーション 3Dグラフィックは
サポートされていない

V8.2

ハードウェア・アクセラレーションによる 3D (OpenGL)レンダリングは，組み込み
型 RADEON 7000 PCIアダプタではサポートされていません。

6.10 ATI RADEON 7500グラフィック

V7.3-2
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ここでは， ATI RADEON 7500 グラフィックのリソース要件，拡張機能，修正点お
よび制限事項について説明します。 HP DECwindows Motif for OpenVMS に関する
ドキュメントを参照したい場合，特に『Managing DECwindows Motif for OpenVMS 

Systems』を参照したい場合は，このドキュメントと，その他のドキュメントを，次
の Web サイトから入手できます。

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=a00058693en_us

OpenVMS Version 8.2 より， 3D サポートのライセンス (使用権) は， OpenVMS の
ライセンスの一部として含まれています。詳細については，第 6.15 節を参照してく
ださい。

6.10.1 リソースの要件

RADEONグラフィックのサポートには，次に示す，システム単位のリソースが必要
です。

• 2個のグローバル・セクション

• 296 KBのグローバル・メモリ

さらに， RADEONカードごとに，次のリソースが必要です。

• 3個のグローバル・セクション

• 16 MBプラス 1ページのグローバル・メモリ

• 16 MBプラス 1ページのバッファ・オブジェクト・スペース (32ビット System
Space Windows)

グローバル・セクションの必要量はGBLSECTIONSシステム・リソースに加算さ
れ， 16Mバイト強のグローバル・メモリは GBLPAGESリソースとGBLPAGFILリ
ソースに加算されます。

たとえば， 1枚の RADEONカードには，次のリソースが必要です。

• 5個のグローバル・セクション

• 16 MB + 8 KB + 296 KBのグローバル・メモリ

これらの数は，次の値に相当します。

GBLSECTIONS 5

GBLPAGES 33376 (GBLPAGESの単位は， 512バイト・ページレット)

GBLPAGFIL 2086 (GBLPAGFILの単位は， 8192バイトの Alphaページ)

4カード構成の場合は，次のリソースが必要です。

• 14個のグローバル・セクション

• 296 KB + 4*16 MB + 4*8 KB = 64 MB + 328 KBのグローバル・メモリ

6–12 ハードウェアに関する注意事項
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これらの数は，次の値に相当します。

GBLSECTIONS 14

GBLPAGES 131728 (GBLPAGESの単位は， 512バイト・ページレット)

GBLPAGFIL 8233 (GBLPAGFILの単位は， 8192バイト Alphaページ)

6.10.2 DECW$OPENGLSHR_RADEON.EXEを
DECW$MESA3DSHR_RADEON.EXEにリネーム

V8.2

共有ライブラリ SYS$LIBRARY:DECW$OPENGLSHR_RADEON.EXEは，
Mesa 3Dコードをベースとしていることを反映させるために，リネームされて
SYS$LIBRARY:DECW$MESA3DSHR_RADEON.EXEになりました。 APIと機能
は以前のリリースと同じです。新しいファイル指定の共有ライブラリを指定するため
の論理名DECW$OPENGLSHRが定義されています。

6.10.3 サポートの制限事項

V7.3-2

次の機能は，サポートされていません。

• Sビデオ出力

• デジタル出力

• デュアル・ヘッド動作

DVIポートとアナログ VGA (CRT)ポートの両方にモニタを接続すると，両方の
スクリーンに同じビデオ出力が得られます。これを，クローン・ビデオと言いま
す。各ポートに独立したビデオ表示を行う本当の意味でのデュアル・ヘッド動作
は，将来のリリースでサポートされます。

6.10.4 高リフレッシュ・レートでの画像への影響

V8.2

高解像度 (たとえば， 1920× 1440や 2048× 1536)，高リフレッシュ・レート，高負
荷の状況では，使用している RADEONカードやモニタによっては，画像に影響が出
ることがあります。このような状況が発生したら，リフレッシュ・レートを下げてみ
てください。
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6.10.5 OpenGLは IEEE演算のみをサポート

V8.2

OpenGLライブラリは， IEEE浮動小数点形式のみをサポートしています。 VAX
浮動小数点形式はサポートしていません。アプリケーションのコンパイルでは，
/FLOAT=IEEE_FLOATオプションを使用してください。

6.10.6 グラフィック・コンソール (OPA0)に出力する際に DECwindowsサーバが
ハングアップ

V8.2

DECwindowsサーバの起動後に，グラフィック・コンソール (OPA0)に出力がある
と，DECwindowsサーバはハングアップし，画面はフリーズします。 CTRL/F2を
押すとDECwindowsサーバは実行状態に戻ります。

通常，コンソールに表示されるメッセージは，直接OPA0に書き込むのではなく，
OPCOMと Console Windowアプリケーションを使用してメッセージ表示すること
をお勧めします。このアプリケーションを有効にするには，コマンド・プロシージャ
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMを編集し，次のグローバ
ル・シンボル定義を追加します。

$ DECW$CONSOLE_SELECTION == "WINDOW"

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMが存在しない場合は，
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.TEMPLATEから作成すること
ができます。

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMの編集後，次のコマンド
を入力してDECwindowsを再起動します。

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

6.10.7 モニタは初期化時に接続されていなければならない

RADEON 7500グラフィック・カードは，ビデオ出力ポートを 2つ (デジタルとアナ
ログ)備えています。デジタル・インタフェースは，現在サポートされていません。
ただし，デジタル・ツー・アナログ・アダプタを使用すると，アナログ・モニタをデ
ジタル・ポートに接続でき，アナログ・ポートと同じ出力を得ることができます。デ
ジタル・ポートを使用する場合，ポートを正しく動作させるためには，システムの電
源投入より前にモニタが接続されていなければなりません。
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6.10.8 ブート・リセットの推奨 (Alphaのみ)

コンソール変数boot_resetにONを設定することをお勧めします。

6.10.9 オーバレイ・プレーンはサポートされない

ハードウェア・オーバレイ・プレーンはサポートされていません。

6.10.10 単一カラーマップのみサポート

RADEON 7500グラフィック・コントローラがサポートするハードウェア・カラーマ
ップは， 1つだけです。デフォルトのビジュアルが PseudoColorの場合， 8ビット・
カラーに変更するときは，このことに留意してください。複数の PseudoColorカラー
マップを一度に使用しようとすると，カラーマップがフラッシュします。

注意

3D (OpenGL)レンダリングは， 8ビットの PseudoColorビジュアルではサポ
ートされていません。 (第 6.10.16項も参照してください。)

アプリケーションは，自分でカラーマップのインストールやデインストールを行って
はなりません。これらの動作は，ウィンドウ・マネージャが行います。ただし，アプ
リケーションは，どのカラーマップをインストールまたはデインストールするかにつ
いてのヒントをウィンドウ・マネージャに知らせなければなりません。この情報は，
Xlib関数の XsetWMColormapWindows( )を使用して渡します。この関数は，指定さ
れたウィンドウのWM_COLORMAP_WINDOWSプロパティを設定します。

6.10.11 すべてのウィンドウで同じビット深度

RADEON 7500カードを使用している場合，特定のヘッド上のすべてのウィンドウ
は，同じビット深度でなければなりません。 RADEON 7500カードは，それぞれの
グラフィック・ヘッドで， 8， 16，および 24ビット/ピクセルのビット深度をサポー
トしています。しかし，DECwindowsサーバが特定のヘッド上で一旦ビット深度を
確立すると，そのビット深度のウィンドウやビジュアルだけが作成可能となります。

6.10.12 読み取り/書き込みカラー・マップのピクセル深度

デフォルトでは， RADEON 7500には，読み取り専用の TrueColorカラー・マップ
が 1つある 24プレーンのピクセル深度が用意されています。DECwindows Paintな
どの一部のアプリケーションでは，読み取り/書き込みのカラー・マップが必要です。
Paintは，読み取り専用カラー・マップで実行されると，次のエラー・メッセージを
出力して失敗します。
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Error: Visual Not Supported
Supported Visuals are {PseudoColor, GrayScale, StaticGray}

読み取り/書き込みのカラー・マップを使用するには
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMファイル (このフ
ァイルが存在しない場合は， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_
SETUP.TEMPLATEから作成します)を編集して，次の論理名定義を追加します。

$ DEFINE/EXECUTIVE/SYSTEM/NOLOG DECW$SERVER_PIXEL_DEPTH 8,8,8,8,8,8,8,8

そして，次のコマンドを使用してDECwindowsを再起動します。

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

この変更により， (マルチ・カード構成が可能な，最大 8枚のグラフィック・カード
に)ピクセル深度として 8プレーンが設定され，サーバが PseudoColorビジュアルを
提供できるようになります。

6.10.13 backing storeと save undersは 3Dウィンドウをサポートしていない

RADEON 7500 X11サーバの backing storeと save undersの実装では， 3Dウィン
ドウをサポートしていません。

6.10.14 スレッドの制限事項

OpenVMS用 RADEON 7500 OpenGLライブラリは，スレッド・セーフではありま
せん。ただし，OpenGLの使用がプログラム内の単一のスレッドに限定されている場
合は，OpenGLをマルチスレッド・プログラムで使用することができます。

6.10.15 シングル・バッファ・ビジュアルがサポートされていない

RADEON 7500 DECwindowsサーバは，ダブル・バッファ・ビジュアルだけをサポ
ートしています。シングル・バッファリングを行うには，ダブル・バッファ・ビジュ
アルを選択して，アプリケーション内でglDrawBuffer( GL_FRONT )を呼び出さなけれ
ばなりません。

6.10.16 カラー・インデックス・モードでの 3Dがサポートされていない

DECwindowsサーバが 8ビット深度で起動された場合， 8ビット・ビジュアルが 2D
操作でサポートされますが，OpenGLレンダリングは， 8ビット・ビジュアルではサ
ポートされません。
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6.10.17 タイマ・メカニズム

環境によっては，プロセスがハードウェア・ロックを所有している間に，そのプロセ
スに割り込みが発生することがあります。その結果，DECwindowsサーバがハング
アップしているように見えることがあります。

このような状況を検出し，一時停止中のプロセス内でイメージを強制的に一時停止か
ら抜け出させるか，場合によってはプロセスを削除してこのような状況から回復させ
るために，タイマ・メカニズムが実装されました。

タイマ・メカニズムは，次の 2つの論理名を使用して構成できます。これらの論理名
は，DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMファイルで指定しなければなりませ
ん。

• DECW$DRM_TIMER_PERIOD (デフォルト: 5.0秒)

クロック・ティックの間隔を秒数で指定します。浮動小数点数です。

• DECW$DRM_TIMEOUT (デフォルト: 6)

タイムアウトが発生して，DECwindowsサーバが RADEONカードの制御を奪う
までに待つクロック・ティック数を指定します。

デフォルト値は，グラフィック・アプリケーションの性能にタイマが与える影響を最
小限にするように選択されています。DECwindowsサーバが応答を再開するまでの
時間を短くしたい場合は，DECW$DRM_TIMER_PERIODの値を小さくします。

次のいずれかの状況では，ハードウェア・ロックの保持中に，プロセスに割り込みが
発生することがあります。

• プロセスは，別システム上に表示された端末を使用して，リモートでログインさ
れている。

• プロセスは，通常の終了処理が実行されない状態で，他のプロセスによって一時
停止または終了させられたサブプロセスである。

どちらの状況も発生しないと思われる構成では，時間間隔にゼロを設定して，タイ
マ・メカニズムを完全に無効にすることができます。

$ DEFINE/SYSTEM DECW$DRM_TIMER_PERIOD 0

ECW$DRM_TIMER_PERIODの値を変更するたびに，DECwindowsサーバを再
起動するか，システムをリブートして，変更内容を有効にしなければなりません。
DECwindowsサーバを再起動するには，次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DECW$STARTUP RESTART
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6.11 DECwindows X11ディスプレイ・サーバ (Alphaのみ)

ここでは，OpenVMS Alphaシステムに対応した DECwindows X11ディスプレイ・
サーバに関する注意事項について説明します。

6.11.1 S3マルチヘッド・グラフィック

恒久的な制限事項

S3 Trio32または Trio64グラフィック・カードを装備している Alphaコンピュータで
は，シングル・スクリーン・ディスプレイだけがサポートされます。マルチヘッド・
グラフィックはサポートされません。

6.12 DIGITAL Modular Computing Components (DMCC)

ここでは，DMCCに関する注意事項について説明します。

6.12.1 Alpha 5/366および 5/433 PICMG SBCの制限事項

恒久的な制限事項

KZPDA SCSIコントローラおよび PBXGAグラフィック・カードは，DIGITAL
Modular Computing Components (DMCC) Alpha 5/366および 5/433 PICMG SBC
のブリッジの後ろにあるスロットに挿入することはできません。

6.12.2 SRMコンソールの更新

恒久的な制限事項

Alpha 4/233 (21064a)， 4/266 (21164a)， 5/366，5/433 DMCCシステムで SRMコ
ンソールを更新するには， SRMコンソールまたは AlphaBIOSセットアップを選択
しなければなりません。格納できるコンソールは 1つだけです。

• これらのシステムでOpenVMSを実行している場合は， SRMコンソールだけを
更新する。

• これらのシステムでWindows NTを実行している場合は， AlphaBIOSセットア
ップだけを更新する。

SRMと AlphaBIOSコンソールの両方を更新すると， AlphaBIOSセットアップ・メ
ニューが表示されます。この後， SRMコンソールに戻るオプションはありません。
AlphaBIOSセットアップ・メニューを終了し， SRMコンソールに戻るには，次のイ
ンターネット・サイトにある Firmware Updateユーティリティを使用しなければな
りません。
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h18002.www1.hp.com/alphaserver/firmware/

6.13 Digital Personal Workstation: OpenVMS V7.3-1およびそれ以降
のブート

V7.3-1

Digital Personal Workstation 433au， 500au，および 600auシリーズのシステム
を使用するときは，コントローラ・チップが Cypress PCI Peripheral Controllerの
場合， IDE CDからOpenVMS Version 7.3-1以降をブートできます。 Intel Saturn
I/O (SIO) 82378チップが実装されているDigital Personal Workstation auシリー
ズ・システムでは， IDE CDからOpenVMSをブートすることはできません。 Intel
SIOチップが実装されている場合は， SCSI CDを使用しなければなりません。

どちらの IDEチップが実装されているか調べるには，次の SRMコンソール・コマン
ドを入力します。

SHOW CONFIGURATION

「Cypress PCI Peripheral Controller」と表示された場合は，OpenVMSをブートで
きます。

「Intel SIO 82378」と表示された場合は， SCSI CDを使用して CDからブートする
必要があります。

6.14 I/O負荷が重い場合，LUNが多数あるデュアル・コントローラ
HSGnnに障害が発生することがある

V7.3-2

ドライバの性能が改善されたことと，システムの高速化によって，比較的多数の
LUNが構成されているデュアル・コントローラHSGnnストレージ・アレイで扱う
ことができる I/O量の制限が取り払われました。この制限値に達した場合，アレイ
は，コントローラ間の通常の定期的な同期処理を完了できないほど， I/O処理がビジ
ーになることがあります。これにより，コントローラのハングアップまたは障害が発
生し，手作業でコントローラをリセットするまで，一部またはすべての LUNがホス
トからアクセスできなくなることがあります。このようなコントローラ障害が発生
したときには，HSGに報告される Last Failure Codeは，多くの場合 01960186，
01942088，および 018600A0になります。

大半のHSGnnデバイスは，問題なく動作し続けます。負荷が重く，約 24個以上の
LUNがHSGに構成されていて，HSGコントローラのハングアップや障害が発生す
るサイトでは，コントローラを再構成して， LUNの数を少なくするか，HSGの負
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荷が重くならないように I/Oを分散させると，ハングアップや障害を防止できる可能
性があります。

この問題は，弊社のエンジニア・グループで調査を行っています。

6.15 Open3Dグラフィックのライセンス方式の変更

V8.2

これまで， 3Dグラフィック表示機能は， OpenVMSオペレーティング・システムと
は別にライセンスしていました。Open3Dレイヤード・プロダクトは，最初の提供時
から，オペレーティング・システムとは別のライセンスが必要でした。Open3Dソフ
トウェアをOpenVMSオペレーティング・システムの一部として出荷を開始したとき
も， 3Dグラフィック表示機能は，別のライセンス機能とされました。このようなラ
イセンス方式の例としては， 3X-PBXGG-AA ATI RADEON 7500 PCI 2D/3Dグラフ
ィック・アダプタによるグラフィック表示機能をサポートするためのOpen3Dライセ
ンスがあります。

OpenVMS Version 8.2からは， AlphaServersと Integrityサーバのいずれについて
も， 3Dグラフィック表示機能はオペレーティング・システムとともにライセンスさ
れます。したがって， OpenVMS Version 8.2にはOpen3Dの個別のライセンスはあ
りません。以前のバージョンのOpenVMSで 3D表示操作を行うためには，Open3D
ライセンスをシステムにインストールする必要があります。

弊社は，標準契約またはMature Product SupportのOpenVMS Version 7.3-2とと
もに出荷された 3Dデバイス・ドライバについては，サポート契約内容に従ってサ
ポートを継続します。以下のアダプタのデバイス・ドライバは，OpenVMS Version
7.3-2とともに出荷されています。

• PowerStorm 300および 350 PCIグラフィック・アダプタ (SN-PBXGD)

• ATI RADEON 7500 PCIおよび AGPグラフィック・アダプタ (3X-PBXGG)

これらのアダプタはOpenVMS Version 8.2でも 3Dグラフィック表示が可能です
が，ライセンスは不要です。さらに，OpenVMS Version 8.2では，以下の 2Dグラ
フィック・アダプタもサポートを継続します。

• ELSA Gloria Synergy (SN-PBXGK)

• 3Dlabs Oxygen VX1 (SN-PBXGF)

ATI RADEON 7500 PCI グラフィック・アダプタは， OpenVMS Integrity Version 
8.2 でも近日中にサポートされる予定です。現在はテストを実施中です。
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6.16 OpenVMS用のPowerStorm 300/350 PCIグラフィック・サポー
ト

V8.2

OpenVMS Alphaを実行している Compaq Workstationでの PowerStorm 300
/350 PCIグラフィック・コントローラのサポートに関する注意事項については，
『PowerStorm 300/350 OpenVMS Graphics Release Notes Version 2.0』を参照して
ください。リリース・ノート，およびインストール・ガイドは，グラフィック・カー
ドとともに発送されます。

Open3Dのライセンスはチェックされない
OpenVMS Version 8.2以降では， 3D (OpenGL)サポートのライセンスは，
OpenVMSのライセンスの一部として含まれています。詳細は，第 6.15節を参照
してください。

論理名 DECW$OPENGL_PROTOCOLの定義
3Dグラフィック・アプリケーションを実行して， PowerStorm 350/300グラフィッ
ク・カードを備えたシステムに出力を表示する場合，アプリケーションを実行してい
るシステム上で，論理名DECW$OPENGL_PROTOCOLが次のように定義されてい
ることを確認してください。

$ DEFINE DECW$OPENGL_PROTOCOL DECW$OPENGL_PROTOCOL_V11

問題の修正
P350はセッションの終了時に，再初期化に失敗することがありました。

この問題は以下の 2点の変更で修正されました。

• デバイス固有の riCloseScreen関数に vmsCloseScreenの呼び出しを追加しまし
た。 riCloseScreen関数は， CDEセッションの終了時などに呼び出されます。
vmsCloseScreenはGBデバイスへのチャネルの割り当てを解除し，ドライバがボ
ードを正しく再初期化できるようにします。

• デバイス・ドライバのピクセル・コンバータ同期アルゴリズムが大きく改善され
ました。

6.17 RFnn DSSIディスク・デバイスとコントローラ・メモリのエラ
ー

V6.2

RF31T， RF31T+， RF35， RF35+， RF73， RF74 DSSIディスク・デバイスの以
前のバージョンのマイクロコードには問題があります。この問題が原因で，データが
失われる可能性があり，これらのデバイスからデータを読み込むときに，デバイスで
コントローラ・メモリ・エラー (エラー検出/訂正 (EDC)エラーとも呼ばれる)が発生
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していた場合，問題が発生することがあります。このエラーは仮想サーキットの閉鎖
やハードウェアの障害が原因で発生している可能性があります。

これらのデバイスを使用する場合は，マイクロコードのリビジョン・レベルを確認し
てください。マイクロコードのリビジョン・レベルが表 6–2に示されている値より低
い場合は，マイクロコードを更新してください。

RF31T， RF31T+， RF35+以外のすべてのモデルのマイクロコードは，最新の
OpenVMSバイナリ・ディストリビューション CDにあります。

DSSIディスク・デバイスのマイクロコード・リビジョン・レベルを表示するユーテ
ィリティ・プログラムである RF_VERSユーティリティも同じ CDに格納されていま
す。このユーティリティ・プログラムの使用法とマイクロコードの更新方法について
は，ここで説明します。

注意

RF31T， RF31T+， RF35+ディスク・ドライブを使用し，マイクロコードの
バージョンがサポートされないバージョンであり (表 6–2を参照)，サポート
契約を結んでいるお客様の場合には，弊社のサポート担当者にお問い合わせ
ください。サポート契約を結んでいないお客様の場合には，公認代理店にお
問い合わせください。

DSSIディスクのマイクロコードのうち，表 6–2に示したリビジョン・レベル以上が
サポートされます。

表 6–2 サポートされるマイクロコードのレベル

デバイス・タイプ サポートされるマイクロコードの最小リビジョン・レベル

RF31T T387E

RF31T+ T387E

RF35 T392D

RF35+ T392D

RF36 V427P

RF73 T392D

RF74 V427P

DSSIディスク・デバイスのマイクロコード・リビジョン・レベルを表示するには，
次の手順を実行します。

1. SYSTEMアカウントにログインするか，または CMKRNL特権，DIAGNOSE特
権， SYSPRV特権がある他のアカウントにログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

$ SET PROCESS /PRIVILEGE=(DIAGNOSE,CMKRNL,SYSPRV)
$ SHOW DEVICE FYA0:
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VAXシステムで SHOW DEVICEコマンドを実行してエラーが発生した場合に
は，次のコマンドを入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSGEN
SYSGEN> CONN FYA0/NOADAP
SYSGEN> ^Z

Alphaシステムで SHOW DEVICEコマンドを実行してエラーが発生した場合に
は，次のコマンドを入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> IO CONNECT FYA0: /NOADAP
SYSGEN> ^Z

次の例に RF_VERSユーティリティが出力する内容を示します。

Program Name: RF_VERS
Revision Level: V1.2s

NOTICE: This program does not currently support the RF72 or any
HSDxx controllers. See next version for support.

DSSI disks currently on this system as seen by RF_VERS

Device Node Status Hardware Firmware
Name Name Type Version

_$22$DIA7: R4JL2I mounted RF73 T387A
_$22$DIA6: R4I0BG mounted RF73 T387A
_$22$DIA8: R4XLWE mounted RF73 T387A
_$22$DIA2: R4FCZK mounted RF73 T387A
_$22$DIA3: R4CKCG mounted RF73 T387A
_$22$DIA4: R4ZKUE mounted RF73 T387A
_$22$DIA9: R4GYYI mounted RF73 T387A
_$22$DIA1: R4XRYI mounted RF73 T387A

デバイスのマイクロコードを更新するには，表 6–3でデバイスとプラットフォームに
対応するコマンドを確認し，使用します。

重要

マイクロコードを更新する場合は，あらかじめディスクのバックアップを作
成してください。
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表 6–3 DSSIディスク・デバイスのマイクロコードを更新するコマンド

デバイス・タ
イプ プラットフォーム コマンド

RF35 Alpha $RUN SYS$ETC:RF35_T392F_DEC_ALPHA.EXE

RF35 VAX $RUN SYS$ETC:RF35_T392F_DEC.EXE

RF36 Alpha $RUN SYS$ETC:RF36_V427P_DEC_ALPHA.EXE

RF36 VAX $RUN SYS$ETC:RF36_V427P_DEC.EXE

RF73 Alpha $RUN SYS$ETC:RF73_T392F_DEC_ALPHA.EXE

RF73 VAX $RUN SYS$ETC:RF73_T392F_DEC.EXE

RF74 Alpha $RUN SYS$ETC:RF74_V427P_DEC_ALPHA.EXE

RF74 VAX $RUN SYS$ETC:RF74_V427P_DEC.EXE

重要

SCSI_INFO.EXE， RF_VERS.EXEをはじめ，表 6–3に示されているファ
イルは絶対に削除しないでください。これらのファイルを削除すると，
VAXシステムでは VMSKITBLD.COMがファイルを検索することができな
くなります。同様に， Alphaシステムでは AXPVMS$PCSI_INSTALLと
AXPVMS$PCSI_INSTALL_MINでの PRODUCT INSTALLコマンドが失敗し
ます。

6.18 RZnnディスク・ドライブの考慮事項

ここでは，各種の RZディスク・ドライブに関する注意事項について説明します。

6.18.1 RZ25Mと RZ26Nディスク・ドライブ:推奨事項

V7.1

DWZZAとロング・ディファレンシャル SCSIバスを含む構成を使用して，弊社がサ
ポートする SCSIディスク・ドライブをテストしたところ， 2台のドライブ (RZ25M
と RZ26N)でバス・フェーズに関する問題が検出されました。そのため，DWZZAを
接続するディファレンシャル・バスの長さが 20メートル以上の構成では，これらの
ドライブを使用しないでください。

この勧告は RZ25Mおよび RZ26Nドライブにのみ適用されます。OpenVMS SPD
に，サポートされるドライブとしてリストされている他のすべてのディスク・ドライ
ブは， SCSI-2仕様の上限のバスの長さまで使用できます。
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6.18.2 RZ26Nおよび RZ28Mディスク:推奨ファームウェア・サポート

V6.2-1H3

RZ26Nおよび RZ28Mディスクを使用する場合には，ファームウェアのリビジョン・
レベルは 0568以上をお勧めします。

これらのディスクで最新のファームウェア・リビジョン・レベルが使用されていない
場合には，問題が発生する可能性があります。

6.18.3 RZ26Lおよび RZ28ディスク:マルチホストで使用するために必要なファー
ムウェア

V6.2

OpenVMS Clusterのマルチホスト SCSIバスに RZ26Lまたは RZ28ディスクを取り
付ける場合，ディスクに必要なファームウェア・リビジョンは，最低でも 442です。

ここでは，一部の RZ26Lおよび RZ28ドライブでファームウェアを更新するために
使用する手順について説明します。この手順を使用できるのは，ドライブがホスト・
システムの SCSIアダプタに直接接続されている場合だけです。インテリジェント・
コントローラ (HSZ40やKZPSCなど)を介して接続されているドライブは，この手
順では更新できません。ファームウェアの別の更新手順があるかどうかについては，
インテリジェント・コントローラのドキュメントを参照してください。

重要

ファームウェア・リビジョン・レベル 442に安全にアップグレードできるの
は，特定の RZ26Lおよび RZ28ファームウェア・リビジョンだけです。使
用中のディスクをファームウェア・リビジョン・レベル 442にアップグレー
ドできるかどうか判断するには，第 6.18.3.1項を参照してください。ディス
クがファームウェア・リビジョン・レベル 442をサポートできる場合は，第
6.18.3.2項で説明している RZTOOLSユーティリティを使用して，ディスク
のファームウェアを更新します。

6.18.3.1 ファームウェア・リビジョン・レベル 442の必要条件

ファームウェア・リビジョン・レベル 442に安全にアップグレードできるのは，
表 6–4に示したディスク・ドライブとファームウェア・リビジョン・レベルの組み合
わせだけです。他の組み合わせで更新手順を実行すると，ディスクを永久に破損する
可能性があります。
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表 6–4 リビジョン・レベル 442ファームウェアの互換性

ディスク・ドライブ ファームウェア・リビジョン ディスク・ファイル名

RZ26L 440C RZ26L_442D_DEC.FUP

RZ28 441Cまたは D41C
435または 436

RZ28_442D_DEC2104.FUP
RZ28P4_442C_DEC.FUP

6.18.3.2 ファームウェア・リビジョン・レベル 442のインストール手順

使用しているディスクでリビジョン・レベル 442ファームウェアが必要かどうか，安
全にアップグレードできるかどうかを判断した後，次の手順を実行してファームウェ
アを更新します (アップグレードするディスクのファイル名については，表 6–4を参
照してください)。

$ RZTOOLS_ALPHA :== $SYS$ETC:RZTOOLS_ALPHA
$ RZTOOLS_ALPHA DKB500 /LOAD=SYS$ETC:filename.FUP

Read in 262144 bytes.
Current FW version - X440C
Upgrading to - DEC0
Loading code ......
New code has been sent to the drive.

6.19 sx1000 Integrity Superdome

V8.3

HP Integrity Superdomeは， Core I/O LANカードを通してサテライトとしてブー
トできません。この LANカードを BOOT_OPTION.COMのブート・オプションと
して指定し，オペレーティング・システムをシャットダウンすると， LANカードが
EFIに現れません。この問題は，ファームウェアの将来のリリースで修正される予定
です。

6.20 ZLXグラフィック・ボードのサポート

V8.2

次のグラフィック・コントローラ・ボード・ファミリは，OpenVMS Version 8.2で
はサポートされていません。

• ZLX-Mシリーズ (PixelVision): ZLX-M1 (PMAGC-AA)， ZLX-M2 (PMAGC-BA)

• ZLX-Lシリーズ (PixelVision Lite): ZLX-L1 (PMAGC-DA)， ZLX-L2 (PMAGC-
EA)

• ZLXp-Lシリーズ (PixelVision PCI): ZLXp-L1 (PBXGC-A)， ZLXp-L2 (PBXGC-
B)
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OpenVMS Version 8.2では，以下のグラフィック・コントローラ・ボード・ファミ
リ用に，OpenVMSと一緒に出荷される基本的な 2D機能を使用した 2Dサポートの
みが提供されます。以下のボード用に 2Dサポートを利用する目的でOpen3Dをイン
ストールしないでください。

• ZLX-Eシリーズ (FFB): ZLX-E1 (PMAGD-AA)， ZLX-E2 (PMAGD-BA)，
ZLX-E3 (PMAGD-CA)

• ZLXp-Eシリーズ (TGA): ZLXp-E1 (PBXGA-A)， ZLXp-E2 (PBXGA-B)，
ZLXp-E3 (PBXGA-C)

• ZLX2-Eシリーズ (TGA2): PowerStorm 3D30 (PBXGB-AA)， PowerStorm 4D20
(PBXGB-CA)

6.21 OpenVMSデバイス・ドライバの再コンパイルと再リンク

ここでは，OpenVMSデバイス・ドライバの再コンパイルと再リンクに関する注意事
項について説明します。

第 5.11節の関連する注意事項も参照してください。

6.21.1 Alphaおよび VAXの SCSIデバイス・ドライバ

V7.3-1

OpenVMSの以前のバージョンのすべてのOpenVMS Alpha SCSIデバイス・ドライ
バがOpenVMS Version 7.3-1以降で正しく動作するには，再コンパイルと再リンク
が必要です。

OpenVMS Alpha Version 7.0より前のバージョンからアップグレードしている
OpenVMS Alpha SCSIドライバがある場合は，第 6.21.2項を参照してください。

OpenVMS Version 7.1では，すべてのOpenVMS VAX SCSIデバイス・ドライバの
再コンパイルと再リンクが必要でした。OpenVMS Version 7.1で実行できるように
再コンパイルと再リンクされたOpenVMS VAXデバイス・ドライバは，OpenVMS
Version 7.3以降でも正しく動作します。

6.21.2 OpenVMS Alphaデバイス・ドライバ

V7.1

OpenVMS Alpha Version 7.0で実行できるように再コンパイルおよび再リンクされ
たデバイス・ドライバは，OpenVMS Alpha Version 7.1以降で実行できるようにす
るためにソース・コードを変更したり，再コンパイルや再リンクしたりする必要があ
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りません (ただし， Alpha SCSIドライバについては，再コンパイルと再リンクが必
要です。第 6.21.1項を参照してください)。

OpenVMS Alpha Version 7.0より前のリリースのデバイス・ドライバのうち，
OpenVMS Alpha Version 7.0に対応するよう再コンパイルおよび再リンクされてい
ないデバイス・ドライバをOpenVMS Alpha Version 7.1以降で実行するには，再コ
ンパイルと再リンクが必要です。

OpenVMS Alpha Version 7.0では，OpenVMS Alpha特権インタフェースと構造体
が大幅に変更されました。これらの変更の結果，OpenVMS Alpha Version 7.0より
前のリリースのデバイス・ドライバでは，OpenVMS Alpha Version 7.0以降で正し
く動作するように，ソース・コードを変更する必要があります。カスタマが作成した
ドライバのソースの変更が必要となるOpenVMS Alpha Version 7.0の変更点の詳細
については，『HP OpenVMS Guide to Upgrading Privileged-Code Applications』
を参照してください。

6.22 MONバージョンのデバイス・ドライバの処理

V7.3

OpenVMS Version 7.3では， SYSTEM_CHECKを有効化すると，
SYS$nnDRIVER_MON.EXEという形式の名前を持つデバイス・ドライバ・イ
メージがシステム・ローダによって自動的に読み込まれます。対応する_MONバージ
ョンが存在しない場合は，デフォルトのイメージ名 SYS$nnDRIVER.EXEが使用さ
れます。

6.23 スレッド単位のセキュリティがAlphaデバイス・ドライバに与え
る影響

V7.2

スレッド単位のセキュリティがOpenVMS Alphaデバイス・ドライバに与える影響に
ついては，第 5.11.7項を参照してください。

6.24 OpenVMS Alphaドライバのデバイス IPLの設定

V6.2

PCI， EISA， ISAバスをサポートする Alphaハードウェア・プラットフォームで
は， 20または 21という異なる IPLで I/Oデバイスへの割り込みが発生します。デバ
イスへの割り込みが発生する IPLは，デバイスをプラットフォーム間で移動したと
きに変わる可能性があります。ドライバがデバイス IPLを 20であると宣言した後，
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I/Oデバイスへの割り込みが IPL 21で発生するマシンでそのドライバを実行すると，
問題が発生します。

この問題に対する対処法は， PCI， EISA， ISAのデバイス・ドライバで IPL 21を
使用することです。この方法は， I/Oデバイスへの割り込みが IPL 20で発生するプ
ラットフォームでも， I/Oデバイスへの割り込みが IPL 21で発生するプラットフォ
ームでも，正しく動作します。

6.25 CRCTXルーチンの機能の強化

V7.1-2

Counted Resource Context Block (CRCTX)構造体の管理に使用できるシステ
ム・ルーチンが強化されました。次のルーチンが， CRCTX構造体のステータス
(CRCTX$V_ITEM_VALID)を設定およびチェックするようになりました。

• IOC$DEALLOC_CRCTX

• IOC$ALLOC_CNT_RES

• IOC$DEALLOC_CNT_RES

• IOC$LOAD_MAP

これらのルーチンは次のように変更されました。

有効な CRCTXステータス (CRCTX$V_ITEM_VALIDを 1に設定)で
IOC$DEALLOC_CRCTXを呼び出すと，サービスは不正なステータスを返しま
す。 SYSBOOTパラメータ SYSTEM_CHECKが設定されている場合には，システム
障害が発生します。このため，割り当てが解除されていない有効なリソースがあると
きに，ユーザが CRCTXの割り当てを誤って解除することを防止できます。

IOC$ALLOC_CNT_RESは，無効な CRCTXステータス (CRCTX$V_ITEM_VALID
を 0に設定)で呼び出さなければなりません。有効なステータスでこのルーチンを呼
び出すと，OpenVMSはこの CRCTXによってマップされたリソースをユーザが手放
すものと解釈します。OpenVMSは新しいリソースを割り当てず，不正なステータス
を返します。 SYSTEM_CHECKが設定されている場合には，システム障害が発生し
ます。 IOC$ALLOC_CNT_RESは有効ビットを設定してから戻ります。

IOC$DEALLOC_CNT_RESは，有効な CRCTXステータス (CRCTX$V_
ITEM_VALIDを 1に設定)で呼び出さなければなりません。無効な CRCTXで
IOC$DEALLOC_CNT_RESを呼び出すと，OpenVMSは他のパラメータが有効でな
いものと解釈し，不正ステータスを返します。 SYSTEM_CHECKがセットされてい
る場合には，システム障害が発生します。 IOC$DEALLOC_CNT_RESは有効ビット
をクリアしてから戻ります。
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IOC$LOAD_MAPは有効な CRCTXで呼び出さなければなりません。無効な CRCTX
(CRCTX$V_ITEM_VALIDを 0に設定)で呼び出すと，他のパラメータも無効であ
ると解釈され，不正ステータスが返されます。 SYSBOOTパラメータ SYSTEM_
CHECKがセットされている場合には，システム障害が発生します。

これらの変更により，デバイス・サポート・アプリケーションや特権付きコード・
アプリケーションの開発者は，OpenVMSで汎用リソースとして取り扱われる
scatter gatherレジスタの割り当てを解除する必要があるかどうか判断できます。
CRCTX$V_ITEM_VALIDビットがセットされている場合は， IOC$DEALLOC_
CNT_RESを呼び出さなければなりません。

6.26 アダプタについての注意事項

V8.2-1

ここではOpenVMS Version 8.2-1でサポートされるアダプタについての注意事項を
説明します。

6.26.1 Fibre Channelの EFIドライバとファームウェアの要件

OpenVMS Integrity Version 8.3 for Integrityサーバでは，HP A6826A 2 GB Fibre
Channelホストベース・アダプタとその改良版を使用するためには， EFIドライバ
のバージョン 1.47以降， RISCファームウェアのバージョン 3.03.154以降が必要で
す。また，HP AB378Aおよび AB379A 4 GB Fibre Channelホストベース・アダプ
タを使用するためには， EFIドライバのバージョン 1.05， RISCファームウェアのバ
ージョン 4.00.70以降が必要です。

RISCファームウェアと EFIドライバについて，現在サポートされている最新のバー
ジョンを調べるには，HP IPF Offline Diagnostics and Utilities CDに入っている
READMEテキスト・ファイルを参照してください。このファイルを見つけるには，
2 GB Fibre Channel HBAでは\efi\hp\tools\io_cards\fc2ディレクトリに， 4 GB
HBAでは\efi\hp\tools\io_ cards\fc4ディレクトリに移動してください。ドライバ
とファームウェアをアップデートするには，HBAの種類に応じてfcd_update2.nshま
たはfcd_update4.nshを実行してください。Offline Diagnostics and Utilities CDの
入手方法については，『HP OpenVMS V8.3インストレーション・ガイド[翻訳版]』
を参照してください。

6.26.2 複数の Fibre Channelブート・エントリを使用したブート

セル・ベース・システムと，新しいエントリ・レベル・システムでは，最初の Fibre
Channelブート・エントリ・リストが唯一有効なブート・エントリです。他の Fibre
Channel Integrityシステム・ディスクからブートするには， EFI Shellを開き，
"search all"を実行し， EFI Shellを終了した後，指定のブート・エントリを選択しま
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す。この操作は，複数のメンバにシャドウイングされたシステム・ディスクからブー
トする場合にも必要です。
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A
インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)

インターロックされたメモリ命令を使用するための厳密な規則は，『Alpha
Architecture Reference Manual, Third Edition (AARM)』に説明されています。
Alpha 21264 (EV6)プロセッサと将来のすべての Alphaプロセッサは，これらの規則
で決められている必要条件に関して，以前のプロセッサよりさらに厳しくなってい
ます。この結果，以前は規則に準拠していなくても正常に動作していたコードが，
21264以上のプロセッサを搭載したシステムでは正しく実行できないことがありま
す。このような規則に準拠していないコード・シーケンスが発生することは，非常に
まれであると考えられています。 21264プロセッサは，OpenVMS Alpha Version
7.1-2より前のバージョンではサポートされません。

規則に従っていないコードを実行すると，インタープロセッサ・ロックが使用される
ときに，プロセッサ間の同期が失われる可能性があり，インターロックされたシーケ
ンスが常にエラーになる場合は，無限ループになることがあります。 BLISSコンパ
イラの以前のバージョン，MACRO–32コンパイラとMACRO–64アセンブラの一部
のバージョンでコンパイルされたプログラムや，一部のHP Cおよび C++プログラム
のコード・シーケンスで，このような動作が発生することがあります。

影響を受けるコード・シーケンスでは， LDx_L/STx_C命令を，アセンブリ言語ソー
スで直接，またはコンパイラで生成されたコードで使用しています。インターロック
された命令を使用する可能性の高いアプリケーションは複雑であるか，マルチスレッ
ドされたアプリケーションであるか，または高度に最適化された固有に作成したロッ
クおよび同期化手法を使用しているデバイス・ドライバです。

A.1 必要なコード・チェック

OpenVMSでは， 21264プロセッサで実行されるコードにこのようなシーケンスがな
いかどうか確認してください。プロセス間ロック，マルチスレッド，プロセッサ間通
信を行うコードでは，特に注意する必要があります。

Alpha実行可能プログラムを分析して，規則に準拠していないコード・シーケンスが
あるかどうか調べるために， SRM_CHECKツールが開発されました。このツール
は，エラーが発生する可能性のあるシーケンスを検出し，エラーを報告し，問題のあ
るシーケンスのマシン・コードを表示します。
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A.2 コード分析ツール (SRM_CHECK)の使用

SRM_CHECKツールは，OpenVMS Alpha Version 7.3-2 Operating System CDの
次の場所にあります。

SYS$SYSTEM:SRM_CHECK.EXE

SRM_CHECKツールを実行するには，フォーリン・コマンドとして定義 (または
DCL$PATH機能を使用)し，チェックするイメージの名前を指定して起動します。
問題が検出されると，マシン・コードが表示され，イメージ情報の一部が印刷されま
す。次の例では，このツールを使用してmyimage.exeというイメージを分析する方
法を示しています。

$ define DCL$PATH []
$ srm_check myimage.exe

このツールでは，ワイルドカード検索がサポートされます。ワイルドカード検索を開
始するには，次のコマンド行を使用します。

$ srm_check [*...]* -log

チェックされたイメージのリストを作成するには， -log修飾子を指定します。
-output修飾子を使用すれば，出力をデータ・ファイルに書き込むことができます。
たとえば，次のコマンドは出力を CHECK.DATという名前のファイルに書き込みま
す。

$ srm_check ’file’ -output check.dat

このイメージのMAPファイルを調べれば，ツールからの出力を使用して，このシー
ケンスを生成したモジュールを検索することができます。表示されるアドレスは，
MAPファイルから見つけることができるアドレスに直接対応しています。

次の例に， SYSTEM_SYNCHRONIZATION.EXEというイメージに対して，分析ツ
ールを使用した結果できる出力を示します。

** Potential Alpha Architecture Violation(s) found in file...
** Found an unexpected ldq at 00003618
0000360C AD970130 ldq_l R12, 0x130(R23)
00003610 4596000A and R12, R22, R10
00003614 F5400006 bne R10, 00003630
00003618 A54B0000 ldq R10, (R11)
Image Name: SYSTEM_SYNCHRONIZATION
Image Ident: X-3
Link Time: 5-NOV-1998 22:55:58.10
Build Ident: X6P7-SSB-0000
Header Size: 584
Image Section: 0, vbn: 3, va: 0x0, flags: RESIDENT EXE (0x880)
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system_synchronization.exeのMAPファイルには，次の情報が格納されます。

EXEC$NONPAGED_CODE 00000000 0000B317 0000B318 ( 45848.) 2 ** 5
SMPROUT 00000000 000047BB 000047BC ( 18364.) 2 ** 5
SMPINITIAL 000047C0 000061E7 00001A28 ( 6696.) 2 ** 5

アドレス 360Cは SMPROUTモジュールにあり， 0～ 47BBのアドレスが格納され
ています。モジュールから出力されたマシン・コードを確認することで，コードの位
置を調べ，リスト行番号を使用して，対応するソース・コードを識別することができ
ます。 SMPROUTのベースが 0以外の場合は，アドレス (この場合は 360C)からベ
ースを減算して，リスト・ファイル内での相対アドレスを求める必要があります。

このツールは，可能性のある違反を出力の中で報告します。 SRM_CHECKは通常，
セクションの属性によってイメージ内のコード・セクションを識別することができま
すが，OpenVMSイメージの場合は，同じ属性を持つデータ・セクションが格納され
ることがあります。この結果， SRM_CHECKはデータをコードであるかのようにス
キャンし，データ・ブロックを規則に準拠していないコード・シーケンスであると解
釈することがあります。このような状況はあまり発生することがなく，MAPとリス
ト・ファイルを調べることで検出できます。

A.3 規則に準拠していないコードの特徴

SRM_CHECKツールによって検出される規則に準拠しないコードは，次の 4つに分
類できます。これらの大部分は，新しいコンパイラで再コンパイルすることで修正で
きます。ソース・コードを変更しなければならないことがありますが，そのような場
合はまれです。コンパイラのバージョンの詳細については，第 A.5節を参照してくだ
さい。

• OpenVMSコンパイラの一部のバージョンでは，「ループ・ローテーション」と
呼ばれる最適化中に規則に準拠しないコード・シーケンスが発生します。この問
題が発生するのは， ASM関数を使用して C/C++ソースに埋め込まれているアセ
ンブリ言語コード内で LDx_L/STx_C命令を使用する Cまたは C++プログラム
の場合か，MACRO–32またはMACRO–64で作成されたアセンブリ言語の場合
だけです。 LDx_L命令と STx_C命令の間に分岐が発生していることもありまし
た。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。

• 非常に古い BLISS，MACRO–32，DEC Pascal，またはDEC COBOLコンパイ
ラでコンパイルされた一部のコードには，規則に準拠しないシーケンスが含まれ
ていることがあります。これらのコンパイラの初期のバージョンには，コード・
スケジューリングのバグがあり， load_lockedの後にロードが誤ってスケジューリ
ングされていました。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。
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• ごくまれに，空きレジスタの数が少なすぎる場合には，MACRO–32コンパイラ
は BBSSI命令または BBCCI命令に対して，規則に準拠しないコード・シーケン
スを生成することがあります。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。

• MACRO–64またはMACRO–32が誤ってコーディングされ，アセンブリ言語が
ASM関数を使用して Cまたは C++ソースに組み込まれ，誤ってコーティングさ
れたために，エラーが発生することがあります。

この問題が発生する場合は，ソース・コードを変更しなければなりません。新し
いMACRO–32コンパイラは，規則に準拠しないコードに対して，コンパイル時
にフラグを付けます。

SRM_CHECKツールがイメージから違反を検出した場合は，適切なコンパイラを使
用してイメージを再コンパイルしなければなりません (第 A.5節を参照)。再コンパイ
ルした後，イメージを再び分析する必要があります。再コンパイルの後も違反が発生
する場合は，ソース・コードを調べ，コード・スケジューリング違反が発生する原因
を追求しなければなりません。その後，必要に応じてソース・コードを変更します。

A.4 コーディングの必要条件

『Alpha Architecture Reference Manual』では，プロセッサ間のデータの不可分な更
新を実行する方法を説明しています。特に『Third Edition』には，この問題に関する
さらに詳しい情報が含まれています。また，インターロックされたメモリ・シーケン
スの規則について詳しく説明されています。

次の 2つの必要条件が満たされない場合は，規則に準拠しないコードが生成されま
す。

• インターロックされたシーケンスで， LDx_L (load locked)命令と STx_C (store
conditional)命令の間にメモリ操作 (loadまたは store)を指定できない。

• LDx_L命令と STx_C命令の間で分岐を実行できない。このような場合は，分岐
を実行せずに， LDx_Lから STx_Cに「フォール・スルー」しなければならな
い。

ターゲットが LDx_Lとそれに対応する STx_Cの間にある分岐を実行すると，規
則に準拠しないシーケンスが作成される。たとえば，次の例で "label"への分岐を
実行すると，分岐命令自体がシーケンスの内部にあるか外部にあるかにかかわら
ず，規則に準拠しないコードが作成される。

LDx_L Rx, n(Ry)
...

label: ...
STx_C Rx, n(Ry)
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したがって， SRM_CHECKツールは次の条件を検索します。

• LDx_Lと STx_Cの間のメモリ操作 (LDx/STx)

• LDx_Lと STx_Cの間に宛先がある分岐

• 先行する LDx_L命令のない STx_C命令

これは通常， LDx_Lから STx_Cへ逆方向分岐が実行されることを示します。た
だし，デバイス・メールボックス書き込みを実行するハードウェア・デバイス・
ドライバは例外です。これらのドライバは， STx_Cを使用してメールボックスに
書き込みを実行します。この状況は初期の Alphaシステムでのみ検出され， PCI
ベースのシステムでは検出されません。

• LDx_Lと STxCの間にある余分な命令

AARMでは， LDx_Lと STx_Cの間の命令の数を 40未満にすることを推奨して
います。理論的には， 40より多くの命令があると，シーケンスが完了しないよう
にするためにハードウェア割り込みが発生します。しかし，実際にはこの状況が
発生したという報告はありません。

次の例に， SRM_CHECKでフラグが付けられたコードを示します。

** Found an unexpected ldq at 0008291C
00082914 AC300000 ldq_l R1, (R16)
00082918 2284FFEC lda R20, 0xFFEC(R4)
0008291C A6A20038 ldq R21, 0x38(R2)

この例では， LDQ命令が LDQ_Lの後， STQ_Cの前に検出されています。 LDQ
は，再コンパイルまたはソース・コードの変更によって，このシーケンスの外部に移
動しなければなりません (第 A.3節を参照してください)。

** Backward branch from 000405B0 to a STx_C sequence at 0004059C
00040598 C3E00003 br R31, 000405A8
0004059C 47F20400 bis R31, R18, R0
000405A0 B8100000 stl_c R0, (R16)
000405A4 F4000003 bne R0, 000405B4
000405A8 A8300000 ldl_l R1, (R16)
000405AC 40310DA0 cmple R1, R17, R0
000405B0 F41FFFFA bne R0, 0004059C

この例では， LDL_Lと STQ_Cの間から分岐が検出されています。この場合，
LDx_Lと STx_Cの間に，アーキテクチャで要求されている「フォール・スルー」パ
スがありません。

注意

LDx_Lから STx_Cへのこの逆向きの分岐は，「ループ・ローテーション」最
適化によって発生する，規則に準拠しないコードの特徴です。
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次のMACRO–32ソース・コードは「フォール・スルー」パスがあるものの，ロッ
ク・シーケンス内に可能性のある分岐とメモリ参照があるために，規則に準拠しない
コードを示しています。

getlck: evax_ldql r0, lockdata(r8) ; Get the lock data
movl index, r2 ; and the current index.
tstl r0 ; If the lock is zero,
beql is_clear ; skip ahead to store.
movl r3, r2 ; Else, set special index.

is_clear:
incl r0 ; Increment lock count
evax_stqc r0, lockdata(r8) ; and store it.
tstl r0 ; Did store succeed?
beql getlck ; Retry if not.

このコードを修正するには， INDEXの値を読み込むためのメモリ・アクセスを最
初に LDQ_L/STQ_Cシーケンスの外部に移動しなければなりません。次に，ラベル
IS_CLEARへの， LDQ_Lと STQ_Cの間の分岐を取り除かなければなりません。こ
の場合， CMOVEQ命令を使用して分岐を取り除くことができます。 CMOVxx命令
はしばしば，単純な値の移動の周囲にある分岐を取り除くために役立っています。次
の例に，修正されたコードを示します。

movl index, r2 ; Get the current index
getlck: evax_ldql r0, lockdata(r8) ; and then the lock data.

evax_cmoveq r0, r3, r2 ; If zero, use special index.
incl r0 ; Increment lock count
evax_stqc r0, lockdata(r8) ; and store it.
tstl r0 ; Did write succeed?
beql getlck ; Retry if not.

A.5 コンパイラのバージョン

表 A–1は，規則に準拠しないコード・シーケンスを生成する可能性のあるコンパイラ
のバージョンと，再コンパイルするときに使用する推奨最小バージョンについて説明
します。

表 A–1 OpenVMSコンパイラのバージョン

旧いバージョン 推奨最小バージョン

BLISS V1.1 BLISS V1.3

DEC Ada V3.5 HP Ada V3.5A

DEC C V5.x DEC C V6.0

DEC C++ V5.x DEC C++ V6.0

DEC COBOL V2.4， V2.5， V2.6 DEC COBOL V2.8

(次ページに続く)
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インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)
A.5コンパイラのバージョン

表 A–1 (続き) OpenVMSコンパイラのバージョン

旧いバージョン 推奨最小バージョン

DEC Pascal V5.0-2 DEC Pascal V5.1-11

MACRO–32 V3.0 OpenVMS Version 7.1-2については V3.1
OpenVMS Version 7.2については V4.1

MACRO–64 V1.2 下記参照

MACRO–64アセンブラの現在のバージョンでも，ループ回転の問題が発生すること
があります。しかし，MACRO–64ではデフォルトでコードの最適化が実行されな
いので，この問題が発生するのは，最適化が有効に設定されている場合だけです。
SRM_CHECKがMACRO–64コードから規則に準拠しないシーケンスを検出した場
合は，最初に最適化せずに再コンパイルする必要があります。その後，再びテストし
てもシーケンスにフラグが付けられる場合は，ソース・コード自体に修正の必要な非
準拠シーケンスが含まれています。

21264プロセッサのある Alphaコンピュータでは，『Alpha Architecture Reference

Manual, Third Edition』に記載されている LDx_L命令および STx_C命令のインター
ロックされたメモリ・シーケンスの制限事項を厳密に守る必要があります。インター
ロックされたメモリ命令の使用がアーキテクチャのガイドラインに準拠するように，
MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 3.1コンパイラに，追加のチェックが盛り
込まれました。

『Alpha Architecture Reference Manual, Third Edition』の 4.2.4項に，インター
ロックされたメモリ・シーケンス内での命令の使用規則が説明されています。
MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 3.1コンパイラは，MACRO–32ソース・
コードから生成するコード内でこれらの規則に従います。ただし，このコンパイラは
EVAX_LQxLおよび EVAX_STxCの組み込みを用意しているため，これらの命令を
直接ソース・コードに記述することができます。

MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 4.1コンパイラは，準拠していないコー
ド・シーケンスを検出するために追加のコード・チェックを行い，警告メッセージを
表示するようになりました。

A.6 ALONONPAGED_INLINEまたはLAL_REMOVE_FIRSTによるコ
ードの再コンパイル

OpenVMS AlphaのMACRO–32コードのうち， SYS$LIBRARY:LIB.MLBマクロ・
ライブラリから ALONONPAGED_INLINEマクロまたは LAL_REMOVE_FIRSTマ
クロを起動するコードは，OpenVMS Version 7.2以降で再コンパイルして，これら
のマクロの正しいバージョンが取得されるようにしなければなりません。これらのマ
クロを変更すると，新しい Alpha 21264 (EV6)以上のプロセッサで検出される可能性
のある，同期化に関する問題を修正できます。
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インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)
A.6 ALONONPAGED_INLINEまたは LAL_REMOVE_FIRSTによるコードの再コンパイル

注意

EXE$ALONONPAGEDルーチン (またはその変形)を呼び出すソース・モジュ
ールは，再コンパイルする必要がありません。これらのモジュールは，ユー
ザに意識させることなく，このリリースに含まれているルーチンの正しいバ
ージョンを使用します。

A–8 インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)



索引

A
ACPIからの・エラーメッセージ . . . . . . . . . 4–10
Adaコンパイラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–14
AlphaServer 2100

SCSIコントローラの制限事項 . . . . . . . . . . 6–4
コンソール表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–3

AlphaServer 4100
FRUテーブルの制限事項 . . . . . . . . . . . . . 6–5

AlphaServer 8200システム
FRUテーブルの制限事項 . . . . . . . . . . . . . 6–5

AlphaServer 8400システム
FRUテーブルの制限事項 . . . . . . . . . . . . . 6–5

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム
MBMでの時刻の設定 . . . . . . . . . . . . . . . 6–6
RADのサポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–5
STOP/CPUおよびシャットダウン動作 . . . . 6–6
ソフト・パーティションでの INITコンソール・
コマンドの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–5

ライセンス要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–6
AlphaServer GSシリーズ・システム
デバイスの制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–7
複数 I/Oポートの制限事項 . . . . . . . . . . . . 6–9

AlphaStation 200/400
ISA_CONFIG.DATの変更が必要 . . . . . . . 6–10

AlphaStation 255
PCI構成の制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . 6–10

API
pthread_mutex_tryforcedlock_np . . . . . . 5–47

AST実行要求
POSIX . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–4

ATI RADEON 7000グラフィック . . . . . . . . 6–11
ハードウェア・アクセラレーション 3Dグラフィ
ックはサポートされていない . . . . . . . 6–11

ATI RADEON 7500グラフィック . . . 6–11～6–17
DECW$OPENGLSHR_RADEON.EXEのリネー
ム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13

DECwindowsサーバがハングアップ . . . . 6–14
OpenGLは IEEE演算のみをサポート . . . 6–14
高リフレッシュ・レートでの画像への影
響 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13

Autobootタイムアウト値の設定 . . . . . . . . . . . 4–7

B
Backup API
ジャーナリング・イベント . . . . . . . . . . . 5–14

BL860cおよび BL870cサーバ . . . . . . . . . . . . 4–5
BLISS

HP BLISSコンパイラを参照
BMCコンソールの制約事項 (Integrityの
み) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2

BUGCHECKFATALシステム・パラメー
タ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–20

<builtins.h>の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–17

C
C++コンパイラ

HP C++コンパイラを参照
CANCEL SELECTIVE関数， LTDRIVERでの使用
の改善 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–44

CDSA . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–18
CLUEコマンド

OpenVMS Integrityに移植されていな
い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–45

Cluster over IP
CLUSTER_CONFIG_LAN . . . . . . . . . . . 4–18
共有システム・ディスク . . . . . . . . . . . . . 4–18

CMAPファイル
新規 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–3

COBOL RTL
HP COBOL RTLを参照

COM for OpenVMS
アプリケーションの重負荷によるエラー . . . 2–4
サポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

Common Data Security Architecture
CDSAを参照

CPU_POWER_MGMTデフォルト . . . . . . . . 4–26
CPUSPINWAITバグ・チェック . . . . . . . . . 5–20
CRCTXルーチンの機能の強化 . . . . . . . . . . 6–29
C RTL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–15

<builtins.h>の変更 . . . . . . . . . . . . . . . 5–17
DECC$*.OLBライブラリの凍結 . . . . . . . . . 5–18
<time.h>の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–16
バックポート・ライブラリ . . . . . . . . . . . 5–16
ビルトイン_ _fciの追加 . . . . . . . . . . . . . 5–17

Ctrl/Hキー・シーケンス
DELへの再マッピング (Integrityのみ) . . . . 6–3

索引 –1



CTRL-P . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4
Cコンパイラ

HP Cコンパイラを参照
Cプログラム
コンパイルと，大文字と小文字の区別 . . . . 5–15

Cランタイム・ライブラリ
C RTLを参照
訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1

D
data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリ
リンク対象 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–42

DCLコマンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
DDB構造体
アップデート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–10

DDT Intercept Establisherルーチン
デバイス構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–34

DECC$*.OLBライブラリの凍結 . . . . . . . . . 5–18
DECdfs for OpenVMS
サポートされるバージョン . . . . . . . . . . . . 2–4

DECdtm
Oracle 8i， 9i . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–29

DECforms Web Connector
OpenVMS Version 7.3-1以降で実行 . . . . . . 2–5

DECmigrate
V8.2 Open Source Tools CDに無い . . . . . 3–12

DECnet for OpenVMS . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
DECnet/OSI

DECnet-Plus for OpenVMSを参照
DECnet-Plus for OpenVMS . . . . . . . . . . . . . 1–4
新しいバージョンが必要 . . . . . . . . . . . . . 1–18

DEC PL/I . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–5
DECram

HP DECramを参照
DECRAM

DECRYPTコマンドとの競合 . . . . . . . . . . 2–7
DECwindows Motif

HP DECwindows Motifを参照
DECwindows X11ディスプレイ・サーバ . . . 6–18
グラフィック・ボードのサポート . . . . . . . 6–26

Delta/XDeltaデバッガ . . . . . . . . . . . . . . . . 5–21
レジスタ表示に関する考慮 . . . . . . . . . . . 5–21

DEVICE_NAMINGシステム・パラメータ . . 4–29
DFSマウント・ディスク . . . . . . . . . . . . . . . 2–2
DIAGNOSEコマンド
サポートされない . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–12

DIGITAL Modular Computing Components
(DMCC)

KZPDAコントローラと PBXGAグラフィック・
カード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–18

SRMコンソールの更新 . . . . . . . . . . . . . 6–18
Digital Personal Workstation . . . . . . . . . . . 6–19
DSSIディスク・デバイス
マイクロコード・リビジョン・レベル . . . . 6–22

E
EDIT/FDL
推奨バケット・サイズの変更 . . . . . . . . . . 4–29

EFI$CPユーティリティ
使用は推奨できない . . . . . . . . . . . . . . . . 4–30

EFIドライバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–30
ELV

Error Log Viewer (ELV)ユーティリティを参照
Error Log Viewer (ELV)ユーティリティ . . . . 4–30
EV6 Alphaプロセッサ . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

F
F$GETSYI("RAD_CPUS") . . . . . . . . . . . . . . 3–1
Fast Path
無効化， ES40上の Galaxy . . . . . . . . . . 4–38

Fibre Channel . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–30
互換キット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31
テープ・デバイスのマルチパス・フェールオーバ
の制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–35

FibreChannel . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–5
FMSキット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–6
Fortran

HP Fortranを参照
Freeware . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10

G
Galaxy
定義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–36

GiCAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–14
Gigabit Ethernetコントローラ
制限 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8

H
HP Availability Manager
既知の問題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

HP BASIC for OpenVMS . . . . . . . . . . . . . . . 2–1
HP BLISSコンパイラ
規則に準拠していないコードを実行した結
果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

警告 (Integrityのみ) . . . . . . . . . . . . . . . 5–22
HP C++コンパイラ
規則に準拠していないコードを実行した結
果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

HP COBOL RTL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–24
HP Code Signing Service for OpenVMS

HPCSS . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2
HP Cコンパイラ
規則に準拠していないコードを実行した結
果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

HP DCE for OpenVMSの制限事項 . . . . . . . . 2–3
HP DECprint Supervisor
インストールの制限事項 . . . . . . . . . . . . . . 1–4

索引 –2



HP DECram . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–6
DECRAMと DECRYPTのコマンド競合 . . . 2–7
V8.2では SIPとして出荷 . . . . . . . . . . . . . 2–6
Version 2.5 (VAXのみ) . . . . . . . . . . . . . . 2–6
アップグレード前の削除 (Alphaのみ) . . . . 1–18

HP DECwindows Motif
キーボードのサポートの制限 (I64のみ) . . . 1–13
サポートされているバージョン . . . . . . . . . 1–5
ユーザが作成したトランスポートのサポー
ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8

HP Fortran
Integrity用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–24

HP Secure Web Browser
ODS-2でインストール・エラーになる (Integrity
のみ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–13

必要メモリ量の増加 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–12
HP Secure Web Server
サポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8

HP SSL
暗号化と SSLのためのスタートアップ・コマン
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–17

HP-UXゲストと OpenVMSゲストに関する制限事
項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

HSGnn
障害 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–19

Hypersortユーティリティ . . . . . . . . 5–30～5–32

I
IDE CD . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–19
IEEE浮動小数点
フィルタ (Integrityのみ) . . . . . . . . . . . . 5–13

InfoServerの名前の長さ . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
INITコンソール・コマンド

ES47/ES80/GS1280ソフト・パーティションでの
使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–5

Insightソフトウェアによる OpenVMSの管
理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

INSTALLユーティリティ
常駐イメージをインストールする . . . . . . . 4–45

Integrity VM上のゲスト OS
シャットダウン動作 . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

Integrityサーバ
ファームウェア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–10

Intel Itanium 9300ベース・サーバのサポートに関
する情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4

Intel®アセンブラ (Integrityのみ) . . . . . . . . 5–32
Invocation context block . . . . . . . . . . . . . . 5–52
IPCコマンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–19
iSCSIデモ・キット
サポートされない . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

K
Kerberos

Kerberos for OpenVMS . . . . . . . . . . . . . 1–14
KPB拡張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–8

L
LAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
LANCP
アップグレード後にデバイス・データベースを変
換する (Alphaのみ) . . . . . . . . . . . . . 1–18

LANドライバ
二重モードの不一致エラー . . . . . . . . . . . 3–20

LIB$GET_CURR_INVO_CONTEXT
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$GET_INVO_CONTEXT
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$GET_INVO_HANDLE
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$GET_PREV_INVO_CONTEXT
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$GET_PREV_INVO_HANDLE
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$GET_UIB_INFO
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

LIB$I64_GET_FR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52
LIB$I64_GET_GR . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52
LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERS . . . . . . . 5–52
LIB$I64_SET_FR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52
LIB$I64_SET_GR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52
LIB$PUT_INVO_REGISTERS
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–18

lib$routines.h . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1
LIB$LOCK_IMAGE
ヘルプからの漏れ . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52

LIBRARIAN
Librarianユーティリティを参照 . . . . . . . 3–16

Librarianユーティリティ . . . . . . . . . . 3–16, 5–32
.STBファイルの制限事項 (Integrityの
み) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–33

エラー報告に関する問題 . . . . . . . . . . . . . 5–33
Libraryユーティリティ
訂正情報

ELFオブジェクト・ライブラリへのアクセ
ス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–17

/REMOVE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–16
LIBRTL
呼び出し標準ルーチン (Integrityのみ) . . . 5–52

Licenses
virtual option . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–1

LINK_ORDER ELFセクション・ヘッダ・フラ
グ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–41

Linker for OpenVMS Alpha
SYMBOL_VECTORリンカ・オプショ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–34

索引 –3



Linker for OpenVMS Integrity
SYMBOL_VECTORリンカ・オプショ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–36

Linkerユーティリティ
ABS属性が無視される . . . . . . . . . . . . . . 5–40
AFP_MODEリテラルを指定していないとリンカ
はアクセス違反となる . . . . . . . . . . . 5–41

demangler情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–39
SELECTIVE_SEARCH . . . . . . . . . . . . . 5–37
誤った UNMAPFILエラー . . . . . . . . . . . 5–40
誤った二次メッセージ . . . . . . . . . . . . . . 5–39
共用可能イメージの作成日が正しくな
い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–39

最大セクション数 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–38
識別子の最大長の変更 . . . . . . . . . . . . . . 5–40
正しくないイメージ間デバッグ・フィックスアッ
プ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–36

未定義シンボルについての誤った情報 . . . . 5–39
リンケージ・タイプ・チェック . . . . . . . . 5–40

LTDRIVERの制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . 5–44

M
MACRO–32コンパイラ
規則に準拠していないコードを実行した結
果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

コードの再コンパイル . . . . . . . . . . . . . . A–7
MACRO–64アセンブラ
規則に準拠していないコードを実行した結
果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

Mailユーティリティ (MAIL)
呼び出し可能メールがカーネル・スレッドで使用
された場合の問題 . . . . . . . . . . . . . . 5–45

MMG_CTLFLAGSシステム・パラメータ . . . 3–15
Monitorユーティリティの変更 . . . . . . . . . . 4–22
MPコンソールの制約事項 (Integrityのみ) . . . 6–2
MULTIPROCESSINGシステム・パラメー
タ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–20

N
NetBeans

Java Standard Edition, Development Kit v
1.4.2-7以上が必要 . . . . . . . . . . . . . . . 2–2

O
Open3Dグラフィック
コントローラ・ボードのサポート . . . . . . . 6–26
ライセンス方式の変更 . . . . . . . . . . . . . . 6–20

OpenVMS
ENCRYPTコマンドと DECRYPTコマン
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–17

OpenVMS Alpha用 Linker . . . . . . . 5–34～5–36
RMS_RELATED_CONTEXTオプショ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–34

スタックのエレメント数は最大 25に制
限 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–36

OpenVMS Alpha用 Linker (続き)
多数のファイルの処理時にハングアップす
る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–34

ライブラリ・チェックの動作の変更 . . . . . 5–35
OpenVMS Clusterシステム . . . . . . . 4–16～4–36

CIと LANとの間の切り替えによる性能の低
下 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–34

SCSIマルチパス・フェイルオーバ . . . . . . 4–33
互換キット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31
パッチ・キット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–30
複合バージョン用の互換キット . . . . . . . . 4–31
ローリング・アップグレード . . . . . . . . . . . 1–7

OpenVMS Debugger
Adaイベントのサポート . . . . . . . . . . . . . 5–14
C++言語の問題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–14

OpenVMS DELTA/XDELTA Debugger
マニュアルの更新 . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–16

OpenVMS Galaxy . . . . . . . . . . . . . . 4–36～4–38
および ES40

Fast Pathの無効化 . . . . . . . . . . . . . 4–38
非圧縮ダンプの制限事項 . . . . . . . . . . 4–37

ライセンスの実行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–7
OpenVMS Integrity

DVDからのブート . . . . . . . . . . . . . . . . 1–12
OpenVMS Integrity用 Linker . . . . . 5–36～5–44

data-reduced ELFオブジェクト・ライブラ
リ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–42

/EXPORT_SYMBOL_VECTORの削除 . . . 5–43
LINK_ORDERセクション・ヘッダ・フラ
グ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–41

OpenVMS Alpha用 Linkerとの違い . . . . 5–41
/PUBLISH_GLOBAL_SYMBOLSの削
除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–43

オプションでの長いシンボル名 . . . . . . . . 5–43
作成されたコード・スタブ . . . . . . . . . . . 5–44
初期化されたオーバレイ・プログラム・セクショ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–43

デマングル化されたシンボル名 . . . . . . . . 5–44
OpenVMS Performance Management
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–15

OpenVMS Registry
Version 2フォーマットのデータベースの破
壊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–38

OpenVMS TCP/IPプロビジョニングの制限事
項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

OpenVMSシステム・ダンプ・アナライザ
CLUEコマンドは OpenVMS Integrityに移植さ
れていない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–45

OpenVMSの呼び出し標準規則
ローテートするレジスタ

OpenVMS用 HP MACRO . . . . . . . . . . . . . 5–25
Alphaシステム上の . . . . . . . . . . . . . . . . 5–29
Integrityシステム上 . . . . . . . . . . . . . . . 5–28
/OPTIMIZE=VAXREGS修飾子は OpenVMS

Integrityではサポートされない . . . . . 5–29
浮動小数点数のゼロ除算エラーが検出されない

(Integrityのみ) . . . . . . . . . . . . . . . . 5–30

索引 –4



OpenVMS用MACRO
OpenVMS用 HP MACROを参照

P
Pascal

STARLETライブラリの作成には V5.8Aが必要
(Alphaのみ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9

アップグレード後の再インストール (Alpha)
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9

PCB$T_TERMINAL
サイズの拡張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–10

PCI構成の制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–10
PEdriver

LAN輻輳への対処 . . . . . . . . . . . . . . . . 4–34
PGFLQUOTAの問題 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–33
PL/I

OpenVMS Integrityに含まれないライブラ
リ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–45

RTLサポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–5
POOLCHECKシステム・パラメータ . . . . . . 5–20
POSIXスレッド・ライブラリ . . . . . . 5–46～5–52

Integrityサーバでの THREADCPコマンドの動
作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–49

pthread_mutex_lock . . . . . . . . . . . . . . . 5–46
pthread_mutex_tryforcedlock_np . . . . . . 5–47
デバッガ計測機能は動作しない . . . . . . . . 5–52
動的 CPU構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–51
浮動小数点例外 (Integrityのみ) . . . . . . . . 5–49
プロセス共有オブジェクトのサポート . . . . 5–46
例外処理中のスタック・オーバフロー (Integrity
のみ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–48

PowerStorm 300/350 PCIグラフィック・サポー
ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–21

Open3Dのライセンスはチェックされな
い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–21

pthread_mutex_lock
新しい戻り状態 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–46

pthread_mutex_tryforcedlock_np
API . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–47

R
RF73および RFnnディスク，コントローラ・メモ
リ・エラー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–21

RMS
FAB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–23

rx7620サーバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
rx8620サーバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
RZnnディスク・ドライブ . . . . . . . . . 6–24～6–26

S
SASテープ・ドライブの構成 . . . . . . . . . . . 4–12
SCSIコントローラ

AlphaServer 2100システムでの制限事
項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–4

SCSIデバイス・ドライバ . . . . . . . . . . . . . . 6–27
SCSIマルチパスの非互換性 . . . . . . . . . . . . 4–33
SDA

OpenVMSのシステム・ダンプ・アナライザを参
照

SET DEVICE/SWITCHコマンド . . . . . . . . 4–36
SET PASSWORDコマンド . . . . . . . . . . . . . 4–14
SHOW FORWARD/USERコマンド . . . . . . . . 3–2
SHOW LICENSE

/CHARGE_TABLE . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
/UNIT_REQUIREMENTS . . . . . . . . . . . 3–11

SHUTDOWN.COM . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–15
small memory configurations . . . . . . . . . . . 1–13
SMG$
ドキュメントの修正 . . . . . . . . . . . . . . . . 5–53

Software Public Rollout Reports . . . . . . . . . . 2–1
SORT32ユーティリティ . . . . . 5–32, 5–54～5–55
SPLINVIPLバグ・チェック . . . . . . . . . . . . 5–12
SRM_CHECKツール . . . . . . . . . . . . . . . . A–2
Superdome

sx1000 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–26
Superdomeサーバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
sx1000 Superdome . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–26
sx1000チップセット . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
SYS$GETTIM_PRECシステム・サービス . . . 3–1
SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMコマン
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11

SYSGEN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–26
SYS$TIMEZONE_RULE論理名 . . . . . . . . . . 4–1
SYSMAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–26
SYSTEM_CHECKシステム・パラメータ . . . 5–20
System Event Analyzer (SEA)ユーティリティ

I64でのサポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
System Event Log (SEL)

Integrityサーバ上でのクリア . . . . . . . . . . 1–9

T
TCP/IP Services for OpenVMS . . . . . . . . . . . 1–4
TCP/IPサーバ・コンポーネント

BIND, LPD, LBROKER, SMTP . . . . . . . . 4–6
Terminal Fallback Facility (TFF) . . . . . . . . 4–40
制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–41

TFF
Terminal Fallback Facilityを参照

THREADCPコマンド
Integrityサーバでの動作 . . . . . . . . . . . . 5–49

TIEキット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–19
<time.h>の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–16
TQE
タイマ・キュー・エントリを参照

Translated Image Environment
TIEキットを参照 . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–19

TZ関数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–9, 4–27

索引 –5



U
U160 SCSIのサポート

rx7620， rx8620 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–9
UCB構造体
アップデート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–10

USB
デバイス・サポート . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2

V
VAX Clusterキャッシュ

Virtual I/Oキャッシュを参照
VCC

Virtual I/Oキャッシュを参照
VIOC

Virtual I/Oキャッシュを参照
virtual connect . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–27
Virtual Connect
フェールオーバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–27

Virtual I/Oキャッシュ
I64では利用不可 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–42
XFCに置き換え . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–42

Volume Shadowing for OpenVMS
互換キット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31

W
Watchpointユーティリティ . . . . . . . . . . . . 5–56
WEBES

I64でのサポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9

X
XA . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–29
XFC
拡張ファイル・キャッシュを参照

Z
ZLXグラフィック・ボードのサポート . . . . . 6–26

ア
アダプタについての注意事項 . . . . . . . . . . . . 6–30
新しい戻り状態

pthread_mutex_lock . . . . . . . . . . . . . . . 5–46

イ
移行ソフトウェア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–19
インストール・エラー

HP Secure Web Browser . . . . . . . . . . . . 3–13
インストールとアップグレードの情報
ネットワーク・オプション . . . . . . . . . . . . 1–4

インターロックされたメモリ命令の使用 . . . . A–1

カ
回線切り替え
性能の低下 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–34

外付け SASディスク・デバイス . . . . . . . . . 4–13
外部認証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–13

I64サポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–14
SET PASSWORDコマンド . . . . . . . . . . . 4–14
パスワードの有効期限切れの通知 . . . . . . . 4–14

書き込みビットマップ . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
書き込むメッセージ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
拡張 DDTビット
修正された問題点 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–44

拡張ファイル・キャッシュ (XFC) . . . . . . . . . 4–42
関連製品

Software Public Rollout Reports . . . . . . . . 2–1
現在のリリースでサポートされるバージョ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–1

キ
規則に準拠していないコード . . . . . . . . . A–1, A–3

ク
クラスタ

OpenVMS Clusterシステムを参照
クラスタ互換キット . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31
クラスタ互換性のためのパッチ・キット . . . . 4–30
グラフィック

Integrityサーバのサポート . . . . . . . . . . . 6–11
グラフィック・ボードのサポート . . . . . . . . . 6–26

ケ
現在のリリースでのアプリケーションのサポー
ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–1

検証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–5

コ
コンパイラ
規則に準拠していないコード . . . . . . . A–1, A–6

サ
削除キー
再マッピングが必要 (Integrityのみ) . . . . . . 6–3

サテライト・システム . . . . . . . . . . . . . . . . 4–26
サーバ

rx7620 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
rx8620 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
Superdome . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8

索引 –6



シ
システム・ディスク
古いシステムと互換性がない . . . . . . . . . . . 1–5

システムのクラッシュ
回復 (I64のみ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–28

システムのハングアップ
回復 (I64のみ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–28

システム・パラメータ . . . . . . . . . . . 4–38～4–40
BUGCHECKFATAL . . . . . . . . . . . . . . . 5–20
DEVICE_NAMING
デバイス・ユニット最大数の増加に使
用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–29

MMG_CTLFLAGSドキュメントのエラ
ー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–15

MULTIPROCESSING . . . . . . . . . . . . . . 5–20
POOLCHECK . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–20
SYSTEM_CHECK . . . . . . . . . . . . . . . . 5–20
新しいパラメータ . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–38
廃止されたパラメータ . . . . . . . . . . . . . . 4–39
変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–40

修正キット
入手方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–3
複合バージョンの OpenVMS Clusterシステムで
必要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31

シリアル・ポートの名前 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–5
シンボリック・デバッガ . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1
シンボリック・リンクの実装 . . . . . . . . . . . . . 3–2

ス
スレッド単位のセキュリティ
デバイス・ドライバへの影響 . . . . . . . . . . 5–11
特権付きコードへの影響 . . . . . . . . . . . . . 5–11

セ
制限事項

SYS$LDDRIVER . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–25
性能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

COBOL CALL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–24
性能の改善
イメージの起動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

性能の強化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
Ctrl/Tアライメント・フォルト . . . . . . . . 4–10
Dedicated CPU Lock Manager . . . . . . . . 4–10
グローバル・セクションの作成と削除 . . . . 4–10

セル型システム
複数の nPartition . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–37

ソ
ソフトウェアのサポート方針 . . . . . . . . . . . . . 1–1

タ
タイマ・キュー・エントリ (TQE) . . . . . . . . . 5–55

テ
ディスク・ボリュームのサポート
制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–12

デバイス構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–34
デバイス・ドライバ

IPLの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–28
MONバージョンの処理 . . . . . . . . . . . . . 6–28
SCSI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–27
再コンパイルと再リンク . . . . . . . . 6–27～6–28
スレッド単位のセキュリティの影響 . . . . . 6–28

テープ・ロボット
自動マルチパス・フェールオーバ . . . . . . . 4–36

デュアル・コントローラ HSGnn
障害 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–19

ト
動的 CPU構成

POSIXスレッド・ライブラリ . . . . . . . . . 5–51
ドキュメントの訂正 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–13

IPCコマンドの使用方法 . . . . . . . . . . . . . 3–19
ドキュメントの変更と訂正

Guide to OpenVMS File Applications . . . 5–21
LIB$ヘルプの漏れ . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–52
OpenVMS Performance Management . . . 3–15
『OpenVMS RTL Screen Management (SMG$)

Manual』 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–53
特権データ構造体

CPUの名前空間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–9
KPB拡張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–8
PCB$T_TERMINALのサイズの拡張 . . . . 5–10
UCBと DDBのアップデート . . . . . . . . . 5–10
スレッド単位のセキュリティの影響 . . . . . 5–11
動的スピンロックのフォーク . . . . . . . . . . . 5–9
64ビットの論理ブロック番号 . . . . . . . . . . 5–9
変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–7～5–11

ナ
長いデバイス名のサポート . . . . . . . . . . . . . 4–11

ネ
ネットワーク
アップデートの制限 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–20

ネットワーク・オプション . . . . . . . . . . . . . . 1–4

索引 –7



ハ
バックポート・ライブラリ . . . . . . . . . . . . . 5–16
パッチ・キット
複合バージョンの OpenVMS Clusterシステムで
必要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31

パーティション
ソフト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–36
ハード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–36

ハード・パーティション . . . . . . . . . . . . . . . 4–36

ヒ
ビルトイン_ _fciの追加 . . . . . . . . . . . . . . . 5–17

フ
ファームウェア

Alphaサーバ用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–14
EFI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
Integrityサーバ用 . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–10

複数の nPartition
セル型システム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–37

複数のサーバのプロビジョニング . . . . . . . . . . 4–5
浮動小数点型データ
アプリケーションへの考慮 . . . . . . . . . . . 5–13

プログラム全体の浮動小数点モード (Integrityの
み) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–56

プログラムの再コンパイル
Alphaの場合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–7

プロビジョニング
OpenVMS

HP SIM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
システム・ファームウェア . . . . . . . . . . . . 4–5

ヘ
変換イメージ

AEST . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1

ホ
ポート・ドライバ$QIO
制限事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–44

マ
マイクロコード・リビジョン・レベル

DSSIディスク・デバイス . . . . . . . . . . . . 6–22
更新するためのコマンド . . . . . . . . . . . . . 6–23

マルチパス・フェールオーバ
Fibre Channelテープ・デバイスの制限事
項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–35

テープ・ロボット . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–36

ラ
ライセンス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–31
ライセンスについて . . . . . . . . . . . . . . . 6–7～6–9
ライブラリアン・ユーティリティ

data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリと
のリンク (OpenVMS Integrityでの制限事
項) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–32

ランタイム・ライブラリ・ルーチン . . . . . . . 3–18

レ
レイヤード・プロダクト
インストールの失敗 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–20

ロ
ロケール
新規 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–7

ローテートするレジスタ . . . . . . . . . . . . . . . 5–52

索引 –8





�



HP OpenVMS V8.4リリース・ノート【翻訳版】

2010年 10月 発行

日本ヒューレット・パッカード株式会社

〒 102-0076 東京都千代田区五番町 7番地

電話 (03)3512-5700 (大代表)

BA322-90102






